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力 強 く 前 進 す る 一 年 に　
◆ こ と し の 箱 根 駅 伝 第 ５ 区

の 山 上 り は 、 思 わ ず テ レ ビ に釘 付 け に な っ た 。 ５ 位 で た すき を つ な い だ 青 山 学 院 大 学 。

見 る 間 に 順 位 は 上 が っ て い き 、 ト ッ プに 躍 り 出 た 瞬 間 、 ゴ ー ル テ ー プ を 切 った 瞬 間 を 見 て 、 思 わ ず 「 す ご い 」 と こぼ れ た 。 普 段 は た だ 中 継 を 眺 め て い るだ け だ が 、 選 手 の そ の 力 強 い 走 り に 魅了 さ れ て い た ◆ こ と し は 午 年 。 干 支 では 丙 午 （ ひ の え う ま ） に あ た る 。 丙 は十 干 の 中 で 陽 の 火 を つ か さ ど る 文 字 とさ れ 、 生 命 の 力 強 い 成 長 段 階 を 表 す 。馬 は 長 い 歴 史 の 中 で 、 人 や 荷 物 を 運び 、 農 作 業 を 手 伝 う な ど 多 く の 場 面 で人 の 暮 ら し を 支 え て き た こ と か ら 、 健康 や 豊 作 、 発 展 の 象 徴 と さ れ た 。 ま た力 強 く ま っ す ぐ し な や か に 疾 走 す る 姿か ら 、 午 年 は 物 事 が 順 調 に 進 み 、 努 力が 実 る 年 と 言 わ れ る ◆ 昨 年 は 脱 皮 を 繰り 返 し て 成 長 す る 蛇 の よ う に 、 失 敗 を恐 れ ず さ ま ざ ま な こ と に チ ャ レ ン ジ する 年 に し た い と 目 標 を 立 て た 。 こ と しも 挑 戦 す る 心 を 忘 れ ず 、 目 標 に 向 か って 進 ん で い け る 年 に し た い 。 干 支 で ある 丙 午 の よ う に 、 山 上 り を 駆 け 抜 け た駅 伝 選 手 の よ う に 、 力 強 く 前 進 で き る年 に な れ ば 。
�

（ Ｋ ）

【 2 0 2 6． 0 1． 0 6 】

　
２ ０ ２ ６ 年 度 は 、 東 関 東 自 動 車 道 （ 東 関 道 ） 水

戸 線 の 全 線 開 通 が 見 込 ま れ て い る 。 こ れ に よ り 県内 高 速 道 路 の い わ ゆ る “ ミ ッ シ ン グ リ ン ク ” が 解消 さ れ る 。 移 動 時 間 の 短 縮 や 物 流 の 強 化 は も ち ろん 、 観 光 促 進 や 災 害 時 の 対 応 な ど 、 様 々 な 面 で 県民 生 活 に 恩 恵 を も た ら す こ と だ ろ う 。 そ し て

2 6年

度 は 、 首 都 圏 中 央 連 絡 自 動 車 道 （ 圏 央 道 ） の 県 内区 間 ４ 車 線 化 開 通 も 見 込 ま れ て い る 。 圏 央 道 の ４車 線 化 は 、 利 便 性 向 上 の み な ら ず 、 頻 発 す る 事 故の 減 少 に も つ な が る は ず だ 。 県 民 が 長 ら く 待 ち 望ん で い た 悲 願 成 就 の 瞬 間 が 、 い よ い よ 到 来 し よ うと し て い る 。

● 水 戸 警 察 署 ＝ 水 戸 市 大 串 町 の 国 道 5 1 号

ほ か ３ カ 所

● 大 宮 警 察 署 ＝ 常 陸 大 宮 市 泉 の 市 道 ほ か

３ カ 所

● 高 萩 警 察 署 ＝ 高 萩 市 高 戸 の 国 道 ６ 号 ほ

か ３ カ 所

● 鉾 田 警 察 署 ＝ 鉾 田 市 造 谷 の 市 道 ほ か ３

カ 所

● 石 岡 警 察 署 ＝ 石 岡 市 東 大 橋 の 国 道 ６ 号

ほ か ３ カ 所

● 下 妻 警 察 署 ＝ 下 妻 市 加 養 の 市 道 ほ か ３

カ 所

● 古 河 警 察 署 ＝ 古 河 市 上 辺 見 の 市 道 ほ か

３ カ 所

● 取 手 警 察 署 ＝ 取 手 市 小 浮 気 の 国 道 ６ 号

ほ か ３ カ 所

● 牛 久 警 察 署 ＝ 牛 久 市 岡 見 町 の 県 道 ほ か

３ カ 所

交  通 安 全 指 導 ・ 取  締 り 情  報

　
圏 央 道 ４ 車 線 化 に つ い て

は 、 資 機 材 の 調 達 な ど が 順調 と い う 前 提 で 、 本 県 区 間を 含 む 久 喜 白 岡 Ｊ Ｃ Ｔ ～ 大栄 Ｊ Ｃ Ｔ 間 の 新 年 度 開 通 が示 さ れ て い る 。　
昨 年 ３ 月

1 4日 に は 幸 手 Ｉ

Ｃ ～ 五 霞 Ｉ Ｃ 間 （ Ｌ ４ ・ ２㎞ ） が 、 ８ 月

2 9日 に は つ く

ば 牛 久 Ｉ Ｃ ～ 牛 久 阿 見 Ｉ Ｃ間 （ Ｌ ６ ・ １ ㎞ ） お よ び 阿見 東 Ｉ Ｃ ～ 稲 敷 Ｉ Ｃ 間 （ Ｌ６ ㎞ ） が 開 通 し た 。　
つ く ば 中 央 Ｉ Ｃ ～ つ く ば

Ｊ Ｃ Ｔ 間 （ Ｌ ４ ・ ３ ㎞ ） は本 年 度 中 の 開 通 が 見 込 ま れ 　
東 関 道 水 戸 線 は 、 起 点 の

常 磐 自 動 車 道 三 郷 Ｊ Ｃ Ｔ から 千 葉 県 北 部 を 横 断 し 、 本県 東 部 を 北 上 し て 北 関 東 自動 車 道 茨 城 町 Ｊ Ｃ Ｔ ま で の延 長 約 １ ４ ３ ㎞ を 結 ぶ 高 規格 幹 線 道 路 だ 。 本 県 区 間

て お り 、 残 る 区 間 の 五 霞 ＩＣ ～ 境 古 河 Ｉ Ｃ 間 （ Ｌ ６ ・９ ㎞ ）  、 坂 東 Ｉ Ｃ ～ つ く ば中 央 Ｉ Ｃ 間 （ Ｌ

1 9・ ４ ㎞ ）  、

牛 久 阿 見 Ｉ Ｃ ～ 阿 見 東 Ｉ Ｃ間 （ Ｌ ５ ・ ９ ㎞ ）  、 稲 敷 ＩＣ ～ 大 栄 Ｊ Ｃ Ｔ 間 （ Ｌ

2 0・

３ ㎞ ） は 、 ２ ０ ２ ６ 年 度 まで の 開 通 が 予 定 さ れ て いる 。　
圏 央 道 の 本 県 区 間 、 延 長7 0・ ４ ㎞ が 暫 定 ２ 車 線 で 全

線 開 通 し た の が

1 7年 ２ 月 。

国 は ４ 車 線 化 に つ い て 、 交通 量 な ど を 勘 案 し な が ら 検討 す る と し て い た が 、 実 際 は 、

1 8年 ま で に 茨 城 町 Ｊ Ｃ

Ｔ ～ 鉾 田 Ｉ Ｃ ま で の 延 長 約
1 8㎞ が 供 用 し て い る 。

　
事 業 中 の 潮 来 Ｉ Ｃ ～ 鉾 田

Ｉ Ｃ 間 （ Ｌ

3 0・ ９ ㎞ ） は 、

１ ９ ９ ７ 年 に 基 本 計 画 が 決定 し 、 ２ ０ ０ ９ 年 度 か ら 事

の 交 通 量 は 非 常 に 多 く 、 事故 も 多 発 し て い る こ と も あり 、 早 々 に ４ 車 線 化 が 決ま っ た 。　
つ く ば 中 央 Ｉ Ｃ ～ つ く ば

Ｊ Ｃ Ｔ 間 は 、 盛 土 材 の 性 状不 良 対 策 の 追 加 や 周 辺 環 境に 配 慮 し た 施 工 に よ り 、 舗装 工 事 着 手 が 遅 延 し 、 施 工期 間 が 延 伸 。 降 雨 な ど に より 、 受 け 入 れ た 一 部 の 土 砂の 含 水 比 が 想 定 よ り も 高く 、 盛 土 材 に 適 さ な い こ とか ら 、 ば っ 気 や 石 灰 改 良 を追 加 す る こ と と な っ た 。　
ま た 、 仮 設 で 設 置 し た 舗

業 化 さ れ た 。 施 行 主 体 は 国土 交 通 省 常 総 国 道 事 務 所 とネ ク ス コ 東 日 本 （ 潮 来 バ イパ ス 並 行 区 間 は 常 陸 河 川 国道 事 務 所 ）  。 主 な 工 事 は 国が 行 い 、 ネ ク ス コ 東 日 本 は舗 装 や 設 備 系 な ど を 担 当 する 。　
車 線 数 は 全 区 間 ４ 車 線 。

国 は

2 6年 度 に 暫 定 ２ 車 線 で

同 区 間 を 開 通 さ せ る 見 通 しを 示 し て い る 。 ４ 車 線 化 につ い て は 、 圏 央 道 同 様 、 交通 量 の 増 加 に 応 じ て 着 手 する と し て い る 。　
幅 員 は 土 工 部 が 暫 定

1 3・

５ ｍ （ 完 成

2 0・ ５ ｍ ）  、 橋

　
潮 来 Ｉ Ｃ 周 辺 ～ 鹿 島 臨 海 工 業 地

帯 波 崎 地 区 工 業 団 地 周 辺 を 接 続 する （ 仮 称 ） 鹿 行 南 部 道 路 の 検 討 が進 め ら れ て い る 。 起 終 点 の 直 線 距離 は 約

1 4㎞ 。

東 関 東 自 動 車道 水 戸 線 お よび 鹿 島 港 北 公共 埠 頭 周 辺 への ア ク セ ス 機能 を 十 分 考 慮す る こ と を 盛 り 込 ん だ 基 本 方 針 が策 定 さ れ て お り 、 国 、 県 、 地 元 市（ 鹿 嶋 市 、 潮 来 市 、 神 栖 市 ）  、 Ｎ ＥＸ Ｃ Ｏ 東 日 本 で 構 成 す る 検 討 委 員

装 プ ラ ン ト が 小 ・ 中 学 校 から 近 く 、 地 元 と の 協 議 で 登下 校 時 間 に 配 慮 し た 計 画 に見 直 し た た め 、 施 工 期 間 が延 伸 す る こ と と な っ た 。 阿見 東 Ｉ Ｃ ～ 稲 敷 Ｉ Ｃ 間 は 、橋 梁 下 部 工 の 基 礎 （ 鋼 管 コン ク リ ー ト 杭 ） の 製 作 ・ 調達 期 間 の 延 伸 に よ り 工 事 着手 が 遅 延 し た 。　
残 る 区 間 は 借 地 契 約 な ど

の 課 題 の 解 決 が 図 ら れ 、 未着 工 箇 所 は な い 状 態 。 工 程精 査 を し た 結 果 、 工 事 の 入札 不 調 な ど の 課 題 も あ る もの の 、 資 機 材 の 調 達 等 が 順調 な 場 合 、

2 6年 度 ま で の 開

通 が 可 能 と し て い る 。 現 場で は 様 々 な 苦 労 が あ る よ うだ が 、 地 元 の 期 待 も 大 き いだ け に 、 安 全 を 確 保 し た 上で 、 一 刻 も 早 い 開 通 が 望 まれ て い る 。 梁 部 が 暫 定

1 2ｍ （ 完 成

2 0・

５ ｍ ）  。 規 格 は 高 速 自 動 車国 道 （ 第 １ 種 第 ３ 級 ）  。 設計 速 度 は

8 0㎞ ／ ｈ 。 交 通 計

画 量 は ９ ６ ６ ０ ～ １ 万 ３ ００ 台 ／ 日 。 区 間 内 に は 、 北側 か ら 行 方 Ｉ Ｃ 、  （ 仮 ） 行方 Ｐ Ａ 、 潮 来 行 方 Ｉ Ｃ が 設置 さ れ る 。　
所 要 時 間 を み る と 、 現

在 、 国 道

5 1号 を 通 る ル ー ト

は 平 均

6 2分 （ 最 大

8 2分 、 最

小

4 7分 ） 必 要 と な っ て い る

が 、 東 関 道 ル ー ト で あ れ ば平 均

3 1分 （ 最 大

3 9分 、 最 小

2 3分 ） に 短 縮 さ れ る と 試 算
さ れ て い る 。

　
開 通 す れ ば 北 関 東 道 や 圏

央 道 な ど と 連 携 し 、 首 都圏 ・ 北 関 東 ・ 東 関 東 を 結 ぶ区 域 的 な 高 速 道 路 ネ ッ トワ ー ク が 形 成 さ れ る 。 空 港や 港 湾 な ど へ の ア ク セ ス の向 上 、 災 害 時 の 代 替 路 の 確保 、 地 域 経 済 の 活 性 化 など 、 期 待 は 高 ま る ば か りだ 。　
一 方 で 、 行 方 Ｉ Ｃ ～ 潮 来

行 方 Ｉ Ｃ 間 は

1 1・ ９ ㎞ 、 潮

来 行 方 Ｉ Ｃ ～ 潮 来 Ｉ Ｃ 間 は
1 1・ １ ㎞ と

1 0㎞ 以 上 離 れ て

い る 。 将 来 的 に 、 区 間 内 への ス マ ー ト Ｉ Ｃ の 設 置 も 検討 す る べ き だ ろ う 。

会 が 概 略 ル ー ト ・ 構 造 な ど の 検 討を 進 め る 。　
国 際 競 争 力 の 強 化 や 生 産 性 向

上 、 周 辺 地 域 の さ ら な る 活 性 化 を図 る た め 、 計 画 の 具 体 化 は 急 務 とな っ て い る 。 鹿 島 港 周 辺 に は 津 波浸 水 想 定 区 域 が あ る が 、 整 備 によ り 津 波 浸 水 時 に お け る 港 か ら の

　
周 辺 に は 茨 城 空 港 や 鹿 島

港 、 茨 城 港 が あ る ほ か 、 既存 の 工 業 団 地 な ど も 立 地 して い る 。 周 辺 地 域 と の ア クセ ス 強 化 に よ り 、 さ ら な る需 要 拡 大 や 輸 送 の 利 便 性 向上 な ど が 図 ら れ る こ と に なる 。 ま た 、 東 関 道 は 、 災 害や 事 故 で 常 磐 道 が 通 行 止 めに な っ た 場 合 の 代 替 路 と して の 役 割 も 担 う 。 東 関 道 が全 線 開 通 す れ ば 、 仮 に 常 磐道 が 通 行 止 め に な っ た と して も 、 東 関 道 経 由 で 茨 城 ～東 京 間 を 行 き 来 す る こ と が可 能 と な り 、 物 流 も 維 持 でき る 。

緊 急 輸 送 ル ー ト の 確 保 も 期 待 さ れる 。　
ま た 、 鹿 島 港 周 辺 の 道 路 は 交 通

量 が 多 く 、 同 港 外 港 地 区 国 際 物 流

タ ー ミ ナ ル や洋 上 風 力 発 電建 設 な ど の ほか 、 鹿 島 ア ント ラ ー ズ のサ ッ カ ー ス タジ ア ム 構 想 も

あ り 、 周 辺 開 発 計 画 に 伴 う 交 通 需要 の さ ら な る 増 大 が 見 込 ま れ て いる だ け に 、 早 期 の 事 業 化 、 そ し て開 通 が 期 待 さ れ る 。

至 鉾 田 IC至 鉾 田 IC

至 潮 来 行 方I C至 潮 来 行 方I C

行 方 Ｉ Ｃ行 方 Ｉ Ｃ

行 方 I C 付 近

提 供 ： 常 総 国 道 事 務 所

潮 来 行 方 Ｉ Ｃ潮 来 行 方 Ｉ Ｃ

至 行 方 Ｉ Ｃ至 行 方 Ｉ Ｃ

至 潮 来 Ｉ Ｃ至 潮 来 Ｉ Ｃ

潮 来 行 方 I C 付 近

提 供 ： 常 総 国 道 事 務 所

東 関 道 水 戸 線

ミ ッ シ ン グ リ ン ク 解 消
待 望 の 全 線 開 通 へ

坂 東 P A
※ 2

Ｉ Ｃ

神 崎I C

茨 城 県 7 0 .4 ㎞

Ｌ ＝ 4. 3 ㎞

R 6 年 度 ま で
↓

R ７ 年 度

Ｌ ＝ 7. 6 ㎞

R 6 年 度 ま で
↓

R ７ 年 度

Ｌ ＝ 6. 0 ㎞ Ｌ ＝ 1 0. 6 ㎞

R 6 年 度 ま で
↓

R ７ 年 度

Ｌ ＝ 1 9. 4 ㎞

R 8 年 度 ※ 1 R 8 年 度 ※ 1 R 8 年 度 ※ 1
R 8 年 度 ※ 1

Ｌ ＝ 9. 1 ㎞

R 5 年 3 月 3 1 日
4 車 線 運 用 開 始

Ｌ ＝ 5. 9 ㎞

江 戸 崎
Ｐ Ａ

※ １ 　 資 機 材 の 調 達 等 が 順 調 な 場 合

中 川

日

Ｌ ＝ 6. 9 ㎞

開 通 済
凡 例

事 業 中

境 古 河 Ｉ Ｃ 坂
東

I C

常 総

I C

つ く ば 中 央

I C

つ く

ば

J C T

つ く ば 牛 久

I C
牛 久 阿

見

I C

阿
見
東

I C

稲 敷 Ｉ Ｃ

稲 敷 東 Ｉ Ｃ

五 霞 Ｉ Ｃ

つ く ば 西

SI C

【 坂 東 P A 】

外 回 り ： 圏 央 道 の 4 車 線 化 に 併 せ て

　 　 　 　 早 期 供 用 を 目 指 す

圏 央 道

鹿 行 南 部 道 路

県 内 区 間 が ４ 車 線 化
渋 滞 緩 和 や 交 通 安 全 確 保

早 期 事 業 化 に 期 待
周 辺 地 域 の に ぎ わ い 創 出

つ な が る 茨 城 の 道 路
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
賃
上
げ
の
動
き
が
広
が
る

と
と
も
に
、
景
気
に
緩
や
か
な
回
復
傾

向
が
見
ら
れ
た
一
方
、
長
引
く
物
価
高

や
人
手
不
足
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
１
年
で
し
た
。

　
時
代
は
今
、
加
速
度
的
に
進
む
人
口

減
少
を
は
じ
め
、
国
際
秩
序
の
変
容
や

気
候
変
動
に
よ
る
影
響
の
拡
大
な
ど
に

よ
り
、
大
き
な
変
化
の
只
中
に
あ
り
ま

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
、
茨
城

県
議
会
に
対
し
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
が
国
は
、
加
速
す
る
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
や
そ
れ
に
伴

う
労
働
力
人
口
の
減
少
、
海
外
情

勢
や
円
安
の
影
響
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
な

ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
ま
ず
は
、
長
引

く
物
価
高
騰
に
よ
る
県
民
生
活
や

す
。

　
私
は
、
知
事
就
任
以
来
、「
挑
戦
」「
ス
ピ
ー
ド

感
」「
選
択
と
集
中
」
の
３
つ
の
基
本
姿
勢
を
徹
底

し
、「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」

の
実
現
に
向
け
て
経
済
の
活
性
化
や
安
心
安
全
な
生

活
基
盤
の
確
保
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
企
業
誘
致
で
は
県
外
企
業
の
立
地
件

数
が
８
年
連
続
で
全
国
第
１
位
と
な
っ
た
ほ
か
、
観

光
消
費
額
が
過
去
最
高
額
を
３
年
連
続
で
更
新
す
る

な
ど
、
様
々
な
成
果
が
表
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ

な
県
」
の
実
現
を
目
指
し
、
将
来
の
発
展
を
見
据
え

た
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
や
、
災
害
・
危
機
に
強
い
県

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
実
り
多
き
素
晴
ら

し
い
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

「
新
し
い
茨
城
」
づ
く
り

経
済
の
好
循
環
を
確
実
な
も
の
に

県知事

県議会議長

大井川　和彦

舘　静馬

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
本

県
農
林
水
産
業
の
振
興
に
御
尽

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。	

　
近
年
は
農
林
漁
業
者
の
減
少

や
国
内
市
場
の
縮
小
に
加
え
、

資
材
価
格
の
高
止
ま
り
、
気
候

変
動
な
ど
の
課
題
が
顕
在
化
し

て
お
り
、
本
県
農
林
水
産
業
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

は
、
収
益
性
を
高

め
る
た
め
の
構
造

改
革
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
農
業
で
は
「
茨

城
農
業
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基

づ
き
、
農
地
の
集

積
・
集
約
化
や
ス

マ
ー
ト
技
術
の
導

入
促
進
な
ど
に
よ

る
生
産
性
の
向
上

の
ほ
か
、
県
育
成

品
種
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化

に
よ
る
付
加
価
値
の
向
上
や
、

気
候
変
動
対
策
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
で
は
森
林
資
源
の
循
環

利
用
と
林
業
の
成
長
産
業
化

を
実
現
す
る
た
め
、
県
産
木
材

の
需
要
拡
大
等
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
11
月

に
「
日
本
初
の
泊
ま
れ
る
体
験

型
植
物
園
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
たTHE 

BOTANICAL RESORT 

林
音
（
リ
ン
ネ
）
に
つ
い
て
は

本
県
を
代
表
す
る
新
た
な
観
光

拠
点
と
し
て
、
多
く
の
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
で
は
常
陸
乃
国
し
ら

す
の
生
産
体
制
の
強
化
や
常
陸

乃
国
い
せ
海
老
な
ど
の
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
、
養
殖
産
業
の
創
出

に
向
け
た
技
術
開
発
や
参
入
支

援
、
常
陸
乃
国
ま
さ
ば
の
商
業

化
を
推
進
す
る
ほ
か
、
漁
港
等

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の

益
々
の
御
活
躍
と
御
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

儲
か
る
農
林
水
産
業
の

�

実
現
に
向
け
て

県農林水産部長

三宅　建史

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
県
土
木
部
で
は
、
人
口
減
少

が
進
む
中
で
も
地
域
の
活
力
を

維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

「
活
力
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
と
住
み

続
け
た
く
な
る
ま
ち
」
づ
く
り
と

と
も
に
、
頻
発
化
・

激
甚
化
す
る
自
然
災

害
か
ら
県
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、「
災
害
・
危
機

に
強
い
県
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
「
活
力
の
あ
る
イ

ン
フ
ラ
と
住
み
続
け

た
く
な
る
ま
ち
」
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、

高
速
道
路
や
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
促
進
等
に
よ
り
広

域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を

図
る
な
ど
、
本
県
の
発
展
を
支
え

る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
災
害
・
危
機
に
強
い

県
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
流
域

の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て

治
水
対
策
に
取
り
組
む
流
域
治
水

や
、
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
木
造

住
宅
の
耐
震
化
促
進
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
施
策
の
推
進
に
は
、
建

設
産
業
が
果
た
す
役
割
は
大
変

重
要
で
あ
る
た
め
、
業
界
の
健
全

な
発
展
に
向
け
、
就
労
環
境
の
改

善
、
生
産
性
向
上
、
担
い
手
確

保
な
ど
の
課
題
に
正
面
か
ら
向
き

合
い
、
働
き
方
改
革
に
資
す
る
取

組
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
県
土
づ
く
り
の
推
進
に
は
、
地

元
建
設
産
業
の
皆
様
の
協
力
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご

多
幸
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

「
新
し
い
茨
城
」づ
く
り
に
向
け
た

�

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

県土木部長

和賀　正光

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
茨
城
県
企
業
局
で
は
、
水
道

用
水
を
県
内
36
市
町
村
へ
、
工

業
用
水
を
約
２
５
０
事
業
所
へ

供
給
す
る
と
と
も
に
、
地
域
振

興
事
業
と
し
て
工
業
団
地
の
造

成
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
水
道
用
水
供
給

事
業
を
含
む
水
道

事
業
で
は
、
人
口

減
少
な
ど
に
よ
り

経
営
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、
将

来
に
わ
た
っ
て
水

を
安
定
供
給
す
る

た
め
、
水
道
事
業

の
広
域
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
よ
り

一
層
推
進
し
、
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
工
業
用
水
道
事
業
で
は
、
圏

央
道
の
４
車
線
化
な
ど
事
業
環

境
の
一
層
の
充
実
に
よ
り
企
業

立
地
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
迅
速
な
整
備
と

安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
水
道
施
設

に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
理
的
で

効
率
的
な
施
設
管
理
に
向
け
、

Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
導

入
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
地
域
振
興
事
業
で
は
、
旺
盛

な
企
業
立
地
需
要
に
応
え
る
べ

く
、
関
係
部
局
や
地
元
市
と
連

携
し
、
坂
東
市
や
ひ
た
ち
な
か

市
に
お
け
る
産
業
用
地
の
整
備

を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま

す
の
御
活
躍
と
御
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
年

の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
水
を
安
定
供
給

県企業局長

稲見　真二

２
０
２
６
年
（
令
和
８
年
）
年
頭
所
感

２
０
２
６
年
（
令
和
８
年
）
年
頭
所
感

県
内
企
業
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
生
活
と
経
済

を
守
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
経
済
力
を
高
め
る
施
策
を
推
し

進
め
る
と
と
も
に
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上

げ
の
促
進
を
通
じ
て
経
済
の
好
循
環
を
確
実
な

も
の
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
半
導
体
や
次
世
代
自
動
車
な
ど
の
成

長
産
業
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致
を
強
力
に
進

め
、
新
た
に
立
地
し
た
企
業
へ
の
地
元
雇
用
を

促
進
し
、
本
県
出
身
の
若
者
の
定
着
に
結
び
付

け
る
こ
と
も
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
県
議
会

が
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
様
々
な
改
革
の

歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
前
へ
と
進

め
、
県
民
に
身
近
な
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ

う
務
め
な
が
ら
、
地
域
の
声
を
県
政
に
反
映

し
、
県
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
清
々
し
い
新
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら　
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。　

一般社団法人

茨城県建設業協会
水戸市大町3丁目1番22号　TEL029－221－5126㈹

http://www.ibaken.or.jp
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
地
域
建
設
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
公
共
建
設
投
資

の
横
ば
い
が
続
き
、
資
機
材
価
格
の
高
騰
や
人
件
費
上

昇
の
影
響
等
も
あ
り
、
実
質
投
資
額
は
減
少
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
建
設
業
の
経
営
環
境
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
と
し
て
も

将
来
が
明
る
い
建
設
業
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
昨
年
も
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お

り
、
本
県
で
も
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
被
害
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
地
域
の
建
設
業
者
は
、
平
時
の
社
会
資
本
の

整
備
や
維
持
管
理
の
み
な
ら
ず
、
非
常
時
に
は
、
速
や

か
に
復
旧
作
業
に
対
応
す
る
「
地
域
の
守
り
手
」
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
建
設
業
の
役
割
が
、
増
大
す
る
中
、
技
能
労
働
者
の

高
齢
化
や
若
年
入
職
者
の
確
保
難
と
い
っ
た
問
題
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
で
は
、
次
代
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
を

最
大
の
課
題
と
と
ら
え
、
担
い
手
確
保
に
向
け
た
働
き

方
改
革
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
産
業
と
な
る
よ
う
、
３
Ｋ

「
給
与
、
休
暇
、
希
望
」
に
「
カ
ッ
コ
イ
イ
」
を
プ
ラ

ス
し
た
新
４
Ｋ
の
実
現
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
茨
城
県
が
進
め
て
い

る
「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
の
実

現
に
向
け
て
、
関
係
各
位
と
連
携
し
て
、
し
っ
か
り
と

支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「選ばれる」魅力ある建設業に
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
設
業
協
会

 

会
　
長
　
石
津
　
健
光

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
行
政
の
皆
様
、

各
種
団
体
の
皆
様
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
は
我
々
に

と
っ
て
大
き
な

転
機
と
な
り
ま

す
標
準
労
務
費

の
運
用
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ

れ
は
適
正
な
水

準
の
労
務
費
を

適
切
な
職
種
の

公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
・
施

工
条
件
・
作
業

内
容
に
照
ら
し

て
「
適
正
な
歩

掛
り
」
を
ベ
ー

ス
に
算
出
す
る

考
え
方
を
提
示
し
、
各
団
体
が
標

準
見
積
書
を
使
用
し
て
注
文
者
と

の
価
格
交
渉
で
活
用
し
、
設
計
労

務
単
価
並
み
の
技
能
者
賃
金
の
行

き
渡
り
を
担
保
す
る
労
務
費
の
確

保
に
つ
な
げ
る
施
策
で
す
。
今
ま

で
の
商
習
慣
が
大
き
く
変
化
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
設
計
労
務
単
価

は
十
三
年
連
続
で
上
昇
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
何
故
技
能
者
の

賃
金
が
上
が
ら
な
い
の
か
を
定
例

会
等
で
勉
強
し
、
情
報
を
共
有
し

て
い
く
事
が
重
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
各
々
の
会
社
が
本
来
の
競

争
原
理
で
あ
る
技
術
、
技
能
で
勝

負
で
き
る
プ
ロ
集
団
を
目
指
し
、

注
文
者
様
に
対
し
て
専
門
工
事
業

な
ら
で
は
の
知
識
、
経
験
を
生
か

し
た
提
案
や
、
安
全
で
安
心
な
構

造
物
を
作
り
、
技
能
者
に
対
し
て

賃
金
を
含
む
労
働
環
境
改
善
を
推

し
進
め
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
た

鉄
筋
工
事
業
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
参
る
所
存
で
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の

素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
願
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
よ

り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願

い
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
　

変化に対応できる業界になる
茨城県鉄筋業協同組合

理事長　大平　智彦

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
４
月
に
は
改
正
建
築
基

準
法
・
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
の
施
行
、
６
月
に
は
熱

中
症
対
策
を
義
務
化
し
た
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正

が
あ
り
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
と
し
て
は
、
建
設
資
材
等
の

値
上
が
り
、
作
業
員
不
足
や
働
き
方
改
革
等
に
よ
る
建

築
費
の
高
騰
に
よ
っ
て
、
入
札
不
調
、
設
計
の
見
直
し

や
計
画
の
再
検
討
な
ど
が
増
加
す
る
な
ど
建
築
業
界
の

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
地
震
、
台

風
な
ど
大
雨
に
よ
る
大
規
模
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
対

し
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
各
分
野
で
強
靱

化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
我
々

建
築
に
携
る
者
と
致
し
ま
し
て
は
、
建
築
物
の
耐
震

化
、
防
災
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

社
会
的
責
任
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
新
し
い
年
、
令
和
８
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
４
月
か
ら
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る
確
認
申
請
が
可
能

に
な
る
な
ど
Ａ
Ｉ
の
進
歩
を
含
め
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
が
必
要
と
な
り
、
省
エ
ネ

法
改
正
な
ど
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
様
々
な
取
組
み

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
社
会
の
変
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
よ
り
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

建築業界の環境変化に対応
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会

 

会
　
長
　
河
野
　
正
博

2026年（令和8年）建設関連団体トップの新春あいさつ2026年（令和8年）建設関連団体トップの新春あいさつ

地域貢献活動の一翼を担う

林
・
林
野
火
災
が
発
生
し
、
世
界
各
地
で
も
大
災
害
や

大
地
震
も
起
き
ま
し
た
。
地
震
国
で
あ
る
日
本
の
宿
命

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
会
で
は
応
急
危
険
度
判
定

士
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
日
頃
か
ら
判
定
士
養
成

講
習
や
模
擬
訓
練
等
に
積
極
的
に
協
力
し
全
国
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
も
済
ま
せ
て
お
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に

ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
応
援
に
行
く
体
制
を
整
え
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
応
急
危
険
度
判
定
士
や
木
造
住
宅
耐
震

診
断
士
の
養
成
講
習
、
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
等
に
協

力
し
、
市
町
村
か
ら
要
請
の
あ
る
木
造
住
宅
耐
震
診
断

士
や
空
家
対
策
無
料
相
談
会
へ
の
相
談
員
の
派
遣
に
つ

い
て
も
各
支
部
の
会
員
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
応
え
て

参
り
ま
す
。
各
支
部
や
行
政
・
関
係
団
体
と
密
に
連
絡

を
取
り
合
っ
て
協
力
し
一
般
社
団
法
人
と
し
て
地
域
貢

献
活
動
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
茨
城
県
建
築
士
会
は
昭
和
26
年
に
誕
生
し
今
年
は
76

年
目
を
迎
え
る
団
体
で
す
。
今
日
ま
で
の
活
動
を
支
え

て
く
れ
た
の
は
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
継
続
さ
れ
て

き
た
各
支
部
会
員
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
猛
暑
や
風
水
害
等
の
自
然
災
害
は

激
甚
化
の
一
途
で
す
。
加
え
て
道
路
陥
没
事
故
や
山

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
築
士
会

 

会
　
長
　
柴
　
　
和
伸

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健

や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年

中
は
当
組
合
の
事
業
運
営

に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
転
換
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
、

さ
ら
に
は
デ
ジ

タ
ル
化
の
加
速

な
ど
私
た
ち
の

業
界
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
た
年

で
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

組
合
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
新
技
術
講
習

会
や
法
令
改
正
に
伴
う
研
修
会
を

開
催
し
、
組
合
員
の
技
術
力
と
知

識
を
磨
き
、
安
全
で
確
実
な
施
工

を
す
る
こ
と
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
普
通
科
高
校
へ
の
電
気

工
事
の
出
前
授
業
の
実
施
や
地
域

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
、
学
校
や

地
域
社
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、

若
者
に
対
し
電
気
工
事
業
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
取
組
も
進
め
て

お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
災
害
時
の
復
旧
支
援

や
地
域
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
積
極
的

に
関
わ
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
安

心
・
安
全
な
電
気
保
安
の
確
保
と

信
頼
さ
れ
る
工
事
店
を
目
指
し
、

引
き
続
き
努
力
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ

り
ご
祈
念
致
し
ま
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

さらなる業界発展に向けて
茨城県電気工事業工業組合

理事長　石川　重信

会　長 　和田本　　　聡
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常務理事　福　村　義　和

理　事　長　　石 川　重 信
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（4）2026年（令和8年）1月6日　火曜日新春特集

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

方
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
清
々
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は

当
事
業
協
同
組
合
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
、
格
別
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

  

さ
て
近
年
は
、
気
候
変
動
等
の
影
響
を
大
き
く
受
け

て
全
国
的
に
集
中
豪
雨
等
が
頻
発
し
、
大
規
模
な
山
腹

崩
壊
が
発
生
し
大
量
の
土
石
流
等
に
よ
り
尊
い
生
命
や

貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
毎
年
の

様
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
豪
雨
に
よ
り
発
生
す
る
山
地
災
害
か
ら
将

来
に
わ
た
り
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
緑

豊
か
な
国
土
の
強
靱
化
の
実
現
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
被
災
地
の
早
期
復
旧
は
も
と
よ
り

二
次
災
害
の
防
止
、
更
に
は
山
地
防
災
力
を
高
め
る
た

め
の
森
林
の
整
備
や
治
山
対
策
を
、
総
合
的
で
中
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
て
強
力
か
つ
継
続
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

ま
た
、
本
県
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工
林
は
成
熟

し
て
き
て
お
り
、
循
環
利
用
を
通
し
た
林
業
の
成
長
産

業
化
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た
グ
リ
ー

ン
成
長
の
実
現
に
向
け
、
更
に
は
日
本
人
の
国
民
病
と

も
言
わ
れ
て
い
る
花
粉
症
対
策
を
進
め
る
た
め
少
花
粉

ス
ギ
等
の
植
栽
、
主
伐
の
増
加
に
対
応
し
た
林
道
等
の

路
網
の
整
備
も
併
せ
て
行
う
こ
と
も
必
要
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
課
題
に
直
面
す
る
私
た
ち
組
合
員
は
、
山

間
部
と
い
う
厳
し
い
作
業
条
件
下
で
も
将
来
に
渡
っ
て

地
域
住
民
の
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
を
維
持
・
確
保

す
る
担
い
手
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
雇
用
受
け
皿
と
し

て
の
役
割
を
安
定
的
に
担
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
私
ど

も
組
合
員
は
、
そ
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
自
覚
し
、
多
様
化
す
る
災
害
に
も
対
応
で
き

る
優
れ
た
技
術
者
の
育
成
確
保
に
に
向
け
て
お
互
い
に

努
力
す
る
決
意
を
新
年
を
迎
え
て
新
た
に
す
る
も
の
で

す
。

  

皆
様
方
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

緑豊かな国土強靱化への取組
茨
城
県
林
業
土
木
事
業
協
同
組
合

理
事
長
　
石
津
　
健
光

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

素
よ
り
当
協
会
の
事
業
運

営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
資

材
価
格
の
上
昇

や
納
期
の
不
安

定
化
に
加
え
、

働
き
方
改
革
関

連
法
の
完
全
適

用
に
よ
り
、
生

産
性
向
上
と
人

員
体
制
の
見
直

し
が
避
け
ら
れ

な
い
課
題
と
し

て
顕
在
化
し
た

一
年
で
し
た
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

長
寿
命
化
需
要
が
高
ま
る
中
、
電

設
業
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
一
段

と
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
で
は
、
茨
城
県
高
等
学

校
電
気
工
事
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
協

力
や
建
設
フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
画
な

ど
、
次
世
代
育
成
と
業
界
理
解
の

促
進
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
本
年
は
さ
ら
に
、

基
幹
技
能
士
講
習
会
の
推
進
、
工

業
高
校
と
の
情
報
交
換
の
強
化
に

よ
り
、
技
能
の
高
度
化
と
技
術
者

育
成
の
仕
組
み
を
よ
り
確
固
た
る

も
の
へ
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
管
理
や
適
正
工
期

の
確
保
、
最
新
規
格
へ
の
対
応

支
援
な
ど
、
協
会
と
し
て
果
た
す

べ
き
役
割
に
も
引
き
続
き
力
を
注

ぎ
、
県
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ

る
電
設
業
界
の
実
現
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

電設業の価値向上と基盤強化
一般社団法人茨城県電設業協会

 会　長　和田本　聡

2026年（令和8年）建設関連団体トップの新春あいさつ2026年（令和8年）建設関連団体トップの新春あいさつ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り

当
組
合
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
、
格
別
な
る
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
物
価
高
に
よ
る

建
設
資
材
の
高
騰
や
人
件
費
の
賃
上
げ
、
熱
中
症
対
策

の
強
化
、
第
３
次
担
い
手
３
法
に
よ
る
取
り
組
み
な
ど

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
が
著
し
く
変
化
し
、
よ
り
戦
略

的
な
経
営
と
業
界
の
魅
力
の
発
信
な
ど
の
取
り
組
み
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
当
組
合
で
は
道
路
標
識
清
掃
・
点

検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
建
設
フ
ェ
ス
タ
へ
の
出
展

参
加
等
に
よ
り
業
界
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
昨
年
は
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て
反
射
効
果
を
発
揮

す
る
路
面
標
示
材
を
試
験
施
工
し
、
安
全
安
心
な
道
路

環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
た
ほ
か
、
組
合
員
の
技
術
力
向

上
を
目
指
し
て
国
家
資
格
で
あ
る
路
面
標
示
施
工
技
能

士
の
検
定
試
験
へ
の
協
力
や
、
登
録
標
識
・
路
面
標
示

機
関
技
能
士
、
道
路
標
識
設
置
・
診
断
士
等
の
資
格
取

得
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
業
界
の
魅
力
の
発
信
と
組
合
員
の
更
な
る

技
術
力
等
の
向
上
を
目
指
し
、
発
注
者
の
皆
様
に
安

全
・
安
心
な
工
事
と
、
よ
り
良
い
品
質
を
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
引
き
続
き
、
地
域
社
会
の
交
通
安
全
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

業界のさらなる発展へ
茨
城
県
交
通
安
全
施
設
業
協
同
組
合

 

理
事
長
　
小
又
　
　
純

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
繁
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
茨
城
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
に
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
茨
城
県
で
は
水
道
の
広

域
化
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
各
水
道

事
業
体
に
と
っ
て
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
、
耐

用
年
数
が
近
づ
い
た
水
道
本
管
更
新
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
茨
城
県
で
は
、
水
道
の
広
域
化
に
よ

り
、
水
道
施
設
の
統
廃
合
や
効
率
的
な
運
営
に
よ
る
事

業
費
の
削
減
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
当
連
合
会
で

は
、
今
後
も
水
道
の
広
域
化
に
対
し
て
協
力
を
し
つ

つ
、
今
ま
で
通
り
地
元
業
者
が
活
躍
で
き
る
よ
う
要
望

等
も
し
て
参
り
ま
す
。
水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い
て

は
、
発
が
ん
性
が
指
摘
さ
れ
た
有
機
化
合
物
（
ピ
ー

フ
ァ
ス
）
が
、
茨
城
県
に
お
い
て
も
規
定
値
以
下
で
す

が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
環
境
省
に
は
、
安
心
な
水
道
水

の
提
供
に
向
け
、
環
境
汚
染
の
根
絶
を
お
願
い
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
茨
城
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
は
、
自
然
災
害
や
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

漏
水
事
故
な
ど
に
対
し
て
、
県
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
る
水
道
を
、
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
守
り
、
い
ち
早

く
復
旧
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。
今
後
と

も
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
年
頭
に
当
た
り
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

水道を届ける使命を持って
茨
城
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

 

会
　
長
　
石
田
　
賢
司

　
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
豊
か
な
森
林
は
、
清
ら
か

な
水
や
空
気
を
供
給
す
る
ほ
か
、
山

地
災
害
の
防
止
、
水
資
源
の
涵
養
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
地
球
温
暖

化
を
防
止
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
安

全
・
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
富
な
農
畜
水
産
物
な
ど

多
く
の
恵
み
を
私
た
ち
に
与
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　
先
人
た
ち
が
長
い
時
間

を
か
け
て
大
切
に
育
て
て

く
れ
た
森
林
資
源
は
、
伐

採
し
て
木
材
と
し
て
収
穫

す
る
時
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
再
生
可
能
な
資
源
と

し
て
循
環
利
用
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

国
民
の
ス
ギ

花
粉
症
を
解
消

し
て
い
く
た
め

に
も
、
ス
ギ
人

工
林
の
伐
採
と

植
替
え
を
加
速

化
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ

は
、
脱
炭
素
社

会
と
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
大
き

く
貢
献
す
る
も

の
で
す
。

　
近
年
、
世
界
規
模
で
の
気
候
変

動
に
よ
り
線
状
降
水
帯
の
発
生
に

よ
る
自
然
災
害
が
頻
発
化
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
異
常
な
乾
燥
に
よ

る
大
規
模
な
山
林
火
災
も
発
生
す

る
な
ど
、
リ
ス
ク
へ
の
対
応
は

待
っ
た
な
し
の
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
災
害
に
強
い
豊
か
な
森
林

づ
く
り
（
緑
の
国
土
強
靱
化
）
を

一
層
強
力
に
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
森
林
を
適
正
に
管
理

し
て
、
良
質
な
茨
城
県
産
木
材
を

安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
こ
と
で

林
業
・
木
材
産
業
が
持
続
的
に
発

展
し
、
自
立
し
た
林
業
経
営
と
稼

げ
る
林
業
を
実
現
す
る
こ
と
は
山

村
地
域
の
振
興
と
活
性
化
に
つ
な

が
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
産
木
材
を
公
共
施

設
や
商
業
施
設
な
ど
都
会
の
身
近

な
空
間
で
積
極
的
に
利
用
し
、
木

造
構
造
物
の
建
築
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
拡
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
す
。

　
県
民
の
皆
様
の
森
づ
く
り
活
動

へ
の
共
感
と
協
働
で
森
林
を
守

り
育
て
て
い
く
意
識
、
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
に
対
す
る
理
解
が

高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
ウ
マ
年
で
す
。
森
林
・

林
業
関
係
団
体
と
し
て
「
み
ど
り

の
新
時
代
」
に
向
け
て
力
強
く
躍

進
す
る
活
気
あ
ふ
れ
る
飛
躍
の
年

と
な
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
発
展

を
心
よ
り
祈
念
し
ま
し
て
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

災害に強い豊かな森林づくり
公益社団法人茨城県森林・林業協会

 理事長　石井　邦一

茨城県鉄筋業協同組合
理 事 長 　大　平　智　彦

副理事長　堀　江　浩　二
理　　事　加　藤　正　一
理　　事　大　平　丈　志
監　　事　木　村　勝　人

理　　事　呼　子　洋　伸
理　　事　三　代　匡　志
監　　事　藤　野　和　仁
理事相談役　海老澤　浩　幸

他　組合員一同

〒310‒0852　水戸市笠原町１２０７－５
TEL 029‒244‒7155　FAX 029‒244‒7156

〒306－0234　茨城県古河市上辺見 1－2664 ㈲神原防水工業 内
TEL 0280－31－3333　FAX 0280－31－3335

茨城県防水工事業連合会
会　長　神 原 陽 一

副会長　植田佳男　益子公一郎　山﨑晋一郎

一般社団法人

茨城県解体工事業協会

外　協会員一同

〒310‒0845　茨城県水戸市吉沢町 569-81
TEL 029（240）1917　FAX 029（240）1918

髙　野　竜　也
古　矢　　　満
足　立　誠　一

会　長
副会長
副会長

菊 池  宏 行理 事 長

㈲ 川 西 砕 石
笠 間 砕 石 ㈱
新 宿 産 業 ㈱
塚 田 陶 管 ㈱

関 東 商 工 ㈱
岡 本 興 業 ㈱
大 泉 砕 石 ㈱

日鉱第一砕石㈱
㈱ オ ー リ ス
五月女鉱業㈱

丸 山 物 産 ㈱
総武石材鉱業㈱
東京石灰工業㈱

会長　古川　正美　　役員・会員一同

https://ibaraki-gyosei.or.jp

外 会員32社一同

会　長　橋　本　義　隆
副会長　武　藤　秀　樹
副会長　吉　原　清　寿
副会長　吉　川　善　啓

info@i-tekko.jphttps://i-tekko.jp
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
当
組
合
に
対

し
ま
し
て
は
、
格
別
な
る

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
気
候
変
動
問
題

が
地
球
規
模
で
深
刻
化
す

る
中
、
地
球
温
暖
化
対

策
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
へ

の
関
心
の
高
ま

り
と
と
も
に
、

塗
料
業
界
で
も

環
境
負
荷
軽
減

へ
の
取
り
組
み

が
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
特

に
、
揮
発
性
有

機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
に
よ
る
大

気
汚
染
や
人
体
へ
の
悪
影
響
が
問

題
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
削
減
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
我
々
塗
装
業

界
に
お
き
ま
し
て
も
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
を
図
る
べ
く
従
来
の
塗
装
全

般
は
元
よ
り
、
老
朽
化
対
策
が
急

が
れ
る
鋼
道
路
橋
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
の
剥
落
防
止
、
そ
し
て
ス

ト
ッ
ク
さ
れ
た
建
築
物
な
ど
の
長

寿
命
化
工
事
に
加
え
、
環
境
保
全

に
対
応
し
た
塗
料
の
知
識
は
勿
論

の
事
、
低
汚
染
型
・
抗
ウ
イ
ル
ス

等
情
勢
に
合
わ
せ
て
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
、
日
々
研
究
・
研

修
を
重
ね
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
昨
今
塗
装
業
界
も
、
人
手
不

足
・
後
継
者
不
足
と
い
う
声
も
聞

こ
え
て
参
り
ま
す
。
社
会
貢
献
に

お
い
て
い
か
に
大
事
で
あ
る
か
、

魅
力
あ
る
業
界
で
あ
る
か
を
発
信

し
つ
つ
人
材
確
保
へ
向
け
て
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
様

と
共
に
飛
躍
す
べ
く
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方

の
益
々
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

塗装業界の未来を築くために
茨城県塗装工業組合

理事長　増田　勝人

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
我
が
国
の
総
人
口
は
長
期
の
減
少

過
程
に
は
い
っ
て
お
り
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
に
お
い

て
も
働
き
方
改

革
の
推
進
、
そ

し
て
担
い
手
の

確
保
と
育
成
が

喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま

す
。
当
協
会
に

お
い
て
は
、
将

来
に
希
望
が
持

て
る
魅
力
あ
る

業
界
と
し
て
存

続
し
て
い
く
た

め
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
の
普
及

啓
発
や
研
修
な

ど
公
益
事
業
を

長
年
実
施
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
近
年
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異

常
気
象
に
よ
り
局
地
的
な
洪
水
な

ど
の
自
然
災
害
が
頻
繁
化
、
激
甚

化
し
て
お
り
、
そ
の
リ
ス
ク
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
私
た
ち
業
界
は
、
地
域
住
民
の

安
心
と
安
全
を
担
う
一
員
と
し

て
、
作
業
工
程
の
上
流
に
位
置
し

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
当
協
会

は
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
の
出
先
事
務
所
及
び
茨
城
県
と

の
災
害
時
応
援
協
力
協
定
に
基
づ

い
て
、
災
害
時
に
あ
っ
て
は
、
速

や
か
に
道
路
や
河
川
の
被
害
箇

所
を
調
査
報
告
し
、
復
旧
に
向
け

て
い
ち
早
く
取
り
組
み
、
初
動
調

査
・
測
量
調
査
・
災
害
査
定
設
計

な
ど
迅
速
な
対
応
に
よ
り
地
域
の

方
々
の
日
常
生
活
が
一
日
も
早
く

取
り
戻
せ
る
よ
う
全
力
を
注
い
で

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
県
土
発
展
の
基
盤

と
な
る
社
会
資
本
整
備
や
維
持
管

理
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
全

力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々

の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

未来を創る　はじまりの仕事
公益社団法人茨城県測量・建設コンサルタント協会

 会　長　伊藤　吉正

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
素
よ
り
茨
城
県
防
水
工
事
業
連
合
会
の
活
動
に
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
建
設
業
界
は
、
労
働
力
の
減
少
や
技
能
者
の
高
齢
化

に
よ
る
深
刻
な
人
手
不
足
、
材
料
費
高
騰
、
働
き
方
改

革
の
見
直
し
議
論
な
ど
、
現
場
運
営
に
大
き
な
課
題
を

抱
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
防
水
工
事
は
建
築
物
の
長
寿
命
化
や

災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
に
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
技
術
者
の
責
務
は
ま
す
ま
す
重
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
当
連
合
会
で
は
、
技
能
検
定
委
託
団
体
と
し
て
、
技

能
士
育
成
に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。
実
技
ト
ラ
イ
ア

ル
講
習
会
の
実
施
や
最
新
材
料
・
工
法
に
関
す
る
研
修

を
通
じ
、
若
手
技
能
者
の
技
術
向
上
と
継
承
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
適
正
な
工
期
・
価
格
に
よ
る
品
質

確
保
や
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
、
地

域
に
信
頼
さ
れ
る
防
水
技
術
者
の
育
成
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
防
水
工
事
は
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
化
が
難
し
い
高
度
な
技

能
を
要
す
る
仕
事
で
す
。
業
界
の
未
来
を
担
う
若
い
力

を
一
人
で
も
多
く
育
て
守
る
こ
と
こ
そ
、
地
域
社
会
へ

の
貢
献
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
、
技
術
と
信
頼
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

業界を担う若い力を育てる
茨
城
県
防
水
工
事
業
連
合
会

 

会
　
長
　
神
原
　
陽
一
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
組
合
事
業
並
び
に
鉄
骨
業
界
に
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
建
設
需
要
の
変
動
、
資

材
価
格
の
高
騰
、
働
き
方
改
革
に
伴
う
人
手
不
足
の
深

刻
化
、
さ
ら
に
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
転
換

と
い
っ
た
、
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
節
目
を

迎
え
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
鉄
骨
製
作
・
施
工
の
現

場
で
は
、
工
程
管
理
・
品
質
確
保
・
安
全
対
策
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
対
応
力
と
柔
軟

性
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
斯
様
な
中
、
長
年
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
、
製
造
工
程
の
停
滞
を
ま
ね
き
最
終
的
に

工
期
に
合
わ
せ
る
た
め
に
無
駄
な
残
業
を
発
生
さ
せ
る

「
工
作
図
の
承
認
決
裁
の
遅
延
」
に
つ
い
て
、
上
部
団

体
の
一
般
社
団
法
人
全
国
鐵
構
工
業
協
会
と
と
も
に
、

そ
の
解
消
に
向
け
て
の
関
連
業
界
の
皆
様
へ
の
要
望
を

行
い
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
ね
が
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
政
治
へ
目
を
転
じ
れ
ば
、
総
裁
選
を
勝
ち
抜

き
、
そ
の
就
任
あ
い
さ
つ
で
「
働
い
て
、
働
い
て
…
働

い
て
参
り
ま
す
」「
党
員
一
同
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
い

て
い
た
だ
く
」
と
鬼
気
迫
る
気
勢
に
、
触
発
・
覚
醒
し

た
人
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
働
き
方
改
革
に

逆
行
す
る
な
ど
と
の
批
判
も
あ
り
ま
し
た
が
、
史
上
初

の
女
性
総
理
大
臣
が
う
ま
れ
、「
強
い
日
本
経
済
と
国

民
の
安
心
を
最
優
先
課
題
と
位
置
づ
け
、
責
任
あ
る
積

極
財
政
を
基
本
方
針
に
据
え
、
生
活
コ
ス
ト
の
上
昇
、

国
際
情
勢
の
不
安
定
化
な
ど
、
国
民
生
活
を
取
り
巻
く

課
題
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
国

家
・
国
民
の
た
め
に
変
化
を
恐
れ
ず
、
果
敢
に
働
く
」

と
い
う
決
意
表
明
に
、
勤
勉
は
日
本
人
の
民
度
の
高
さ

で
あ
り
誇
り
で
あ
る
と
、
私
た
ち
の
心
の
片
隅
に
残
っ

て
い
た
矜
持
を
呼
び
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
国
の
Ｅ

Ｅ
Ｚ
面
積
は
世
界
第
６
位
で
手
付
か
ず
の
資
源
が
眠
っ

た
ま
ま
で
あ
り
、
技
術
開
発
に
よ
り
近
い
将
来
資
源
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
前
で
確
保
で
き
る
希
望
が
あ
り
ま

す
。
新
政
権
の
か
か
げ
る
「
日
本
再
起
」
に
大
い
に
期

待
し
ま
す
。

　
本
年
も
、
業
界
と
し
て
の
競
争
力
を
高
め
る
べ
く
情

報
共
有
の
強
化
に
努
め
、
省
力
化
設
備
や
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
に
よ
り
、
生
産
性
向
上
と
働
き
方
改
革
の
推

進
に
努
め
、
あ
わ
せ
て
、
若
手
技
術
者
の
育
成
に
向
け

た
講
習
会
等
の
機
会
提
供
を
積
極
的
に
行
い
担
い
手
育

成
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
適
正
価
格
の
確
保
に

向
け
、
発
注
者
・
元
請
と
の
連
携
を
深
め
、
適
正
な
工

期
・
工
費
の
理
解
促
進
に
も
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
鉄
骨
は
、
建
築
物
の
安
全
と
信
頼
を
支
え
る
重
要

な
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
責
任
は
極
め
て
大
き
い
も
の

で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
使
命
を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻

み
、
鉄
骨
製
作
か
ら
建
方
に
至
る
ま
で
、
一
つ
ひ
と
つ

の
工
程
に
誠
実
に
向
き
合
い
、
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て

「
安
全
・
品
質
・
信
頼
」
の
鉄
骨
づ
く
り
を
未
来
へ
つ

な
げ
て
い
く
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
、
建
設
産
業
を
支
え
る
存
在
と
し
て
、
業

務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り

多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

安全・品質・信頼の鉄骨づくり
茨
城
県
鐵
構
工
業
協
同
組
合
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
平
素
は

一
般
社
団
法
人

茨
城
県
空
調
衛

生
工
事
業
協
会

の
事
業
に
、
深

い
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年

を
振
り
返
り
ま

す
と
、
時
間
外

労
働
時
間
の
上

限
規
制
が
、
建

設
業
界
に
も
適

用
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
労
働
環
境
は
週
休
２
日

制
の
定
着
な
ど
の
改
善
が
大
き
く

進
み
ま
し
た
が
、
反
面
、
労
働
力

不
足
が
顕
著
に
な
り
、
特
に
中
小

企
業
に
お
い
て
は
、
仕
事
の
受
注

に
影
響
が
出
る
な
ど
、
経
営
に
直

結
す
る
新
た
な
問
題
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
解

決
に
向
け
て
は
、
業
界
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
や
適
正
な
労
務
管
理
ほ

か
、
業
務
効
率
化
の
取
組
と
し

て
、
建
設
Ｄ
Ｘ
な
ど
を
よ
り
進
め

る
必
要
が
有
り
ま
す
。

　
当
協
会
で
は
、
将
来
を
担
う
若

者
に
選
択
さ
れ
る
、
魅
力
あ
る
業

界
に
変
貌
す
る
た
め
、
様
々
な
取

組
み
も
積
極
的
に
進
め
て
参
る
所

存
で
す
。
そ
の
た
め
、
関
係
機
関

や
関
連
団
体
と
の
更
な
る
協
力
を

図
り
、
業
界
全
体
の
発
展
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
当
協
会
に
対
し
て
、

引
き
続
き
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

変わる決意をもって
一般社団法人茨城県空調衛生工事業協会

 会　長　植田　俊二

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
平
素
よ
り
茨
城
県
砕

石
事
業
協
同
組
合
の
事
業

に
格
別
な
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
八
丈

島
の
台
風
被
害

を
始
め
と
し
て

多
く
の
災
害
等

が
あ
り
ま
し
た

が
、
災
害
時
に

不
可
欠
な
砕
石

は
、
公
共
事
業

で
は
リ
サ
イ
ク

ル
原
則
化
ル
ー

ル
に
よ
る
再
生

材
使
用
の
定
着

化
、
資
機
材
・
燃
料
高
騰
に
よ
る

生
産
コ
ス
ト
上
昇
等
、
依
然
と
し

て
事
業
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
軽
油
取

引
税
暫
定
税
率
廃
止
伴
う
燃
料
費

の
動
向
、
代
替
財
源
に
よ
る
道
路

整
備
等
公
共
事
業
へ
の
予
算
配
分

の
影
響
も
注
視
し
つ
つ
、
我
が
国

の
社
会
資
本
整
備
等
を
支
え
て
き

た
砕
石
業
界
は
、
さ
ら
な
る
技
術

力
の
向
上
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト
削

減
に
よ
る
経
営
体
質
の
強
化
を
図

り
、
砕
石
の
安
定
供
給
を
通
じ
て

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
等
に

貢
献
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
将
来
に
わ
た
る
経
営
の
維

持
、
収
益
の
回
復
に
資
す
る
「
働

き
方
改
革
」、「
若
手
人
材
確
保
」

等
を
意
識
し
た
経
営
方
針
の
確
立

等
を
業
界
全
体
で
引
き
続
き
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
今
後
と
も
当
組
合
の
事
業
活
動

に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
方
の
特
段

の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
と

と
も
に
、
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

持続的な砕石の安定供給ヘ
茨城県砕石事業協同組合

 理事長　菊池　宏行

造園業の果たすべき使命

化
、
技
術
・
技
能
の
蓄
積
・
継
承
の
困
難
化
、
異
常
な

猛
暑
に
よ
る
夏
季
の
野
外
作
業
へ
の
対
応
等
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
中
、
近
年
の
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
進
化
が

労
働
環
境
に
劇
的
な
変
化
を
与
え
、
業
種
に
よ
り
人
員

の
余
剰
が
生
じ
、
就
労
環
境
の
整
備
や
人
件
費
を
含
め

た
手
厚
い
待
遇
に
よ
っ
て
造
園
建
設
業
が
受
け
皿
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
当
協
会
と
し
て
は
、
研
修
や
講
習
等
に

よ
る
造
園
の
技
術
・
技
能
力
の
向
上
と
継
承
や
造
園
建

設
業
の
魅
力
の
発
信
等
、
業
界
発
展
の
た
め
会
員
一
同

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
愛
願
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
７
年
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
国
際
園

芸
博
覧
会
に
つ
い
て
、
協
会
及
び
組
合
が
総
力
を
あ
げ

て
、
管
理
運
営
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
光
り
輝
き
大

き
く
飛
躍
で
き
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し

ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
造
園
建
設
業
は
、
美
し
い
都
市
の
風
景
づ
く

り
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
公
園
や
街
路
樹
な

ど
の
緑
地
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
適
切

に
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
社
会
的
使
命
と
心
得
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
深
刻
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
等
に

よ
る
若
年
入
職
者
の
減
少
、
技
術
者
・
技
能
者
の
高
齢

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
造
園
建
設
業
協
会

 
会
　
長
　
水
庭
　
　
博

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
茨
城

県
板
金
工
業
組
合
を
代
表
し
て
、
皆
さ
ま
に
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
多
く
の
課
題
に
直
面
す
る
中
、

組
合
員
が
一
丸
と
な
り
地
域
社
会
や
業
界
の
発
展
に
尽

力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
板
金
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い
ま

す
が
、
技
術
革
新
と
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
貢
献
が
ま

す
ま
す
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
本
組
合
と

し
て
は
、
技
術
力
の
向
上
や
若
手
人
材
の
育
成
、
も
の

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
如
何
に
伝
え
る
か
に
力
を
注
ぎ
、

業
界
の
未
来
を
切
り
拓
く
基
盤
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
、
社
会
に

信
頼
さ
れ
る
業
界
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
「
誠
実
」
と
「
挑
戦
」
の
精
神
を
胸
に
、
組
合
員
全

員
が
一
丸
と
な
り
、
共
に
成
長
で
き
る
一
年
に
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地域と共に次代へ躍進
茨
城
県
板
金
工
業
組
合

 

理
事
長
　
野
溝
　
年
成

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
よ
り
当
協
会
に
対
し
ま
し
て
格
別
な
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
近
年
、
国
内
で
は
老
朽
建
築
物
の
増
加
と
都
市
再
整

備
需
要
の
高
ま
り
に
よ
り
、
解
体
工
事
の
社
会
的
役
割

は
一
段
と
重
要
性
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
法
や
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
法
令
へ
の
対
応
強

化
な
ど
、
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、

よ
り
高
度
な
専
門
性
と
責
任
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
出
来
る
こ
と
を
一

つ
一
つ
積
み
重
ね
「
解
体
工
事
業
」
が
建
設
業
界
の
中

で
確
固
た
る
地
位
と
信
用
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
た
め
に

様
々
な
活
動
や
努
力
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
協
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

よ
り
一
層
の
努
力
と
研
鑽
を
積
み
重
ね
、
解
体
工
事
業

と
し
て
の
知
識
や
技
術
を
持
た
な
い
業
者
と
は
一
線
を

画
し
、
環
境
保
全
を
含
め
た
最
先
端
か
つ
最
適
な
解
体

施
工
技
術
を
提
供
し
、
真
の
意
味
で
の
「
解
体
工
事

業
」
の
確
立
、
そ
し
て
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、
未
来

の
子
供
た
ち
に
誇
れ
る
業
界
に
な
る
た
め
に
活
動
し
て

参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
企
業
は
、
重
機
・
ダ
ン
プ
・
回
送
車
な

ど
を
多
数
保
有
し
て
お
り
、
迅
速
に
、
的
確
に
災
害
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
た
団
体
だ
と
自
負
し
て
お

り
、
災
害
発
生
時
は
最
大
限
の
復
旧
・
復
興
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
致
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

解体工事業の発展を目指して
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
解
体
工
事
業
協
会

会
　
長
　
髙
野
　
竜
也

大　藤　博　文支 部 長

益　子　　　勇
吉　原　則　夫

副支部長
同

浅　川　清　司
瀧　　　文　雄
千　葉　和　男

井　坂　陽　介
宇　野　光　雄

梅　原　基　弘支 部 長

副支部長
同

田　口　誠　壽
根　本　勝　義
木　村　　　晃
大　貫　茂　男
西　山　　　孝

田　口　恵一郎支 部 長
副支部長
同
同
同
同

竜ケ崎支部
細　谷　武　史支 部 長

松　浦　一　久
熱　田　勝　義
佐々木　孝　夫

副支部長
同
同

松　﨑　里　志支 部 長

小　山　竜　男
阪　口　樹　利

副支部長
同

羽　生　義　隆支 部 長

伊　東　久　夫
高　橋　修　一
藤　枝　洋　二

副支部長
同
同

鈴　木　一　良
中　野　　　章
迫　　　祥三郎

秋　山　光　伯

新　井　　　孝支 部 長

小　澤　　　勲
野　口　惠　夫
髙　橋　　　正
菊　地　和　幸

副支部長
同
同
同

支 部 長 中川原　　　勇

山　本　宗　一
染　谷　正　美
大　坂　　　勇

副支部長
同
同

大　内　康　意
仲　川　　　孝

支 部 長

副支部長
同

白　田　唯　雄 小　林　伸　行
斉　藤　　　実
吉　田　雅　幸
松　永　英　信
海老原　雅　夫
山　口　謙太郎

支 部 長
副支部長
　 同
　 同
　 同
　 同
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
新
春
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
方
に
は
す
が
す
が
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。　
　

　
平
素
は
、
当
協
会
の
運
営
に
格
別

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
社
会

情
勢
は
国
内
外
で
引
き
続
き
大
き
な

動
き
を
見
せ
ま
し
た
。

　
世
界
で
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

挙
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
帰
り
咲

き
と
い
う
非
常
に
大
き
な
動
き
が
あ

り
、
国
際
政
治
の
様
相
に
継
続
的
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
国
内
で

も
、
秋
に
行
わ
れ
た
衆
議

院
議
員
選
挙
で
与
党
自
民

党
が
少
数
与
党
へ
転
落
、

そ
し
て
高
市
新
内
閣
の
発

足
と
い
っ
た
指

導
体
制
の
変
化

が
見
ら
れ
、
本

年
に
ま
で
そ
の

影
響
の
残
る
年

で
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な

不
安
定
な
社
会

情
勢
下
に
お
い

て
も
、
建
設
・

設
計
業
界
は
大

き
な
変
革
を

継
続
し
て
い
ま

す
。
設
計
業
界

で
は
、
昨
年
改
訂
さ
れ
た
「
設
計

業
務
報
酬
基
準
」
が
新
し
い
基
準

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
建
設
業
に

お
け
る
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

に
よ
る
４
週
８
休
の
完
全
実
施
が

本
格
化
し
、
業
界
の
対
応
と
混
乱

が
続
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０

５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
向
け
、
全
て
の
新
築
住

宅
・
非
住
宅
に
省
エ
ネ
基
準
適
合

義
務
が
既
に
開
始
さ
れ
て
お
り
、

建
築
確
認
申
請
段
階
で
の
具
体
的

な
準
備
が
必
須
と
な
り
、
設
備
設

計
事
務
所
の
役
割
は
一
層
重
要
性

を
増
し
て
い
ま
す
。

　
当
協
会
の
上
部
団
体
で
あ
る
日

設
事
連
で
は
、
設
備
設
計
の
業
務

品
質
の
確
保
と
社
会
的
地
位
の
向

上
を
図
る
た
め
、
設
備
設
計
事
務

所
登
録
制
度
の
確
立
を
目
指
し
た

検
討
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
構
成
単
位
会
と

し
て
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
登
録

し
管
理
す
る
こ
と
の
社
会
的
意
義

を
明
確
に
し
、
参
加
事
務
所
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
な
ど
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
設
備
設
計
事
務
所
の
絶

対
数
不
足
は
数
年
続
く
見
込
み
で

あ
り
、
こ
の
課
題
解
決
の
た
め
に

は
、
現
在
の
業
務
を
誠
実
に
履
行

し
社
会
的
認
知
を
確
立
し
、
業
界

と
し
て
健
全
な
状
態
を
構
築
し
、

魅
力
あ
る
業
界
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
本
年
も
、
会
員
皆
様
や
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
行
い
、
設
備

設
計
職
能
団
体
と
し
て
、
建
築
行

政
の
健
全
な
発
展
と
公
共
の
福
祉

に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

社会的認知を高めるために
一般社団法人茨城県設備設計事務所協会

会　長　菊地　　繁

次代を見据えた警備業務推進

　
し
か
し
な
が
ら
、
内
外
情
勢
を
見
ま
す
と
、
新
政
権

の
も
と
の
複
雑
且
つ
不
安
定
な
政
治
構
造
、
食
品
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
物
価
の
高
騰
、
大
国
首
長
に
よ
る
関

税
政
策
に
左
右
さ
れ
る
各
種
産
業
、
幾
度
の
和
平
交
渉

に
も
関
わ
ら
ず
終
結
し
な
い
戦
争
や
紛
争
、
世
界
を

２
分
化
す
る
相
容
れ
な
い
国
家
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対

立
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
世
界
的
規
模
の
異
常
気
象
の

続
発
等
の
諸
情
勢
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
こ
の
影
響
を

受
け
今
後
の
警
備
業
界
も
必
ず
し
も
安
定
成
長
と
は
言

え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
以
上
を
鑑
み
れ
ば
、
今
後
の
諸
情
勢
は
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
我
々
警
備
業
界
も
現
状
に

甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
次
代
を
見
据
え
た
業
務
推
進
に

取
り
組
ん
で
参
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
為
に
は
、
ま
ず
は
協
会
会
員
の
増
加
に
よ
る
組

織
基
盤
の
強
化
、
適
正
取
引
と
価
格
転
嫁
の
為
の
取
組

と
関
係
先
へ
継
続
的
働
き
掛
け
、
警
備
員
教
育
の
充
実

に
よ
る
資
質
と
能
力
の
更
な
る
向
上
、
警
備
員
の
労
働

条
件
と
労
働
環
境
の
整
備
推
進
等
、
足
元
を
し
っ
か
り

と
見
定
め
た
各
種
対
策
を
実
行
に
移
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
当
協
会
で
は
、
今
後
と

も
会
員
の
皆
様
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
事
業
運
営
を
図
り

つ
つ
、
会
員
事
業
所
と
の
密
な
る
連
携
と
ご
協
力
を
得

な
が
ら
「
よ
り
質
の
高
い
安
全
で
安
心
で
き
る
警
備
業

務
」
の
提
供
に
努
め
、「
生
活
安
全
産
業
」
と
し
て
の

責
任
と
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
の
役

割
を
確
実
に
果
た
し
て
、
県
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
、
幸
多
く
素
晴
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
は
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
、
当

協
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
36
年
余
の
永
き
に
渡
り
当
協
会
の

役
員
を
務
め
ら
れ
、
当
県
警
備
業
の
礎
と
発
展
を
一
身

に
担
っ
て
こ
ら
れ
た
、
島
村
宏
（
前
会
長
）
顧
問
の
ご

逝
去
に
伴
い
、
故
人
の
存
在
と
功
績
の
大
き
さ
を
身
に

し
み
て
実
感
す
る
と
共
に
、
協
会
員
一
同
が
そ
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
理
念
を
引
き
継
い

で
、
一
致
団
結
し
て
当
協
会
の
更
な
る
発
展
を
期
し
、

ま
た
生
活
安
全
産
業
と
し
て
の
責
任
と
使
命
を
果
た
し

て
行
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　
私
は
、
こ
の
誓
い
を
し
っ
か
り
と
心
に
刻
ん
だ
上

で
、
新
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
の
、
所
信
の
一
端
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
今
の
経
済
情
勢
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
活
気
を
す
っ

か
り
取
り
戻
し
、
我
が
警
備
業
界
も
各
種
事
業
や
行
事

の
拡
大
に
伴
う
、
警
備
業
務
需
要
の
増
加
に
よ
り
、
今

後
一
定
の
業
績
向
上
は
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。 一

般
社
団
法
人
茨
城
県
警
備
業
協
会
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そ
の
た
め
に
も
、「
土
木
の
魅
力
」
を
若
い
世
代
に

発
信
し
、
働
き
甲
斐
あ
る
産
業
と
し
て
認
識
し
て
い
た

だ
く
取
り
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
当
協
会
で
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
制
作
や

県
内
大
学
・
高
校
で
の
説
明
会
を
継
続
実
施
し
、
業
界

の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
完

全
週
休
２
日
制
の
実
施
」「
時
間
外
労
働
の
削
減
」
な

ど
の
働
き
方
改
革
、
技
術
者
単
価
の
適
正
化
や
適
正

工
期
の
設
定
に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
意
見
交
換
を
行

い
、
さ
ら
に
県
内
44
市
町
村
に
対
し
、
低
入
札
価
格
調

査
制
度
や
最
低
制
限
価
格
制
度
の
適
切
な
活
用
を
要
望

す
る
な
ど
、
待
遇
改
善
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
加
え
て
、
建
設
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
ｉ

－

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ

ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

の
推
進
、
河
川
・
上
下
水
道
・
橋

梁
な
ど
老
朽
化
イ
ン
フ
ラ
に
対
応
す
る
専
門
技
術
者
の

育
成
、
有
資
格
者
の
増
加
に
も
力
を
注
い
で
お
り
ま

す
。
地
域
に
精
通
し
、
小
回
り
が
利
き
、
迅
速
な
対
応

が
で
き
る
と
い
う
地
元
企
業
の
強
み
を
活
か
し
つ
つ
、

「
技
術
力
向
上
」
と
「
品
質
の
確
保
」
を
図
り
、
県
内

で
完
結
で
き
る
体
制
の
強
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
年
は
午
年
で
す
。
午
年
は 「
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で

前
向
き
な
性
格
を
持
ち
、
行
動
力
や
社
交
性
が
高
く
、

人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
が
あ
り
、
新
し
い
挑
戦
や
成
長

の
機
会
を
も
た
ら
す
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
協
会
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
、
そ
し
て
前
向
き

に
、
待
遇
改
善
と
業
界
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
み
、
激

動
の
時
代
を
力
強
く
歩
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
は
お
だ
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
八
潮
市
に
お
け
る
下
水
道
陥
没
事
故
を
契

機
に
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
改
め
て
大
き
な
課

題
と
し
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
地
球
温

暖
化
の
影
響
に
よ
る
記
録
的
な
猛
暑
・
酷
暑
が
続
き
、

「
四
季
か
ら
二
季
へ
」
と
も
言
わ
れ
る
気
候
変
動
が
顕

在
化
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
熱
中
症
リ
ス
ク
の

増
大
、
少
雨
地
域
に
お
け
る
水
資
源
・
農
作
物
へ
の
影

響
、
夏
季
の
乾
燥
に
伴
う
災
害
リ
ス
ク
な
ど
、
社
会
・

経
済
・
生
活
基
盤
に
多
方
面
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、「
国
土
強
靭
化
計
画
」

の
も
と
で
防
災
・
減
災
対
策
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
一
層
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
技
術

者
の
確
保
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
将
来
に
わ
た
り

地
域
を
支
え
る
担
い
手
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。 一

般
社
団
法
人
茨
城
県
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

 

会
　
長
　
橋
本
　
義
隆

茨城県建設業協会 土浦支部　つくば分会茨城県建設業協会 土浦支部　つくば分会

◎地域の安心と安全を守りながら、
　新しい価値を生み出す街づくりに取り組んでいます。
◎災害復旧や社会基盤の整備を通じて、
　より安全で快適な生活を守って行きます。

◎地域の安心と安全を守りながら、
　新しい価値を生み出す街づくりに取り組んでいます。
◎災害復旧や社会基盤の整備を通じて、
　より安全で快適な生活を守って行きます。

つくば市・つくばみらい市との防災協定締結つくば市・つくばみらい市との防災協定締結

原 信 田 建 設 ㈱
ヒ タ チ 緑 化 ㈱
㈱ 山 田 組
谷 原 建 設 ㈱
㈱ マ ヤ 建 設
㈲ 飯 塚 工 務 店
大 藤 建 設 ㈱

筑 波 地 区

池 田 技 建 工 業 ㈱
㈱ イ チ ム ラ
スズキ造園土木㈱
東 亜 工 業 ㈱

つくばみらい地区

㈱ 赤 塚 土 木 興 業
伊 奈 工 業 ㈱
い な ほ 工 業 ㈱
オ ー ビ ー 建 設 ㈱
常 総 土 木 工 業 ㈱
㈱ 新 み ら い
塚 本 建 設 工 業 ㈱
㈱ 直 井 造 園 土 木
成 建 工 業 ㈱
成 島 建 設 ㈱
浜 野 商 事 ㈱

㈱ ノ ジ リ 土 建
㈱ 日 の 丸 商 事
北 条 工 業 ㈱
㈱ 谷 口 工 務 店
㈱ 山 関 工 務 店

豊 里 地 区

㈱ 市 川 造 園 建 設
㈲ 稲 葉 工 業
大 山 建 工 ㈱
公 洋 建 設 ㈱
㈱ 対 崎 工 業
㈱ 村 上 工 務 店

㈲ 渡 辺 土 木

桜 地 区

飯 岡 建 設 ㈱
㈱ 大 津 建 設
五 頭 産 業 ㈱
㈱ つ く ば 開 発
ツクバメンテナンス㈱
㈱ 常 盤 工 務 店
㈱ 根 本 興 業
橋 本 造 園 土 木 ㈱
パ ル つ く ば ㈱
㈱ ム ラ ノ

㈲ 山 吉

茎 崎 地 区

㈱ 市 原 工 業
㈱ 成 財 基 業
㈱ 田 村 企 画
㈱ 中 泉 建 設
㈲ 長 谷 川 工 務 店
緑 化 植 産 ㈱

谷 田 部 地 区

浅 野 物 産 ㈱
㈱ 大 和 田 建 設

㈱ 貝 沢 造 園 土 木
㈱ 近 藤 工 務 店
㈱ 三 共 建 設
㈲ 節 和 建 設
㈱ 高 田 工 務 店
高 野 土 木 ㈱
㈱ 冨 田 興 業
㈱ 冨 田 工 務 店
㈱トヨシマ総合建設
㈱ 冨 晃
星 田 建 設 工 業 ㈱
筑 南 総 合 建 設 ㈱

大 穂 地 区

久 保 谷 商 事 ㈱
㈱ 道 路 整 備
㈱ 中 城
㈱ 秀 商
㈱ 路 川 工 務 店
㈱ 満 重 機 土 木
吉 沼 造 園 土 木 ㈱
勝 工 業 ㈱
植 村 建 設 ㈱

大 穂 地 区つくばみらい地区

筑 波 地 区

豊 里 地 区

桜 地 区 茎 崎 地 区

谷 田 部 地 区
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守
谷
市
は
、（
仮
称
）
守
谷

市
総
合
公
園
の
新
設
に
向
け
、

補
正
予
算
（
第
３
号
）
で
総
合

公
園
新
設
整
備
・
運
営
事
業
に

１
４
２
億
４
１
０
６
万
円
の
債

務
負
担
行
為
を
設
定
。
公
募
公

告
・
募
集
要
項
等
の
公
表
は
２

０
２
６
年
１
月
下
旬
を
予
定
。

事
業
方
式
は
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
。
設

　
常
総
市
は
、
市
民
の
広
場
改

修
を
進
め
る
。
基
本
計
画
策
定

お
よ
び
基
本
設
計
業
務
委
託
は

㈱
オ
ー
プ
ン
・
エ
ー
が
担
当
。

履
行
期
間
は
２
０
２
６
年
３
月

25
日
ま
で
。
年
度
内
に
基
本
設

計
を
ま
と
め
、
新
年
度
に
も
実

施
設
計
（
６
カ
月
）、
改
修
工

事
（
５
カ
月
）
を
実
施
し
、
27

年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
目
指
す
。

　
広
場
の
所
在
地
は
水
海
道
宝

町
地
内
。
現
在
、
水
海
道
中

心
市
街
地
で
は
旧
カ
ス
ミ
跡
地

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、（
仮
）

に
ぎ
わ
い
交
流
プ
ラ
ザ
（
地
域

　
北
茨
城
市
は
、
石
岡
雇
用
促

進
住
宅
（
中
郷
町
石
岡
１
１
０

－

16
）
１
号
棟
解
体
跡
地
で
の

の
整
備
を
求
め
る
声
が
出
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
電
源
設
備
の

設
置
や
手
洗
い
場
の
追
加
、
改

修
を
計
画
。
ま
た
、
池
の
水
源

と
な
っ
て
い
る
井
戸
を
災
害
時

に
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

整
備
も
検
討
す
る
。

　
小
さ
な
子
ど
も
と
過
ご
せ
る

場
所
が
少
な
い
た
め
、
幅
広

い
世
代
が
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ

　
水
戸
市
は
、
植
物
公
園
（
小

吹
町
５
０
４
）
の
第
２
期
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
る
。
旧
清
掃
事
務
所

跡
の
測
量
は
、
㈱
高
萩
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
（
水
戸
市
）
が
担

当
。
こ
れ
ま
で
に
、
鑑
賞
大
温

室
や
熱
帯
果
樹
温
室
の
改
修
、

新
熱
源
設
置
工
事
な
ど
の
第
１

期
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
完
了
し
て

　
古
河
市
は
、
向
堀
川
親
水
公

園
（
駅
東
区
画
２
工
区
内
）
の

整
備
に
向
け
、
基
本
計
画
の
策

定
を
進
め
る
。
㈱
シ
ー
ア
イ
設

計
が
担
当
し
、
11
月
28
日
ま
で

に
ま
と
め
て
い
く
も
よ
う
だ
。

整
備
予
定
地
は
、
旧
古
河
体
育

館
の
北
側
、
向
堀
川
の
西
側
に

あ
た
る
。
敷
地
面
積
は
約
１
・

５ 

ha
を
想
定
。

　
基
本
計
画
の
中
で
は
、
現
況

の
把
握
、
敷
地
分
析
、
計
画
内

容
の
検
討
お
よ
び
方
針
設
定
、

基
本
計
画
図
の
作
成
、
概
算
工

場
、
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
、
防
災

施
設
な
ど
を
有
す
る
公
園
と
し

て
整
備
す
る
。

　
公
園
事
業
用
地
の
面
積
は

20
・
８ 

ha
、
こ
の
う
ち
市
の

整
備
面
積
は
13
・
５ 

ha
。

　
屋
内
運
動
場
は
約
１
５
０
０

～
３
５
０
０
㎡
規
模
。
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
は
原
則
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
１
面
以
上
（
１
面
あ
た

り
９
ｍ
×
18
ｍ
）、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
１
面
以
上
（
１
面
あ

た
り
15
ｍ
×
28
ｍ
）
の
基
準
を

満
た
す
必
要
が
あ
る
。
天
井
高

さ
に
つ
い
て
は
12
・
５
ｍ
以
上

を
確
保
。
空
調
設
備
を
整
備
す

る
。

　
公
園
全
体
の
管
理
を
行
う

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
管
理
棟
）

は
６
５
０
㎡
以
上
。
災
害
時
や

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
も
活
用
で
き

る
施
設
と
す
る
。

　
災
害
時
に
活
用
で
き
る
防
災

施
設
は
２
０
０
㎡
以
上
。
自
由

に
使
え
る
多
目
的
広
場
に
つ
い

て
も
、
災
害
時
に
活
用
で
き
る

施
設
と
す
る
。

　
ま
た
、
幅
広
い
世
代
の
子
ど

も
が
楽
し
く
学
び
、
安
心
・
安

全
に
遊
べ
る
「
全
天
候
型
遊
具

施
設
」
を
配
置
す
る
。
規
模
は

つ
い
て
は
、
原
則
現
状
の
ま
ま

使
用
す
る
。

　
施
設
の
概
要
と
し
て
は
、
あ

そ
び
場
、
ベ
ン
チ
、
芝
生
お
よ

び
植
栽
、
マ
ル
シ
ェ
等
の
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
給
水
設
備
、

排
水
設
備
（
現
状
の
雨
水
排
水

計
・
施
工
期
間
が
27
年
１
月
か

ら
32
年
１
月
ま
で
。
32
年
１
月

の
開
園
を
目
指
す
。

　
市
で
は
、
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ
二
軍
施
設
の
移
転
に
合

わ
せ
て
、
野
木
崎
地
区
に
総
合

公
園
の
新
設
を
計
画
し
て
い

る
。
屋
外
競
技
場
や
屋
内
施

設
、
遊
具
施
設
、
多
目
的
広

交
流
セ
ン
タ
ー
）
お
よ
び
水
海

道
児
童
セ
ン
タ
ー
を
移
転
、
賑

わ
い
・
交
流
創
出
施
設
・
民
間

テ
ナ
ン
ト
と
の
複
合
施
設
を
整

備
す
る
事
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
。

　
複
合
施
設
に
隣
接
す
る
市
民

の
広
場
を
改
修
し
、
施
設
と
繋

ぐ
こ
と
で
、
多
世
代
・
多
文
化

が
交
流
す
る
「
ま
ち
な
か
リ
ビ

ン
グ
」
と
な
る
豊
か
な
空
間
を

実
現
す
る
。
多
様
な
活
動
に
利

用
で
き
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
空

間
構
成
と
す
る
。

　
市
民
の
広
場
の
面
積
は
約
２

８
０
０
㎡
。
北
側
の
駐
車
場
に

公
園
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

２
０
２
４
年
度
に
は
、
住
宅
の

解
体
お
よ
び
公
園
整
備
に
係
る

実
施
設
計
を
進
め
て
お
り
、
㈱

団
建
築
設
計
事
務
所
が
担
当
し

た
。

　
石
岡
雇
用
促
進
住
宅
１
号
棟

は
、
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
建
物
を
解
体
。
そ
の
跡

地
を
活
用
し
、
公
園
を
整
備
し

て
い
く
。
具
体
的
な
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
公
園
の
規
模
な

ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
現
時
点

で
は
未
定
と
の
こ
と
。

　
建
物
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
５
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
は
約
２
４
７

０
㎡
。

る
新
た
な
居
場
所
の
整
備
も
検

討
。

　
植
栽
に
つ
い
て
は
、
低
木
の

伐
採
に
よ
る
見
通
し
の
確
保
を

進
め
る
。
ト
イ
レ
は
誰
も
が
使

い
や
す
い
ト
イ
レ
に
改
修
し
、

日
中
も
明
る
い
照
明
の
設
置
な

ど
を
進
め
る
。

　
中
央
公
園
は
１
９
８
５
年
開

園
。
面
積
は
３
万
８
３
１
６
㎡

（
こ
の
う
ち
池
の
面
積
７
４
３

２
㎡
）。
大
池
や
芝
生
広
場
の

ほ
か
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
さ
く

ら
民
家
園
な
ど
が
あ
る
。

い
る
。

　
第
２
期
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

は
、
旧
清
掃
事
務
所
跡
を
中
心

に
、
駐
車
場
な
ど
の
整
備
を
検

討
。
地
元
の
意
向
を
聞
き
な
が

ら
、
具
体
的
な
内
容
を
固
め

る
。

　
な
お
、
旧
清
掃
事
務
所
は
本

年
度
か
ら
解
体
に
着
手
し
て
お

り
、
３
工
区
（
西
エ
リ
ア
、
東

エ
リ
ア
、
東
西
エ
リ
ア
お
よ
び

北
エ
リ
ア
）
に
分
け
て
工
事
を

実
施
す
る
。
完
了
時
期
は
２
０

２
７
年
度
と
し
て
い
る
。

事
費
の
算
出
、
基
本
計
画
説
明

書
の
作
成
な
ど
を
行
い
、
公
園

整
備
の
方
向
性
を
決
定
し
て
い

く
。

　
現
時
点
で
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ

を
兼
ね
た
公
園
を
計
画
。
敷
地

内
に
は
調
整
池
も
整
備
す
る
見

込
み
。
今
後
は
周
辺
の
整
備
状

況
を
見
な
が
ら
、
基
本
設
計
、

実
施
設
計
な
ど
に
進
む
。

　
古
河
駅
東
部
地
区
で
は
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
、
自
然
と
生

活
が
調
和
す
る
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
が
進
ん
で
い
る
。

１
０
０
０
㎡
程
度
。
屋
外
施

設
、
広
場
等
と
も
連
携
で
き
る

よ
う
工
夫
し
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス

や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を

整
備
す
る
。

　
駐
車
場
は
６
８
０
台
以
上
、

駐
輪
場
は
１
４
０
台
以
上
を
確

保
。

　
屋
外
競
技
場
は
多
種
な
競
技

が
実
施
で
き
、
子
ど
も
の
ボ
ー

ル
遊
び
等
に
も
利
用
で
き
る
環

境
と
す
る
。
競
技
コ
ー
ト
は
人

工
芝
、
も
し
く
は
常
緑
の
天
然

芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
す
る
。
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
広
場
は
、
健
康
増
進

に
寄
与
す
る
遊
具
・
環
境
を
整

備
。

　
つ
く
ば
市
は
、
つ
く
ば
中
央

公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
計
画

し
て
い
る
。
地
元
要
望
が
多
い

遊
具
設
置
に
つ
い
て
は
、
大
型

遊
具
の
設
置
は
行
わ
な
い
方
針

だ
が
、
小
型
遊
具
の
設
置
を
検

討
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
座
り
場

の
整
備
や
植
栽
、
ト
イ
レ
、
照

明
の
改
善
を
進
め
た
い
考
え
。

設
計
は
国
際
航
業
㈱
が
担
当
。

２
０
２
７
年
度
以
降
よ
り
、
順

次
工
事
を
進
め
て
い
く
。

　
中
央
公
園
は
、
市
民
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
や
施
設
・
設
備
の
老

朽
化
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。
園
内
の
場
の
特
性
に
応

じ
た
座
り
場
、
様
々
な
利
用
を

想
定
し
た
座
り
場
の
設
置
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

　
市
民
や
利
用
者
か
ら
は
、
イ

ベ
ン
ト
等
に
対
応
し
た
設
備

や
多
様
な
活
用
が
で
き
る
設
備

設
備
の
活
用
も
検
討
）、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
照
明
設
備
等

が
あ
る
。

　
工
事
費
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
１
億
円
か
ら
１
億
２
０

０
０
万
円
（
税
込
）
を
想
定
し

て
い
る
。

多様な役割を担う憩いの公園整備
賑
わ
い
創
出
や
災
害
時
利
用
も
想
定

　
公
園
施
設
は
、
地
元
住
民
の
憩
い
の
場
や
観
光
振
興
の
拠
点
な
ど
、
様
々
な
役
割
を
担

う
。
近
年
で
は
、
災
害
時
の
利
用
を
想
定
し
た
広
場
や
設
備
な
ど
を
配
置
す
る
こ
と
も
多

く
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
官
民
連
携
の
事
業
も
増
加
傾

向
に
あ
り
、
整
備
手
法
も
多
様
化
し
て
い
る
状
況
だ
。
今
回
は
、
各
自
治
体
で
計
画
さ
れ
て

い
る
公
園
整
備
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
く
。

32
年
１
月
に
開
園
目
指
す

総
合
公
園
新
設
整
備
へ

守谷市

敷地配置計画
イメージ図

（仮称）守谷SAスマートIC周辺
土地区画整理事業区域

（仮称）守谷SAスマートIC周辺
土地区画整理事業区域

ヤクルトスワローズ
使用予定敷地

ヤクルトスワローズ
使用予定敷地

常総運動公園常総運動公園

多目的広場
屋外競技場
屋内運動場

全天候型遊具施設

多目的広場
屋外競技場
屋内運動場

全天候型遊具施設

パークセンター
防災施設

パークセンター
防災施設

駐車場駐車場

アスレチック広場アスレチック広場

駐車場駐車場

調整池調整池

周辺施設・エリア
との連携・にぎわい

創出

周辺施設・エリア
との連携・にぎわい

創出

周辺施設・エリア
との連携・にぎわい

創出

周辺施設・エリア
との連携・にぎわい

創出

年
度
内
に
基
本
設
計
策
定

市
民
の
広
場
改
修
へ

常総市

民間
施設
民間
施設

児
童
セ
ン
タ
ー

エ
リ
ア

児
童
セ
ン
タ
ー

エ
リ
ア

公
民
館
機
能

エ
リ
ア

公
民
館
機
能

エ
リ
ア

ﾃﾗｽ兼
ｽﾃｰｼﾞ
ﾃﾗｽ兼
ｽﾃｰｼﾞ井戸

出入り

出入り

広場側入り口

市民の広場
設計対象エリア

市民の広場改修事業　設計対象エリア図

ト
イ
レ

賑わい・
交流
創出施設

賑わい・
交流
創出施設

民間
施設
民間
施設

正面入り口

▶
市
民
の
広
場
は
複
合
施
設
に
隣
接
す
る

実施設計は団建築
市営住宅跡地で整備

北茨城市

遊
具
や
座
り
場
等
改
善

基
本
計
画
は
シ
ー
ア
イ

中
央
公
園
を
再
整
備

向
堀
川
親
水
公
園
を
整
備

つくば市

古河市

２
期
工
事
の
測
量

駐
車
場
な
ど
検
討

《
水
戸
市
》
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～自然と人を考え、そして、地域へ～

代表取締役社長 梅　原　基　弘

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ４－７ ４－２ １ ６ ６

https://www.umehara-k.co.jp

茨城県常陸太田市小目町５１７本　社 ：

URL:https://www.oonuki.co.jp

創業明治35年自然を感じる街づくり

代表取締役 猪　瀬　清　次

株式会社 植正園

代表取締役　石　塚　　　毅

〒306－0126　茨城県古河市諸川 359
TEL 0280－76－1716
FAX 0280－76－9918

空間を彩り、四季を奏でる。

大 川 設 備 工 業 ㈱
㈱ 大 貫 工 務 店
㈱ 大 山 緑 地 建 設
オ ヌ マ 工 業 ㈱
㈱ 菊 地 工 務 店
㈱ 木 村 工 務 店
㈱ 協 和 技 建
㈱ 雲 井 工 務 店
コ モ リ 工 業 ㈱

㈲ 三 勝 建 設
大 清 建 設 ㈱
㈱ 田 口 工 務 店
㈲ 田 山 建 材
㈲ 田 山 工 務 店
㈱ 戸 塚 建 設
㈲ 野 口 工 務 店
平 和 建 設 ㈱
㈲ 松 屋 工 務 店

会　　長　大貫　茂男

副 会 長　戸塚　裕義
監　　事　田口　富之

理　　事　菊地　正宣
監　　事　木村　政仁

大洗町建設業協議会

会　長
副会長
副会長

由良　宣明
奈幡　富洋
酒井　幸治

一般社団法人 守谷市建設業協会

事務所　〒302－0116　茨城県守谷市大柏797－1
　　　　電話：0297－48－6678　FAX：0297－38－6113

令 和 建 設 ㈱
㈱ 山 富 造 園
酒 石 建 設 工 業 ㈱
常 陸 建 設 工 業 ㈱
㈱ 日 田 建 設 工 業
㈱ 商 元

㈲ 小 林 造 園
㈱ 坂 巻 兄 弟 建 設
㈲ 寺 田 工 業
今 井 建 設
㈲ 守 谷 造 園
㈲ 染 谷 ガ ー デ ン

㈱ 北 総 園
㈲ 松 丸 造 園 工 事
㈲ 三 美 園 小 林
㈲ 中 村 建 設
オ オ シ ン ㈱
㈲オオヤマ建設工業

各地で進む文化施設整備
　図書館や市民ホールなどの文化施設の新設や再
整備の計画が進められている。施設の老朽化を受
けて再整備を求める声や、身近な場所への施設設
置を望む声など、文化施設に対する市民の声はさ
まざまだ。今回は、新設や再整備計画が予定され
ている施設の事業内容について紹介する。

　
ひ
た
ち
な
か
市
は
、
新
中
央

図
書
館
の
整
備
を
計
画
し
て
い

る
。
市
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た

新
中
央
図
書
館
基
本
設
計
概
要

版
に
よ
る
と
、
工
事
費
概
算
は

45
億
３
０
０
０
万
円
（
本
体
工

事
費
41
億
７
４
０
０
万
円
、
外

構
工
事
費
３
億
５
６
０
０
万

円
）。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
２
０
２
６
～
27
年

度
で
新
築
工
事
に
取
り
掛
か

　
古
河
市
は
、（
仮
称
）
古
河

市
新
公
会
堂
の
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。
具
体
的
な
計
画
と
し

て
、
大
ホ
ー
ル
約
１
３
０
０
席

（
面
積
約
６
４
０
０
㎡
）、
小

ホ
ー
ル
約
３
０
０
席
（
約
１
２

５
０
㎡
）、
こ
の
ほ
か
防
音
機

能
等
を
備
え
た
高
機
能
な
ス
タ

ジ
オ
４
室
、
共
用
部
門
（
約
１

３
０
０
㎡
）
な
ど
を
想
定
。
概

算
事
業
費
は
約
１
７
９
億
円
。

建
設
候
補
地
は
大
堤
地
内
で
、

民
間
活
力
の
導
入
を
検
討
す

る
。
順
調
な
ら
ば
２
０
２
８
年

度
か
ら
造
成
・
設
計
・
工
事
を

進
め
、
32
年
度
か
ら
の
供
用
を

目
指
し
た
い
考
え
だ
。

　
大
ホ
ー
ル
は
客
席
、
ホ
ワ
イ

エ
、
舞
台
、
技
術
諸
室
、
楽
屋

な
ど
を
備
え
る
。
２
層
バ
ル
コ

ニ
ー
形
式
で
、
少
人
数
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
１
階
席
以
外
を

隠
せ
る
設
備
の
設
置
も
検
討
す

る
。
舞
台
の
広
さ
は
10
間
×
10

間
ま
た
は
10
間
×
８
間
程
度
を

想
定
。

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
や

吹
奏
楽
な
ど
の
音
楽
利
用
、
演

劇
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
上
演
、
講

演
会
な
ど
様
々
な
演
目
の
上
演

が
可
能
な
設
え
と
す
る
。

り
、
28
年
度
の
開
館
を
目
標
に

事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
中
央
図
書
館
は
１
９
７
４
年

５
月
に
開
館
。
延
べ
床
面
積
は

１
８
６
８
・
１
４
㎡
。
勝
田
駅

か
ら
徒
歩
約
５
分
の
中
心
市
街

地
内
に
あ
り
、
幅
広
い
市
民
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
施
設
に
老

朽
化
と
狭
あ
い
化
が
見
ら
れ
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
対
応
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
多
様
化
・

む
笠
原
・
吉
沢
地
区
な
ど
が
あ

り
、
地
域
住
民
か
ら
は
、
よ
り

身
近
な
場
所
に
図
書
館
を
設
置

す
る
要
望
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
市
は
他
自
治
体

の
事
例
調
査
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
有
識
者
会
議
を
開
催
し

て
南
部
図
書
館
の
整
備
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　
建
設
場
所
な
ど
は
未
定
で
、

長
寿
命
化
改
修
を
計
画
し
て
い

る
総
合
教
育
研
究
所
（
笠
原
町

９
７
８

－

５
）
を
選
択
肢
の
１

つ
と
し
て
い
る
。

　
順
調
な
ら
ば
26
年
度
に
基
本

構
想
を
ま
と
め
、
施
設
規
模
や

設
置
場
所
な
ど
を
具
体
化
し
て

い
く
。

輪
場
を
設
け
る
。

　
建
設
地
は
い
し
お
か
イ
ベ
ン

ト
広
場
（
若
宮
３

－

４
０
０

－

４
）
で
敷
地
面
積
は
２
万
７
４

７
８
・
２
４
㎡
。
国
分
遺
跡
の

範
囲
内
に
位
置
し
て
い
る
た
め

基
本
設
計
の
策
定
後
、
建
物
の

配
置
が
決
ま
っ
た
段
階
で
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
を
実
施
す

る
。

　
建
物
は
６
０
０
０
㎡
程
度
を

想
定
。
内
訳
は
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

が
１
８
０
０
㎡
、
サ
ブ
ホ
ー
ル

が
５
０
０
㎡
、
そ
の
ほ
か
の
施

設
が
３
７
０
０
㎡
を
見
込
む
。

「
雑
誌
・
新
聞
」「
児
童
書
架
」

「
飲
食
・
休
憩
」
な
ど
８
つ
に

区
分
し
た
活
動
エ
リ
ア
を
配
置

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
特
性
に

適
し
た
環
境
づ
く
り
を
行
う
。

ま
た
見
通
し
の
よ
い
ワ
ン
ル
ー

ム
空
間
と
す
る
こ
と
で
、
各
エ

リ
ア
の
見
通
し
を
良
く
し
、
誰

も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
空

間
づ
く
り
を
行
う
。

　
外
構
部
に
つ
い
て
は
敷
地
南

側
へ
約
１
２
０
台
の
駐
車
場

を
、
既
存
の
東
石
川
第
４
公
園

駐
車
場
と
一
体
で
整
備
。
そ
の

ほ
か
、
敷
地
西
側
へ
約
80
台
の

駐
輪
場
や
園
路
の
整
備
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
。

置
の
工
夫
に
よ
る
計
画
が
可
能

で
、
周
辺
の
開
発
を
含
め
た
新

た
な
賑
わ
い
創
出
も
期
待
で
き

る
。
民
間
事
業
者
が
行
う
周
辺

の
開
発
と
一
体
的
な
も
の
と
な

り
、
建
設
場
所
は
民
間
事
業
者

の
提
案
と
な
る
。
民
間
事
業
者

と
の
継
続
的
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

通
し
円
滑
な
整
備
を
目
指
す
。

　
概
算
事
業
費
は
、
設
計
に
約

８
億
円
、
建
物
整
備
に
約
１

４
３
億
円
（
杭
工
事
を
含
む
）、

外
構
整
備
に
約
８
億
円
（
駐
車

場
約
６
７
０
台
）、
そ
の
他
造

成
工
事
に
約
12
億
円
（
地
盤
改

良
・
用
地
取
得
を
含
む
）、
調

整
池
に
約
４
億
円
、
備
品
に
約

４
億
円
、
計
約
１
７
９
億
円
を

想
定
す
る
が
、
今
後
の
物
価
変

動
な
ど
社
会
環
境
の
変
化
に
よ

り
金
額
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
。

　
整
備
手
法
は
、
施
設
の
早
期

整
備
や
市
の
財
政
負
担
軽
減
な

ど
を
鑑
み
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（
民
間
活
力
）
を
導
入
す
る
手

法
を
検
討
し
て
い
る
。

　
な
お
基
本
構
想
・
基
本
計
画

策
定
の
支
援
業
務
は
、
シ
ア

タ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
日
本

工
営
都
市
空
間
Ｊ
Ｖ
が
担
当
。

　
石
岡
市
が
複
合
文
化
施
設

（
市
民
ホ
ー
ル
）
の
建
設
を
計

画
し
て
い
る
。
市
は
２
０
２
５

年
９
月
に
基
本
設
計
業
務
委
託

の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
公

表
し
た
。
施
設
規
模
は
延
べ
床

約
６
０
０
０
㎡
、
工
事
費
概
算

額
は
約
66
億
７
０
０
０
万
円

（
税
込
み
）
と
試
算
。
27
年
度

の
本
体
工
事
着
手
、
30
年
度
の

開
館
を
目
指
し
て
い
く
。

　
工
事
費
の
内
訳
は
施
設
整
備

費
が
約
62
億
円
、
外
構
整
備
費

が
約
４
億
７
０
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
市
民
ホ
ー
ル
は
20
年
に
閉
館

し
た
旧
市
民
会
館
に
代
わ
る
施

し
い
風
や
木
々
の
揺
れ
る
音
が

感
じ
ら
れ
る
、
公
園
と
一
体
的

な
図
書
館
な
ら
で
は
の
環
境
づ

く
り
を
行
う
。
ま
た
勝
田
駅

（
北
西
）
と
公
園
（
南
東
）
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
空
間
に
「
ま

ち
か
ど
ひ
ろ
ば
」「
公
園
ひ
ろ

ば
」
の
２
つ
の
広
場
を
設
け
る

こ
と
で
、
図
書
館
や
公
園
と
連

携
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
も
貢
献
で
き

る
と
の
こ
と
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
よ

う
、
ゆ
と
り
あ
る
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
。

　
小
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
客

席
、
舞
台
、
技
術
諸
室
、
楽

屋
な
ど
を
配
置
。
移
動
観
覧
席

（
ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
チ
ェ
ア
）
を

設
置
し
、
段
床
形
式
の
演
目
だ

け
で
な
く
平
土
間
形
式
で
も
活

用
で
き
る
多
機
能
型
の
ホ
ー
ル

と
す
る
。
ま
た
、
大
ホ
ー
ル
の

リ
ハ
ー
サ
ル
室
も
兼
ね
る
計
画

と
す
る
。

　
ス
タ
ジ
オ
は
防
音
機
能
な
ど

を
備
え
た
高
機
能
な
も
の
を
４

室
程
度
設
置
す
る
。
市
民
に
よ

る
日
常
的
な
練
習
や
創
造
活
動

の
場
と
な
る
た
め
の
空
間
と
す

る
。

　
共
用
部
門
に
は
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
や
飲
食
機
能
（
カ

フ
ェ
）、
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
配

置
す
る
。
ま
た
、
情
報
ス
ペ
ー

ス
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、

展
示
ス
ペ
ー
ス
、
ア
ー
カ
イ
ブ

な
ど
の
機
能
を
重
ね
使
い
し
、

面
積
の
効
率
化
を
図
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
事
務
室
や
市
民

活
動
室
な
ど
管
理
部
門
（
約
３

０
０
㎡
）、
空
調
機
械
室
、
電

気
室
な
ど
（
約
５
５
０
㎡
）
を

想
定
す
る
。

　
建
設
候
補
地
は
大
堤
地
内
。

十
分
な
敷
地
面
積
が
あ
り
、
配

高
度
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
新
図
書
館
の
整

備
を
実
施
す
る
。

　
設
計
は
㈱
山
下
設
計
が
担

当
。
整
備
予
定
地
は
東
石
川
第

４
公
園
敷
地
内
、
市
営
石
川
町

プ
ー
ル
跡
地
に
建
設
を
計
画
。

敷
地
面
積
は
３
万
１
７
４
・
５

５
㎡
（
う
ち
図
書
館
計
画
範
囲

約
９
０
０
０
㎡
）
で
、
Ｒ
Ｃ
造

一
部
Ｓ
造
、
地
上
２
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
約
４
５
０
０
㎡
を

見
込
ん
で
い
る
。
座
席
数
は
約

４
５
０
席
を
想
定
。

　
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
心
地

よ
い
緑
の
中
で
、
ひ
た
ち
な
か

の
魅
力
に
出
会
え
る
、
交
流
・

情
報
・
創
造
拠
点
」。
整
備
の

軸
と
し
て
、
①
公
園
と
の
一
体

的
な
整
備
を
活
か
し
た
、
ま
ち

と
つ
な
が
る
図
書
館
②
「
人
の

活
動
・
ま
ち
の
情
報
・
新
た
な

本
」
と
出
会
え
る
「
シ
ビ
ッ
ク

リ
ン
グ
」
を
骨
格
と
し
た
図
書

館
③
様
々
な
活
動
が
独
立
し
つ

つ
共
存
で
き
る
、
誰
も
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
図
書
館

－

を

掲
げ
て
い
る
。

　
「
①
公
園
と
の
一
体
的
な
整

備
を
活
か
し
た
、
ま
ち
と
つ
な

が
る
図
書
館
」
は
、
既
存
樹
木

を
活
か
し
な
が
ら
敷
地
内
へ
樹

木
を
適
切
に
配
置
。
公
園
の
涼

　
水
戸
市
は
（
仮
称
）
南
部
図

書
館
の
整
備
検
討
を
進
め
て
お

り
、
２
０
２
６
年
度
は
基
本
構

想
を
策
定
す
る
見
通
し
だ
。
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
を
経
て
素
案
を
ま
と
め
、
意

見
公
募
手
続
き
後
、
基
本
構
想

を
決
定
す
る
。
市
第
７
次
総
合

計
画
で
は
、
前
期
基
本
計
画
期

間
（
24
～
28
年
度
）
中
の
長
寿

命
化
改
修
着
手
を
位
置
づ
け
て

い
る
。

　
南
部
地
区
に
は
図
書
館
が
な

く
、
千
波
・
吉
田
地
区
な
ど
人

口
が
集
積
す
る
エ
リ
ア
を
含
む

東
部
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
圏
域

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
地
区
内
に
は
人
口
増
加
が
進

設
と
し
て
計
画
。
市
が
策
定
し

た
基
本
計
画
に
よ
る
と
ホ
ー
ル

機
能
と
し
て
は
約
８
０
０
席
の

可
動
式
座
席
を
配
置
す
る
メ
イ

ン
ホ
ー
ル
、
約
２
０
０
席
の
椅

子
が
配
置
で
き
る
平
土
間
形
式

の
サ
ブ
ホ
ー
ル
を
設
置
。
ホ
ワ

イ
エ
や
楽
屋
、
倉
庫
な
ど
も
設

け
る
。

　
ホ
ー
ル
以
外
の
機
能
は
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ア
ト
リ
エ
・

工
作
室
、
音

楽
ス
タ
ジ
オ
、

和
室
、
デ
ジ

タ
ル
ス
ペ
ー

ス
、
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
、
調
理

室
、
民
間
テ
ナ

ン
ト
、
学
習
ス

ペ
ー
ス
、
会
議

室
を
備
え
る
。

そ
の
ほ
か
屋
外

に
は
広
場
、
約

５
０
０
台
分
の

駐
車
場
、
約
１

０
０
台
分
の
駐

　
「
②
『
人
の
活
動
・
ま
ち
の

情
報
・
新
た
な
本
』
と
出
会
え

る
『
シ
ビ
ッ
ク
リ
ン
グ
』
を
骨

格
と
し
た
図
書
館
」
に
つ
い
て

は
、
一
般
書
架
を
市
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
で
リ
ン
グ
状
に
囲
ん

だ
回
遊
空
間
「
シ
ビ
ッ
ク
リ
ン

グ
」
を
計
画
。
リ
ン
グ
を
巡
れ

ば
市
の
魅
力
に
出
会
え
る
よ
う

な
図
書
館
づ
く
り
を
目
指
す
。

　
「
③
様
々
な
活
動
が
独
立
し

つ
つ
共
存
で
き
る
、
誰
も
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
図
書
館
」

で
は
、
全
て
の
人
が
ア
ク
セ
ス

し
や
す
く
日
射
な
ど
の
影
響
を

受
け
に
く
い
施
設
中
央
に
一
般

書
架
を
配
置
。
そ
の
外
周
部
に

新
中
央
図
書
館
整
備
事
業

26
年
度
か
ら
着
工
計
画

ひたちなか市

イメージ図

新中央図書館

公園ひろば

石川運動ひろば石川運動ひろば

東石川第４公園駐車場

石川運動ひろば
駐車場

石川運動ひろば
駐車場

テニスコート
グラウンド

表町通り商店街表町通り商店街

勝田駅勝田駅
ふぁみりこらぼふぁみりこらぼ

28年度から造成など着手見込む
文化芸術活動と交流の拠点

古河市新公会堂

旧
市
民
会
館
の
代
替
施
設

南
部
図
書
館
整
備
を
検
討

市
民
ホ
ー
ル
を
整
備

よ
り
図
書
館
を
身
近
に

石岡市

水戸市

駐車場駐車場

駐車場駐車場

ロータリーロータリー

キッズ広場キッズ広場

市民ホール市民ホール

歩道歩道

芝
生
広
場

芝
生
広
場

芝生広場芝生広場

ENT広場ENT広場
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本　社／〒310－0804　茨城県水戸市白梅 4－1－25 すざくビル
　　　　TEL 029－232－0158　FAX 029－232－0225
営業所／ひたちなか・笠間・筑西・常陸太田・稲敷・茨城町・北茨城・東海

建設コンサルタント
建設に係る技術力を持って社会に貢献する

代表取締役　渡　邉　宗　明

〒305－0817
茨城県つくば市研究学園7丁目 49番地 4
TEL.029－854－4130
FAX.029－854－4160

〒311－4303　茨城県東茨城郡城里町石塚 931－3
TEL 029－297－2740　FAX 029－297－2783

代表取締役　中　村　直　樹

測量・設計・補償・ＧＩＳ

理 事 長　鶴田　哲男
副理事長　浅川　久志
副理事長　高橋　一正
理　　事　飯塚　順一
監　　事　山本　　敦

理　　事　田中　正平
理　　事　小林　　悟
理　　事　髙野　弘康
監　　事　渡邊　弘行

〒311－0105　茨城県那珂市菅谷 696－１
TEL 029－295－3318　FAX 029－295－3254

青 山 土 木 工 業 ㈲
㈱ 浅 川 建 設
飯 塚 組 ㈲
㈱ 石 田 組
岩 佐 建 設 工 業 ㈱
㈲ 大 畠 土 木
片 岡 建 設 ㈱
㈱ キ ウ チ 建 設
㈲ 小 林 土 建
㈱ 千 本 杉
大 和 建 設 工 業 ㈲
㈱ 髙 野 工 務 店

高 橋 建 設 ㈱
㈲ 高 正 建 設
㈱ 田 中 工 務 店
㈱ 鶴 田 組
㈱ テ ッ ク
㈱ 中 庭 造 園 土 木
㈱ 滑 川 土 建
㈲ 萩 野 谷 産 業
㈱ 平 野 産 業
㈱ 松 井 建 設
山 金 建 設 ㈱
㈲ 渡 辺 工 務 店

那珂市建設業協同組合

　
県
は
老
朽
化
な
ど
の
課
題
を

抱
え
る
保
健
所
に
対
し
、
再
編

検
討
懇
話
会
で
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
し
た
。
そ
の
結
果
、
ひ

た
ち
な
か
保
健
所
に
常
陸
大
宮

保
健
所
を
統
合
す
る
な
ど
、
12

あ
る
保
健
所
を
９
に
再
編
。
こ

の
う
ち
５
保
健
所
が
築
40
年
を

し
、
健
康
増
進
な
ど
の
役
割
も

担
っ
て
い
る
。

　
古
河
保
健
所
（
古
河
市
北
町

６

－

22
）
に
つ
い
て
は
、
古
河

産
業
技
術
専
門
学
院
跡
（
古
河

市
諸
川
１
８
４
４

－

１
、
Ａ
約

３
万
２
７
８
３
㎡
）
の
一
部
を

取
得
し
て
移
転
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
設
計
は
㈲
長
塚

建
築
設
計
事
務
所
（
古
河
市
）。

　
１
９
７
３
年
の
建
築
で
、
建

物
の
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て

延
べ
１
１
３
２
㎡
程
度
。
浸
水

想
定
区
域
内
に
立
地
し
、
経
年

に
よ
り
施
設
の
老
朽
化
が
見
ら

れ
、
手
狭
で
も
あ
る
た
め
、
移

転
に
よ
り
新
興
感
染
症
対
策
や

大
規
模
災
害
時
の
健
康
危
機
管

理
の
司
令
塔
と
し
て
の
機
能
を

強
化
す
る
。

　
管
轄
は
古
河
市
、
坂
東
市
、

五
霞
町
、
境
町
の
２
市
２
町
。

人
口
約
22
万
人
、
約
10
万
世
帯

を
カ
バ
ー
す
る
。

　
潮
来
保
健
所
（
潮
来
市
大
洲

１
４
４
６

－

１
）
に
つ
い
て
も

口
約
45
万
５
０
０
０
人
、
約
19

万
８
０
０
０
世
帯
。

　
既
存
建
物
の
規
模
は
、
Ｒ
Ｃ

造
２
階
建
て
、
延
べ
面
積
１

２
１
３
・
１
２
㎡
。
こ
の
ほ

か
、
車
庫
（
Ｓ
造
平
屋
１
０
５

㎡
、
Ｓ
造
平
屋
27
㎡
）
や
倉

庫
（
19
・
４
８
㎡
）
や
自
転
車

置
場
（
７
・
８
㎡
）
な
ど
が
あ

る
。
敷
地
面
積
は
４
６
４
０
・

７
３
㎡
。

　
県
道
竜
ケ
崎
潮
来
線
沿
い
に

立
地
し
、
市
役
所
や
関
東
鉄

道
竜
ケ
崎
線
竜
ヶ
崎
駅
か
ら
も

近
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

が
、
浸
水
想
定
区
域
内
に
あ
る

　
筑
西
保
健
所
は
県
筑
西
合
同

庁
舎
内
へ
移
転
と
な
り
、
す

で
に
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
建

て
替
え
の
対
象
は
土
浦
・
つ
く

ば
・
古
河
・
潮
来
・
竜
ケ
崎
の

５
保
健
所
。
こ
の
う
ち
県
南
食

肉
衛
生
検
査
所
と
一
体
化
し
て

現
在
地
建
て
替
え
の
土
浦
保
健

所
は
、
新
年
度
に
供
用
開
始
す

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
残
る
４
保
健
所
の
う
ち
、
つ

く
ば
、
古
河
、
潮
来
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
中
に
実
施
設
計
を

ま
と
め
、
２
０
２
６
・
27
年
度

の
２
カ
年
で
建
設
工
事
を
行

い
、
28
年
度
に
供
用
を
開
始
す

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い

る
。

　
発
注
は
県
営
繕
課
が
担
当
。

26
年
度
の
早
期
に
建
築
工
事
の

一
般
競
争
入
札
を
公
告
し
、
順

次
、
電
気
設
備
工
事
、
空
調
設

備
工
事
、
衛
生
設
備
工
事
の
一

般
競
争
入
札
も
公
告
し
て
い

く
。
こ
の
う
ち
建
築
工
事
は
議

会
案
件
と
な
る
も
よ
う
。
概
算

事
業
費
は
、
延
べ
床
面
積
の
大

　
竜
ケ
崎
保
健
所
（
龍
ケ
崎

市
２
９
８
３

－

１
）
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
龍
ケ
崎
市
な
ど
と

調
整
し
た
結
果
、
２
０
２
７
年

３
月
閉
校
予
定
の
松
葉
小
学
校

敷
地
内
（
龍
ケ
崎
市
松
葉
２

－

２
）
へ
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
新
年
度
中
に
実
施
設
計
を

策
定
し
、
順
調
な
ら
ば
27
・
28

年
度
に
建
設
工
事
を
行
い
、
29

年
度
か
ら
供
用
を
開
始
す
る
。

経
過
し
、
手
狭
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
庁
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

は
、
施
設
の
規
模
は
Ｗ
造
平
屋

も
し
く
は
２
階
建
て
延
べ
床
面

積
約
１
５
０
０
㎡
、
敷
地
面
積

５
０
０
０
㎡
以
上
を
設
定
。
ま

た
、
新
興
感
染
症
に
対
応
す
る

た
め
事
務
室
の
拡
充
や
相
談
室

の
確
保
、
備
蓄
倉
庫
等
の
整
備

の
ほ
か
、
災
害
時
に
拠
点
と
な

る
会
議
室
の
整
備
、
災
害
対
応

の
た
め
の
敷
地
確
保
を
掲
げ
て

い
る
。

　
現
地
建
て
替
え
が
可
能
な
場

合
は
現
地
建
て
替
え
、
移
転
す

る
場
合
は
現
在
地
の
同
一
市
町

村
内
を
原
則
と
し
、
整
備
中
は

現
庁
舎
で
の
業
務
を
継
続
。
浸

水
想
定
区
域
内
で
あ
る
場
合
は

区
域
外
に
設
置
す
る
と
し
て
い

る
。

移
転
し
て
建
て
替
え
る
方
針
。

設
計
は
㈱
藤
井
設
計
（
水
戸

市
）。

　
移
転
先
は
２
０
２
６
年
３
月

に
閉
校
予
定
の
潮
来
市
立
津
知

小
学
校
（
潮
来
市
辻
８
２
９

－

１
）
の
敷
地
内
。

　
津
知
小
は
浸
水
想
定
区
域
外

に
あ
り
、
国
道
51
号
な
ど
の
道

路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
移

転
先
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
こ
と

か
ら
、
移
転
場
所
と
し
て
選
定

さ
れ
た
。

　
既
存
建
物
は
１
９
７
８
年
建

築
。
老
朽
化
や
狭
あ
い
化
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
新
し

い
建
物
を
整
備
し
て
質
の
高
い

保
健
衛
生
サ
ー
ビ
ス
、
対
人
・

対
物
保
健
分
野
へ
の
対
応
、
健

康
危
機
管
理
機
能
な
ど
を
基
本

的
な
機
能
と
し
て
持
た
せ
る
計

画
。

　
管
轄
す
る
の
は
鹿
嶋
市
、
潮

来
市
、
神
栖
市
、
行
方
市
、
鉾

田
市
の
５
市
（
人
口
約
26
万

人
、
約
11
万
世
帯
）。

こ
と
か
ら
、
県
は
市
と
協
議
し

な
が
ら
移
転
先
を
検
討
し
て
き

た
。

　
そ
の
結
果
、
現
庁
舎
か
ら
北

西
約
４
・
５
㎞
の
場
所
に
あ
る

松
葉
小
の
閉
校
に
あ
わ
せ
、
市

有
地
の
一
部
を
取
得
し
て
新
庁

舎
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
建
設
工
事
は
27
・
28
年
度
で

実
施
予
定
。
発
注
方
法
に
つ
い

て
は
、
従
来
通
り
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
建
築
工
事
を
先
行

し
、
順
次
、
電
気
設
備
工
事
、

空
調
設
備
工
事
、
衛
生
設
備
工

事
を
発
注
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。　

き
い
土
浦
保
健
所
（
約
13
億
６

０
０
０
万
円
）
よ
り
も
低
く
な

る
見
通
し
。

　
各
保
健
所
を
み
る
と
、
つ
く

ば
保
健
所
（
つ
く
ば
市
松
代

４

－
27
）
の
設
計
担
当
は
㈱
青

山
建
築
設
計
事
務
所
（
つ
く
ば

市
）。
手
代
木
公
園
の
北
西
部
、

浸
水
想
定
区
域
外
に
位
置
し
、

敷
地
西
側
は
国
道
４
０
８
号
と

接
す
る
。
１
９
４
６
年
に
県
谷

田
部
保
健
所
と
し
て
開
設
さ

れ
、
そ
の
後
、
81
年
に
現
在
地

へ
移
転
。
94
年
に
現
在
の
名
称

に
変
更
さ
れ
た
。
建
物
の
規
模

は
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
延
べ
１
１

８
４
㎡
。

　
管
轄
は
、
つ
く
ば
市
、
つ
く

ば
み
ら
い
市
、
常
総
市
の
３
市

（
人
口
約
37
万
人
、
約
17
万
世

帯
）。
感
染
症
対
策
や
食
中
毒

防
止
対
策
、
病
院
・
診
療
所
な

ど
の
医
療
機
関
に
対
す
る
各
種

相
談
指
導
な
ど
、
心
の
病
や
難

病
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
や
そ

の
家
族
の
相
談
や
支
援
な
ど
、

様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

設
計
は
㈱
早
川
建
築
事
務
所

（
水
戸
市
）。
建
物
の
規
模
は
Ｗ

造
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
、
延

べ
面
積
１
５
０
０
㎡
程
度
を
想

定
し
て
い
る
。

　
現
在
の
竜
ケ
崎
保
健
所
は
１

９
８
０
年
３
月
に
完
成
。
管
轄

区
域
は
龍
ケ
崎
市
、
取
手
市
、

牛
久
市
、
守
谷
市
、
稲
敷
市
、

阿
見
町
、
河
内
町
、
利
根
町
、

美
浦
村
の
５
市
３
町
１
村
。
人

県
が
新
年
度
か
ら
４
保
健
所
を
建
替
え

　
難
病
や
精
神
保
健
、
結
核
・
感
染
症
対
策
を
は
じ
め
、
薬
事
・
食
品
衛
生
・
環
境
衛
生
な

ど
、
専
門
性
の
高
い
業
務
を
行
う
保
健
所
。
地
域
住
民
の
健
康
を
支
え
る
、
日
常
生
活
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
。
一
方
で
各
地
域
に
点
在
す
る
施
設
は
老
朽
化
・
狭
あ
い
化
に
直

面
し
て
お
り
、
県
は
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
再
整
備
計
画
を
策
定
し
て
各
保
健
所

の
建
て
替
え
を
進
め
て
い
る
。
２
０
２
６
年
度
は
つ
く
ば
、
古
河
、
潮
来
の
建
設
工
事
に
取

り
掛
か
る
計
画
だ
。
27
年
度
に
は
竜
ケ
崎
の
着
工
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
施
設
の
完
成

は
地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
に
つ
な
が
る
。
県
が
取
り
組
む
保
健
所
再
整
備
の
進
捗
状
況
や

今
後
の
計
画
を
追
っ
た
。

つ
く
ば
は
現
在
地
、古
河
・
潮
来
は
移
転

　
保
健
所
は
地
域
住
民
の
健
康
を
支
え
る
広

域
的
拠
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
施
設
。
そ
の

専
門
性
は
高
く
、
医
師
、
薬
剤
師
、
獣
医

師
、
栄
養
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
が
配

置
さ
れ
て
お
り
、
市
町
村
が
設
置
す
る
保
健

セ
ン
タ
ー
と
は
機
能
が
異
な
る
。

　
住
民
に
よ
り
身
近
で
、
利
用
頻
度
が
高
い

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
母
子
手
帳
の
交
付
や
乳

幼
児
健
診
、
予
防
接
種
、
健
康
診
査
、
が
ん

検
診
な
ど
、
地
域
住
民
が
直
接
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
業
務
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。
２
０

２
０
年
に
中
核

市
と
な
っ
た
水

戸
市
は
保
健
所

を
設
置
す
る
義
務
が
生
じ
、
新
た
に
保
健
所

を
設
置
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
も
合
わ
せ
て
担
当
し
て
い
る
。

　
保
健
所
は
◇
健
康
に
関
す
る
こ
と
（
難
病

対
策
、
結
核
な
ど
感
染
症
の
予
防
対
策
、
医

療
・
医
薬
品
の
相
談
、
人
口
動
態
統
計
や
地

域
保
健
に
係
る
統
計
の
作
成
）
◇
精
神
保
健

福
祉
に
関
す
る
こ
と
（
統
合
失
調
症
、
う
つ

病
な
ど
の
精
神
疾
患
、
ひ
き
こ
も
り
や
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
心
の
健
康
相
談
、
関
係

機
関
・
医
療
機
関
な
ど
へ
の
紹
介
）
◇
生
活

衛
生
に
関
す
る
こ
と
（
食
品
衛
生
・
環
境
衛

生
・
水
質
調
査
な
ど
に
関
す
る
業
務
、
食
品

関
係
施
設
の
営
業
許
可
や
調
理
師
免
許
な

ど
）

－

を
取
り
扱
う
。

　
肝
炎
や
性
感
染
症
な
ど
の
検
査
の
ほ
か
、

医
療
に
関
す
る
心
配
や
不
安
へ
の
相
談
を
個

人
が
行
う
こ
と
も
で
き
る
し
、
喫
煙
場
所
の

設
置
や
感
染
対
策
な
ど
の
相
談
も
可
能
だ
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

猛
威
を
ふ
る
っ
た
当
時
、
患
者
の
入
院
措
置

や
宿
泊
療
養
、
検
体
搬
送
、
帰
国
者
接
触
者

外
来
の
受
診
調
整
、
積
極
的
な
疫
学
調
査

な
ど
、
限
ら
れ

た
人
員
で
多
く

の
業
務
を
担
っ

た
。
こ
う
し
た
新
た
な
感
染
症
へ
の
対
策
を

強
化
す
る
こ
と
も
、
県
が
保
健
所
の
建
て

替
え
に
踏
み
切
っ
た
理
由
の
１
つ
だ
。
さ
ら

に
、
本
県
で
も
相
次
い
だ
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
豚
熱
な
ど
へ
の
対
応
も
担
う
な
ど
、
保

健
所
が
果
た
す
役
割
と
そ
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　
保
健
所
は
新
興
感
染
症
対
策
や
大
規
模
災

害
時
の
健
康
危
機
管
理
の
司
令
塔
で
あ
り
、

機
能
強
化
を
図
る
庁
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
、
県
民
生
活
に
と
っ
て
、
決
し
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
事
業
だ
。

地
域
の
健
康
支
え
る
保
健
所

松
葉
小
敷
地
へ
移
転
新
築

竜
ケ
崎
は
27
年
度
着
工

▲現在の古河保健所の外観

▲つくば保健所は現在地で建て替える

移転先
（津知小学校）

現潮来保健所
所在地

ＮＮ

潮来市役所潮来市役所
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㈱茨城ポンプ
宇野建設工業㈱
㈲浦井工務店
㈲ 江 幡 工 業
㈱ お ぎ 建 興
康 和 建 設 ㈱
㈱ 五 建 興 業
㈱サトウ塗工社

茨 城 町 南 島 田 5 6 9

茨 城 町 海 老 沢 6

茨 城 町 長 岡 1 7 9 7

茨 城 町 駒 場 1 8 1－4

茨城町鳥羽田370－3

茨 城 町 長 岡 5 2 2

茨 城 町 網 掛 3 0

茨城町谷田部1027－1

TEL 029－292－2218

TEL 029－293－6008

TEL 029－292－0224

TEL 029－292－1503

TEL 029－292－7785

TEL 029－292－1920

TEL 029－293－9525

TEL 029－291－1909

茨 城 町 下 座 6 3 1

茨 城 町 小 堤 1 6 3

茨城町上石崎3948

茨 城 町 駒 渡 1 2 5 1

茨城町小堤1743－1

茨 城 町 長 岡 1 7 9 8

茨城町小鶴1357－3

茨 城 町 奥 谷 1 9 7 6

TEL 029－292－8054

TEL 029－292－2555

TEL 029－293－7607

TEL 029－292－2394

TEL 029－292－0069

TEL 029－292－0325

TEL 029－292－6103

TEL 029－292－7229

長谷川電設工業㈲
林建設工業㈱
㈱涸沼建設工業
㈲ 細 谷 建 材
㈱松浦工務店
六 美 建 設 ㈱
㈱ 柳 田 組
㈱ 和 幸 工 業

㈱ 進 栄 建 設
㈱ 関 根 電 気
大 恵 建 設 ㈱
大 昭 工 業 ㈱
㈱高木工務店
㈲ 戸 塚 組
㈲根崎工務店
長谷川建設㈱

茨城町神谷779－10

茨 城 町 大 戸 8 6 9－2

茨 城 町 小 鶴 1 4 9 6

茨 城 町 長 岡 3 7 0

茨 城 町 小 堤 3 7 2

茨城町秋葉1066－2

茨 城 町 小 鶴 2 0 0 9

茨 城 町 小 鶴 1 3 9 3
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県内で進む民間工事
　本稿では、県内各地で進む民間建築計画について取り上げる。下
妻市ではエバラ食品工業㈱が工場用地約６万㎡を取得。常陽銀行は
新本店ビルの着工がいよいよ間近だ。イオンリテール㈱は石岡市に
新たな店舗の建設を計画。㈱ＡＤＥＫＡは神栖市の鹿島工場でプラ
ント新設に32億円を投じるなど活発な動きを見せている。

　
調
味
料
食
品
の
製
造
販
売
を
主
な
業
務
と
す
る
エ
バ
ラ
食
品
工
業
㈱
（
本
社
・
神
奈
川
県

横
浜
市
、
森
村
剛
士
代
表
取
締
役
社
長
）
は
昨
年
６
月
に
下
妻
市
の
「
し
も
つ
ま
中
央
工
業

団
地
」
に
お
い
て
新
工
場
用
地
を
取
得
。
敷
地
面
積
は
６
万
１
１
２
５
・
４
５
㎡
で
、
エ
バ

ラ
食
品
工
業
の
工
場
用
地
と
し
て
は
最
大
規
模
と
な
る
。
土
地
の
取
得
額
は
約
21
億
円
。
今

後
は
数
期
に
分
け
て
製
造
体
制
を
整
備
し
て
い
く
予
定
。
２
０
２
８
年
度
の
第
１
期
操
業
開

始
を
目
指
し
て
い
く
。

　
工
場
の
規
模
や
詳
細
等
に
つ

い
て
は
未
定
。「
製
造
体
制
の

変
革
に
よ
る
大
量
生
産
か
ら
多

品
種
少
量
生
産
ま
で
の
対
応
力

ア
ッ
プ
」
に
向
け
、
国
内
製
造

体
制
の
再
編
を
進
め
る
。
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
最
適
か
つ
機

動
的
に
提
供
す
る
た
め
、
基
盤

整
備
に
着
手
す
る
。

　
エ
バ
ラ
食
品
工
業
グ
ル
ー
プ

は
、
33
年
度
に
向
け
た
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
で
「
お
い
し
さ
、
た
の

し
さ
、
あ
た
ら
し
さ
で
食
カ
テ

ゴ
リ
ー
を
創
造
す
る
企
業
」
を

あ
り
た
い
姿
と
定
め
、
挑
戦
と

成
長
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
持

業
。
建
物
は
取
り
壊
さ
れ
、
現

在
は
更
地
の
状
態
。

　
敷
地
面
積
は
当
時
は
約
４
万

８
０
０
０
㎡
だ
っ
た
が
、
新
店

舗
の
建
設
に
向
け
て
約
６
万
５

０
０
０
㎡
に
敷
地
を
拡
大
。
敷

地
は
同
社
の
所
有
の
ほ
か
一
部

地
権
者
か
ら
賃
借
予
定
。

　
新
店
舗
の
規
模
や
事
業
費
は

い
く
。

　
同
社
が
新
プ
ラ
ン
ト
で
製
造

す
る
Ｍ
Ｏ
Ｒ
用
金
属
化
合
物

は
、
フ
ォ
ト
レ
ジ
ス
ト
の
Ｅ
Ｕ

Ｖ
吸
収
率
や
エ
ッ
チ
ン
グ
耐
性

を
向
上
さ
せ
る
キ
ー
マ
テ
リ
ア

ル
で
あ
り
、
先
端
メ
モ
リ
向
け

高
誘
電
材
料
を
創
出
す
る
上
で

欠
か
せ
な
い
金
属
錯
体
技
術
を

応
用
し
て
製
品
化
し
た
。
す
で

に
鹿
島
化
学
品
工
場
内
の
Ａ
Ｌ

ひ
た
ち
な
か
新
工
場
の
建
設
を

進
め
て
い
る
。

　
同
社
は
さ
ら
な
る
既
存
事
業

の
生
産
能
力
拡
張
や
新
規
事
業

の
創
出
、
事
業
化
の
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
確
保
を
目
的
に
、
新
工

場
敷
地
の
北
側
に
隣
接
し
て
い

た
拡
張
地
区
を
新
規
取
得
。
こ

れ
に
よ
り
、
既
存
敷
地
で
あ

る
約
22
・
４ 

ha
と
合
わ
せ
て

合
計
約
31
・
８ 

ha
と
な
っ
た
。

今
後
は
半
導
体
用
ス
パ
ッ
タ
リ

ン
グ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
生
産
に
関

わ
る
建
屋
整
備
の
ほ
か
、
県
内

拠
点
の
管
理
間
接
部
門
を
統
合

し
た
茨
城
事
業
所
の
新
設
、
県

内
へ
の
本
社
機
能
一
部
移
転
な

ど
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱
は
イ
オ

ン
石
岡
店
跡
地
の
開
発
計
画
を

推
進
し
て
い
る
。
２
０
２
８
年

中
の
開
業
を
目
指
し
、
早
け
れ

ば
新
年
度
に
も
工
事
に
着
手
す

る
。

　
イ
オ
ン
石
岡
店
（
石
岡
市
石

岡
２
７
５
２

－

１
）
は
１
９
８

７
年
12
月
12
日
に
ジ
ャ
ス
コ
石

機
能
を
新
本
店
ビ
ル
に
集
約
す

る
予
定
。
執
務
人
数
は
約
１
０

０
０
人
を
見
込
む
。

　
新
本
店
ビ
ル
の
建
設
場
所
は

水
戸
市
大
町
２

－

１

－
４
ほ
か

で
、
現
在
は
駐
車
場
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。
現
本
店
ビ
ル
の

北
側
、
芸
術
館
通
り
沿
い
に
位

置
す
る
。
敷
地
面
積
は
約
７
５

０
０
㎡
。
同
地
に
新
本
店
ビ
ル

と
自
走
式
立
体
駐
車
場
（
約
１

６
０
台
収
容
）
を
設
け
る
。

　
フ
ロ
ア
構
成
は
１
階
に
地
域

貢
献
施
設
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
２
階

に
本
店
営
業
部
、
３
階
に
会
議

室
・
応
接
室
・
研
修
施
設
、
４

～
７
階
に
執
務
室
・
会
議
室
、

８
階
に
食
堂
を
設
け
る
。
建
物

内
部
に
は
吹
き
抜
け
空
間
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
イ
ド
」

を
配
置
。
自
然
採
光
、
自
然
換

気
の
ほ
か
、
上
下
の
執
務
階
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
円
滑
化

新
工
場
（
仮
称
）
の
敷
地
の
北

側
に
隣
接
。
生
産
能
力
拡
張
や

新
規
事
業
の
創
出
な
ど
を
目
指

し
て
建
屋
整
備
な
ど
進
め
る
。

　
栃
木
県
、
群
馬
県
に
工
場
が

あ
り
、
１
９
８
０
年
に
設
立
し

た
群
馬
工
場
に
つ
い
て
は
２
０

２
７
年
３
月
の
操
業
停
止
を
予

定
し
て
い
る
。
業
務
用
商
品
の

製
造
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、

　
常
陽
銀
行
が
建
設
を
計
画
す

る
新
本
店
ビ
ル
の
着
工
が
近
づ

い
て
い
る
。
施
設
規
模
は
Ｓ
造

（
免
震
構
造
）
地
下
１
階
地
上

８
階
建
て
延
べ
床
約
２
万
５
０

０
０
㎡
。
県
産
材
の
活
用
や
Ｚ

Ｅ
Ｂ
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
の
認
証
取
得

を
目
指
し
て
い
く
。
設
計
は
㈱

日
建
設
計
。
１
月
か
ら
工
事
に

着
手
し
、
２
０
２
８
年
度
の
竣

工
と
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。

　
現
本
店
ビ
ル
（
南
町
２

－
５

－

５
）
は
１
９
６
５
年
の
竣
工

で
延
べ
床
面
積
は
１
万
３
１
９

３
㎡
。
建
築
か
ら
60
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
新
本
店
ビ
ル
の
建
設
を

決
定
し
た
。
新
本
店
ビ
ル
の
建

設
に
伴
い
、
近
隣
の
新
原
事
務

セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
）、
友
部

研
修
セ
ン
タ
ー
（
笠
間
市
）
の

　
Ｊ
Ｘ
金
属
㈱
は
常
陸
那
珂
工

業
団
地
第
１
期
拡
張
地
区
９
・

４ 

ha
を
県
か
ら
取
得
し
た
。

同
地
は
建
設
中
の
ひ
た
ち
な
か

続
的
な
新
価
値
の
提
供
を
通

じ
て
、
独
自
性
の
あ
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
で
人
々
の
食
生
活
に

貢
献
し
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ

る
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

現
段
階
で
は
未
定
。
今
後
設

計
の
策
定
に
取
り
掛
か
っ
て
い

く
。
工
事
期
間
は
最
大
で
２
年

程
度
を
見
込
ん
で
お
り
、
26
～

27
年
度
の
着
工
を
目
指
す
。

　
同
地
の
近
隣
に
は
住
宅
地
の

ほ
か
、
柏
原
工
業
団
地
が
あ

り
、
勤
め
先
と
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

の
両
方
の
性
質
を
持
っ
た
商
圏

と
言
え
る
。
店
舗
の
形
態
は

現
段
階
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
大
き
な
商
圏
で
な
く
、
近

隣
に
住
む
住
民
に
取
っ
て
利
便

性
の
あ
る
施
設
に
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。

Ｄ
材
料
製
造
ラ
イ
ン
で
量
産
化

し
顧
客
へ
供
給
を
開
始
し
て
お

り
、
こ
の
た
び
、
高
Ｎ
Ａ 

Ｅ

Ｕ
Ｖ
露
光
の
本
格
導
入
を
見
据

え
て
Ｍ
Ｏ
Ｒ
用
金
属
化
合
物
の

専
用
プ
ラ
ン
ト
を
新
設
す
る
運

び
と
な
っ
た
。

　
建
屋
内
に
は
将
来
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
、
本
格
的
な
需
要
増

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
高
Ｎ

Ａ 

Ｅ
Ｕ
Ｖ
露
光
を
は
じ
め
と

す
る
次
世
代
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
工

程
の
技
術
革
新
を
に
ら
ん
だ
新

規
材
料
の
製
造
も
検
討
し
て
い

る
。

　
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
㈱
は
、
阿

見
工
場
（
阿
見
町
星
の
里
22
）

に
お
い
て
、
チ
ー
ズ
増
産
に
向

け
た
設
備
投
資
を
行
う
。
投
資

額
は
約
15
億
円
を
試
算
。
２
０

２
７
年
４
月
に
着
工
予
定
。

　
同
社
は
、
今
期
よ
り
始
ま
る

新
経
営
計
画
に
お
い
て
、
新
た

な
発
想
を
基
に
生
産
体
制
を
進

化
さ
せ
、
乳
の
価
値
と
需
給
構

造
の
転
換
を
目
指
し
て
い
る
。

計
画
実
現
の
た
め
、
阿
見
工
場

で
は
北
海
道
産
チ
ー
ズ
を
原
料

と
し
た
新
た
な
チ
ー
ズ
の
増
産

に
向
け
た
設
備
投
資
を
実
施
。

同
社
の
強
み
で
あ
る
チ
ー
ズ
市

場
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
さ
ら
に

高
め
る
た
め
、
新
た
な
高
付
加

価
値
チ
ー
ズ
の
製
造
設
備
を
導

入
す
る
。

　
工
事
内
容
は
設
備
の
導
入
の

み
で
、
新
た
な
建
屋
を
建
設
す

る
予
定
は
な
い
。
28
年
度
上
期

の
稼
働
開
始
を
目
指
す
。

岡
店
と
し
て
開
業
し
、
そ
の
後

イ
オ
ン
石
岡
店
に
改
称
し
た
。

水
戸
市
と
土
浦
市
の
中
間
に
位

置
し
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
石
岡
駅
か

ら
車
で
約
５
分
、
国
道
６
号

（
水
戸
街
道
）
に
面
し
た
交
通

利
便
性
の
高
い
場
所
に
立
地
し

て
い
た
が
、
建
物
の
老
朽
化
な

ど
の
理
由
で
２
０
１
９
年
に
休

　
化
学
品
事
業
や
食
品
事
業
、

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
事
業
な
ど

を
幅
広
く
展
開
す
る
㈱
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｋ
Ａ
（
東
京
都
荒
川
区
）
は
、

鹿
島
化
学
品
工
場
（
神
栖
市
東

和
田
29
）
に
金
属
化
合
物
の
プ

ラ
ン
ト
を
新
設
す
る
。
投
資
金

額
は
32
億
円
で
施
設
の
延
べ
床

面
積
は
１
０
５
０
㎡
。
２
０
２

６
年
４
月
に
着
工
し
28
年
４
月

の
営
業
運
転
開
始
を
目
指
し
て

を
図
る
。

　
１
階
に
設
け
る
地
域
貢
献
施

設
は
カ
フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
想
定
し
て
お

り
、
面
積
は
約
５
０
０
㎡
を
見

込
む
。
会
議
室
の
収
容
数
は
５

０
０
人
程
度
。

　
同
社
は
２
０
２
２
年
度
、
先

端
素
材
分
野
の
新
た
な
中
核
拠

点
を
整
備
す
る
た
め
に
工
業
団

地
内
に
大
規
模
用
地
を
取
得
。

今
後
は
同
工
場

の
生
産
品
を
他

の
国
内
グ
ル
ー

プ
工
場
等
で
生

産
す
る
。

　
し
も
つ
ま
中

央
工
業
団
の
所

在
地
は
下
妻
市

古
沢
・
袋
畑
地

内
。
圏
央
道
常

総
Ｉ
Ｃ
か
ら
約

15
分
、
国
道
１

２
５
号
と
国
道

２
９
４
号
の
交

差
点
南
西
部
に

位
置
。
交
通
利

便
性
が
高
く
首

都
圏
主
要
都
市

へ
の
ア
ク
セ
ス

に
優
れ
る
。

下
妻
市
で
新
工
場
用
地

常
陸
那
珂

工
業
団
地 
敷
地
面
積
は
計
31
・
８
ha

最
大
規
模
６
万
㎡
取
得

新
工
場
隣
接
地
を
取
得

エバラ食品工業

ＪＸ金属

国道125号国道125号

国道294号国道294号

イオンモールイオンモール

カルビー株式会社
約19ha

カルビー株式会社
約19ha

株式会社プレジィール
約3.7ha

株式会社プレジィール
約3.7ha エバラ食品工業株式会社

約6.1ha
エバラ食品工業株式会社

約6.1ha

新本店ビルがいよいよ着工
8階建て延べ2.5万㎡

常陽銀行

阿見工場で15億投資
チーズ増産へ設備増強

雪印メグミルク

４
月
着
工
し
28
年
運
転
開
始

新
プ
ラ
ン
ト
建
設
に
32
億

ＡＤＥＫＡ
石
岡
店
跡
地
を
開
発
へ

28
年
の
開
業
目
指
す

イオンリテール
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２
０
２
６
年

主
要
事
業

県
央
地
域

県
央
地
域

　
大
洗
町
は
消
防
本
部
（
磯
浜
町
６
８
８
１

－

１
９
１
）

を
大
貫
町
地
内
へ
移
転
す
る
。
順
調
な
ら
ば
新
年
度
か
ら

２
カ
年
で
建
設
工
事
を
進
め
て
い
く
。
規
模
は
付
属
建
物

を
含
め
延
べ
床
面
積
３
３
０
０
㎡
程
度
を
想
定
。
実
施
設

計
は
㈱
柴
建
築
設
計
事
務
所
（
水
戸
市
）。

　
現
在
の
消
防
本
部
庁
舎
（
Ｒ

Ｃ
造
２
階
建
て
延
べ
１
０
５
０

㎡
、
建
築
面
積
６
９
７
㎡
）
は

１
９
７
８
年
３
月
に
竣
工
。
防

災
備
蓄
倉
庫
併
設
の
訓
練
消
防

塔
（
Ｓ
造
２
階
建
て
延
べ
１
０

９
㎡
）
な
ど
も
あ
る
。
敷
地
面

積
は
２
３
１
９
㎡
。

　
敷
地
は
町
役
場
の
北
側
、
津

波
浸
水
想
定
区
域
内
に
あ
り
、

東
日
本
大
震
災
で
は
津
波
の
被

害
を
受
け
、
今
後
も
大
規
模
な

津
波
な
ど
で
被
災
し
た
場
合
に

機
能
を
維
持
で
き
な
く
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
。

　
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
や
狭

あ
い
化
な
ど
も
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
た
め
、
高
台
に
位
置
す

る
大
貫
町
の
町
有
地
（
Ａ
約

１
万
㎡
）
へ
移
転
す
る
こ
と
と

　
小
美
玉
市
は
小
川
地
区
に
新

た
な
生
涯
学
習
交
流
施
設
を
整

備
す
る
。
順
調
な
ら
ば
新
年
度

中
に
も
工
事
費
を
予
算
化
し
、

１
～
２
年
程
度
で
建
設
工
事
を

実
施
し
た
い
考
え
。
４
０
０
㎡

程
度
の
施
設
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
既
存
の
小
川
図
書
館
・

資
料
館
を
改
修
し
て
連
携
さ
せ

る
。
設
計
は
㈱
河
野
正
博
建
築

設
計
事
務
所
（
つ
く
ば
市
）
が

担
当
。

　
整
備
場
所
は
旧
小
川
公
民
館

な
っ
た
。

　
移
転
場
所
は
国
道
51
号
大
貫

台
交
差
点
の
南
西
部
。
付
近
に

は
㈱
千
代
田
テ
ク
ノ
ル
茨
城
営

業
所
（
大
貫
町
３
５
２
２
）
が

立
地
。
区
域
区
分
は
市
街
化
調

整
区
域
（
用
途
地
域
指
定
な

し
、
建
ぺ
い
率
40
％
／
容
積
率

80
％
）。

　
海
抜
32
～
34
ｍ
で
津
波
・
洪

水
に
よ
る
浸
水
の
可
能
性
は

低
く
、
地
盤
が
強
固
で
あ
る
た

め
、
地
震
・
土
砂
災
害
な
ど
の

危
険
性
は
ほ
ぼ
な
い
と
さ
れ

る
。

　
水
道
本
管
や
道
路
の
舗
装
は

千
代
田
テ
ク
ノ
ル
の
前
面
ま
で

整
備
さ
れ
て
お
り
、
進
入
路
は

町
道
８

－

２
０
７
２
号
線
を
延

伸
し
て
国
道
51
号
に
接
続
す

る
。

建
設
工
事
共
同
企
業
体
の
施
工

で
Ｓ
造
３
階
建
て
、
延
べ
７
３

７
㎡
の
新
校
舎
を
増
築
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
住
宅
の
開

発
が
続
き
、
推
計
で
は
28
年
度

に
教
室
数
が
不
足
す
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新

た
な
校
舎
を
増
築
し
て
対
応
す

る
。

　
増
築
校
舎
の
規
模
は
、
既
存

校
舎
ま
で
の
渡
り
廊
下
な
ど
を

含
め
９
０
０
㎡
を
想
定
。
内
部

に
は
職
員
室
増
設
、
音
楽
室
、

に
し
た
。

　
概
算
事
業
費
の
内
訳
は
、
建

設
費
が
77
億
円
、
運
営
費
（
20

年
＋
処
理
委
託
料
）
が
１
４
６

億
８
０
０
０
万
円
、
そ
の
他
経

費
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
類
施
設

整
備
、
解
体
、
工
事
期
間
中
の

処
理
委
託
費
等
）
が
８
億
５
０

　
水
戸
市
は
五
軒
市
民
セ
ン

タ
ー
の
改
築
に
向
け
、
基
本
・

実
施
設
計
を
㈱
根
本
建
築
設
計

事
務
所
（
水
戸
市
）
で
進
め
て

い
る
。
建
物
は
Ｓ
造
平
屋
、
延

べ
面
積
８
５
０
㎡
程
度
。
２
０

２
５
・
26
年
度
の
２
カ
年
で
策

定
作
業
を
終
わ
ら
せ
る
。
み
と

文
化
交
流
プ
ラ
ザ
（
五
軒
町
１

－

２

－

12
）
は
新
年
度
に
解
体

工
事
が
完
了
す
る
見
通
し
で
、

そ
の
後
に
建
設
工
事
に
着
手
す

る
。

　
新
た
な
五
軒
市
民
セ
ン
タ
ー

は
、
み
と
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
の

跡
地
（
五
軒
町
１
丁
目
）
に
整

備
す
る
。
敷
地
面
積
は
１
９
５

１
・
８
㎡
、
用
途
地
域
は
近
隣

商
業
地
域
。

始
。
地
域
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮

な
農
産
物
や
加
工
品
・
工
芸
品

な
ど
の
産
地
直
売
を
は
じ
め
、

常
陸
秋
そ
ば
な
ど
を
使
っ
た
郷

土
料
理
を
提
供
し
て
い
る
。

　
近
隣
で
は
県
が
国
道
１
２
３

号
那
珂
川
大
橋
の
架
替
え
を
進

め
て
お
り
、
こ
の
影
響
を
受
け

る
た
め
、
現
在
地
の
東
側
隣
接

地
へ
移
転
し
て
建
て
替
え
る
。

　
新
施
設
の
規
模
は
Ｓ
造
２
階

建
て
１
７
６
０
㎡
。
設
計
は
㈱

た
、
給
湯
室
や
倉
庫
、
授
乳

室
、
ト
イ
レ
、
読
書
・
学
習
ス

ペ
ー
ス
な
ど
も
配
置
。

　
会
議
室
に
つ
い
て
は
間
仕
切

り
を
取
り
外
せ
ば
多
目
的
ホ
ー

ル
と
し
て
会
合
・
学
習
・
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
で
活
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環

境
も
整
備
す
る
。

　
小
川
図
書
館
・
資
料
館
に
つ

い
て
は
、
風
除
室
の
位
置
変

更
や
ト
イ
レ
改
修
（
床
段
差
解

消
、
乾
式
工
法
の
床
へ
の
改

修
、
衛
生
設
備
・
照
明
器
具
の

更
新
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
改

修
）、
受
付
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー

設
置
な
ど
を
行
う
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　
な
お
、
２
０
２
２
年
度
に
策

定
さ
れ
た
旧
小
川
小
跡
地
周
辺

地
域
再
整
備
基
本
計
画
で
は
、

生
涯
学
習
交
流
施
設
や
ア
ク
セ

ス
道
路
、
駐
車
場
３
カ
所
の
整

備
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
概
算
事
業
費
は
約
８
億
５

０
０
０
万
円
。

　
水
戸
市
は
吉
沢
小
学
校
（
吉

沢
町
１
６
９

－

１
）
の
校
舎
増

築
工
事
に
向
け
て
設
計
を
進
め

て
お
り
、
予
算
が
付
け
ば
新
年

度
か
ら
２
カ
年
で
建
設
工
事
を

実
施
す
る
。
増
築
す
る
の
は
職

員
室
棟
と
特
別
教
室
棟
で
、
規

模
は
Ｓ
造
２
階
建
て
、
延
べ
床

力
は
１
０
５
ｔ
／
日
（
52
・
５

ｔ
／
16
ｈ
×
２
炉
）。
粗
大
ご

み
処
理
施
設
の
処
理
能
力
は
35

ｔ
／
５
ｈ
。
建
物
の
延
べ
床

面
積
は
５
７
２
４
・
８
６
㎡
。

煙
突
は
Ｒ
Ｃ
（
外
筒
）・
鋼
板

（
内
筒
）・
地
上
高
59
ｍ
。
敷
地

面
積
２
万
１
０
３
９
㎡
。

　
老
朽
化
へ
の
対
応
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
市
は
人

口
減
少
を
踏
ま
え
て
既
存
の
も

の
よ
り
も
小
さ
い
規
模
を
想
定

房
、
ト
イ
レ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
、
仮
眠
室
、
女
性
用
施
設
な

ど
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
基
本
と
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
自
家
給
油
設

備
、
耐
震
性
貯
水
槽
、
案
内
掲

示
板
、
無
線
塔
、
井
戸
、
警
告

板
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。

　
停
電
に
備
え
自
家
発
電
設
備

な
ど
も
整
備
し
、
必
要
最
低
限

の
電
力
を
最
低
３
日
間
連
続
し

て
供
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

熱
遮
断
ガ
ラ
ス
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
、
人
感
セ
ン
サ
ー
付
照
明
な

ど
も
採
用
す
る
。

跡
地
（
小
川
１
６
６
１

－
１
）。

１
９
９
１
年
建
築
の
小
川
図
書

館
・
資
料
館
（
Ｒ
Ｃ
造
１
３
５

７
・
５
１
㎡
、
小
川
１
６
６

４

－
２
）
を
改
修
す
る
と
と
も

に
、
デ
ッ
キ
や
芝
生
の
屋
外
テ

ラ
ス
な
ど
を
整
備
し
て
一
体
的

に
活
用
す
る
計
画
。

　
生
涯
学
習
交
流
施
設
は
、
地

域
の
人
々
が
ゆ
っ
た
り
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
会

議
室
や
自
由
に
休
憩
で
き
る
ラ

ウ
ン
ジ
な
ど
を
整
備
す
る
。
ま

　
笠
間
市
は
、
老
朽
化
が
進
む

環
境
セ
ン
タ
ー
（
長
兎
路
仁

古
田
入
会
地
１

－

62
）
に
つ
い

て
、
基
幹
的
設
備
改
良
を
検
討

し
て
い
る
。
現
セ
ン
タ
ー
主
要

設
備
の
大
規
模
な
改
修
・
更
新

に
よ
る
延
命
化
を
図
る
。
概
算

事
業
費
は
運
営
費
な
ど
を
含
め

１
８
３
億
２
０
０
０
万
円
を
見

込
む
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
１
９
９
２
年

７
月
に
稼
働
を
開
始
。
焼
却
能

　
計
画
で
は
庁
舎
棟
（
消
防
本

部
・
消
防
署
・
車
庫
）、
訓
練

塔
、
防
災
備
蓄
倉
庫
、
駐
車

場
・
駐
輪
場
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

離
発
着
場
な
ど
を
整
備
す
る
予

定
。

　
庁
舎
棟
の
主
な
機
能
は
、
事

務
室
、
会
議
室
、
男
女
更
衣

室
、
書
庫
、
倉
庫
、
食
堂
・
厨

音
楽
準
備
室
、
図
書
室
、
多
目

的
室
、
男
女
ト
イ
レ
な
ど
の
配

置
を
予
定
す
る
。

　
基
本
・
実
施
設
計
に
つ
い
て

は
㈱
匠
建
築
研
究
室
（
水
戸

市
）
が
担
当
。
敷
地
面
積
は
２

万
１
０
２
８
・
４
６
㎡
。
用
途

地
域
は
第
一
種
中
高
層
住
居
専

用
地
域
。

　
増
築
す
る
職
員
室
棟
は
管

理
・
教
室
棟
の
北
側
に
、
特
別

教
室
棟
は
プ
ー
ル
が
あ
っ
た
場

所
に
配
置
す
る
予
定
。

０
０
万
円
。

　
な
お
、
検
討
業
務
委
託
に
あ

た
り
実
施
し
た
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
は
、
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
茨
城
事

務
所
を
受
託
候
補
者
と
し
て
選

定
。
履
行
期
間
は
２
０
２
７
年

１
月
29
日
ま
で
。

　
新
施
設
の
内
部
に
は
会
議

室
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
、

ホ
ー
ル
、
調
理
室
、
和
室
、
事

務
室
、
給
湯
室
、
印
刷
室
、
更

衣
室
、
ト
イ
レ
、
授
乳
室
、
倉

庫
な
ど
を
配
置
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

　
災
害
時
に
は
地
域
の
防
災
活

動
の
拠
点
と
し
て
避
難
所
と
な

る
こ
と
か
ら
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
導
入
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
高

機
能
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
新
施
設
の
建
設
工
事
は
、
市

第
７
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
（
24
～
28
年
度
）
期
間
内
の

完
成
を
目
指
し
て
い
く
。
工
事

発
注
は
従
来
ど
お
り
分
離
発
注

に
な
る
も
よ
う
。

戸
頃
建
築
設
計
事
務
所
（
水
戸

市
）。
１
階
に
は
直
売
所
や
休

憩
室
兼
情
報
発
信
室
な
ど
、
２

階
に
は
従
来
の
そ
ば
や
和
食
な

ど
が
楽
し
め
る
食
堂
の
ほ
か
、

洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
配
置
。

　
第
２
期
に
つ
い
て
は
、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
広
場
兼
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
駐
車
場
、
管

理
棟
（
33
㎡
）、
屋
外
ト
イ
レ

（
既
存
再
利
用
、
60
㎡
）、
炊
事

棟
（
12
㎡
）
な
ど
の
整
備
を

計
画
。
敷
地
面
積
は
７
５
０
０

㎡
。
県
が
実
施
す
る
那
珂
川
大

橋
架
替
え
の
進
捗
に
あ
わ
せ
て

進
め
て
い
く
見
通
し
。

面
積
９
０
０
㎡
を
想
定
し
て
い

る
。

　
吉
沢
小
学
校
（
吉
沢
町
１
６

９

－

１
）
周
辺
で
は
住
宅
の
開

発
が
進
み
、
近
年
は
児
童
数
が

年
間
30
人
程
度
増
加
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
２
０
２
１
・

22
年
度
に
株
木
・
コ
ス
モ
特
定

し
、
隣
接
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

の
建
替
え
を
検
討
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
昨
今
の
物
価
高
騰

な
ど
を
背
景
に
、
建
設
・
運

営
に
係
る
コ
ス
ト
が
大
き
く
上

昇
。
市
財
政
へ
与
え
る
影
響
も

今
後
さ
ら
に
大
き
く
な
る
こ
と

か
ら
、
現
施
設
の
基
幹
的
設
備

改
良
に
よ
る
延
命
化
や
民
間
事

業
者
へ
の
処
理
委
託
な
ど
を
含

め
、
施
設
整
備
の
手
法
に
つ
い

て
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と

　
城
里
町
は
道
の
駅
か
つ
ら

（
御
前
山
地
内
）
の
移
転
を
進

め
て
お
り
、
順
調
な
ら
ば
今
春

に
新
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
見

通
し
。
新
年
度
は
既
存
施
設
の

解
体
工
事
を
行
い
、
２
０
２
７

年
度
以
降
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
な
ど
の
第
２
期
工
事
に
着
手

し
て
い
く
予
定
。

　
道
の
駅
か
つ
ら
は
、
１
９
９

２
年
４
月
に
特
産
品
直
売
セ
ン

タ
ー
か
つ
ら
と
し
て
営
業
を
開

大 洗 町

新
年
度
か
ら
建
設
工
事

消
防
本
部
庁
舎
を
移
転

生涯学習交流施設イメージ図

図書館・資料館図書館・資料館

小
会議室
小
会議室

会議室会議室

ラウンジラウンジ

倉庫倉庫

テラステラス
園路園路

約410㎡約410㎡

多目的トイレ多目的トイレ

上部庇上部庇
給湯室給湯室

授乳室授乳室

読書・学習
スペース
読書・学習
スペース

デッキテラスデッキテラス

図書館・資料館は改修工事
新たな生涯学習施設整備へ

小美玉市／小川地区

道
の
駅

か
つ
ら 

新
施
設
は
春
オ
ー
プ
ン

五
軒
市
民
セ
ン
タ
ー
改
築

第
２
期
で
キ
ャ
ン
プ
場

新
年
度
以
降
に
工
事
着
手

城里町

水戸市

環
　
　
境

セ
ン
タ
ー 
改
修
・
更
新
で
延
命
化

設
備
改
良
の
検
討
着
手

笠間市

吉
沢
小

校
　
舎 

設
計
は
匠
建
築
研
究
室

新
年
度
か
ら
増
築
工
事

水戸市
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2026年

恭賀新年

２
０
２
６
年

主
要
事
業

県
北
地
域

県
北
地
域

　
日
立
市
は
、
日
立
特
別
支
援

学
校
（
鮎
川
町
３

－

11

－

２
）

校
舎
等
改
築
事
業
を
進
め
て
い

　
ひ
た
ち
な
か
市
は
、
新
本
庁

舎
建
設
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
市
は
こ
の
ほ
ど
、
新
本
庁

舎
建
設
基
本
構
想
を
公
表
。
新

本
庁
舎
建
設
の
必
要
性
や
基

本
理
念
、
基
本
方
針
な
ど
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
骨
格
を
示
す
と
と

も
に
整
備
方
針
を
整
理
し
て
お

り
、
新
本
庁
舎
の
延
べ
床
面
積

は
現
段
階
で
は
約
２
万
㎡
を
目

安
と
し
て
い
る
。
２
０
２
６
年

度
で
基
本
計
画
に
着
手
、
新
本

庁
舎
の
建
設
は
30
年
度
を
目
標

と
し
て
い
る
。

　
本
庁
舎
は
７
棟
で
構
成
、
総

敷
地
面
積
は
２
万
２
３
２
６

㎡
、
総
延
べ
床
面
積
は
１
万
４

２
３
２
㎡
。
行
政
棟
は
Ｒ
Ｃ
造

一
部
Ｓ
造
、
厚
生
棟
が
Ｒ
Ｃ
造

一
部
Ｗ
造
、
第
２
分
庁
舎
が
Ｓ

造
、
第
３
分
庁
舎
が
Ｓ
造
一
部

Ｒ
Ｃ
造
で
、
そ
れ
以
外
の
建
物

は
Ｒ
Ｃ
造
と
な
っ
て
お
り
、
行

政
棟
と
議
事
堂
、
厚
生
棟
は
築

55
年
が
経
過
し
て
い
る
。

　
本
庁
舎
の
課
題
と
し
て
、
本

る
。
市
で
は
基
本
・
実
施
設
計

業
務
に
つ
い
て
設
計
者
選
定
に

係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

実
施
し
、
三
上

建
築
事
務
所
・

眞
建
築
設
計
室

Ｊ
Ｖ
を
選
定
。

本
年
度
末
で
基

本
・
実
施
設
計

の
策
定
を
終
え

る
見
込
み
だ
。

２
０
２
６
年
度

か
ら
校
舎
等
の

改
築
・
解
体
工

事
、
29
年
度
に

外
構
工
事
に
取

り
掛
か
る
計
画

で
、
28
年
度
の

開
校
を
目
標
に

事
業
を
進
め
て

い
く
。

　
日
立
特
別
支

援
学
校
は
、
既

存
施
設
の
老
朽

化
・
狭
あ
い
化

が
見
ら
れ
る
ほ

庁
舎
の
分
散
化
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
の
限
界
、
災
害
時
に

お
け
る
業
務
継
続
性
と
老
朽
化

の
懸
念
、
本
庁
舎
の
狭
隘
化
を

挙
げ
て
お
り
、
課
題
解
決
に
は

本
庁
舎
の
建
て
替
え
が
不
可
欠

と
し
て
い
る
。

　
新
本
庁
舎
の
基
本
理
念
は

「
利
用
し
や
す
く
、
災
害
に
強

い
、
機
能
的
な
庁
舎
」。
基
本

方
針
と
し
て
①
誰
も
が
利
用
し

や
す
く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
円

滑
に
提
供
で
き
る
庁
舎
②
災
害

時
の
拠
点
と
な
り
、
市
民
の
安

全
・
安
心
を
守
る
庁
舎
③
将
来

の
変
化
に
も
対
応
す
る
、
効
率

的
で
効
果
的
な
庁
舎
④
環
境
に

優
し
く
、
働
き
や
す
い
庁
舎
⑤

未
来
に
つ
な
が
る
機
能
的
な
議

事
堂
を
備
え
た
庁
舎

－

の
５
つ

を
挙
げ
た
。
新
本
庁
舎
に
求
め

ら
れ
る
機
能
に
つ
い
て
は
、
基

本
計
画
や
設
計
の
段
階
で
具
体

的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
新
本
庁
舎
の
延
べ
床
面
積

は
、
現
段
階
で
は
約
２
万
１
０

こ
と
、
桜
並
木
等
の
既
存
樹
を

活
か
し
た
校
舎
配
置
と
す
る
こ

と
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
検
討
委
員
会
と
り
ま
と
め
」

で
定
義
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ

ｙ
の
建
築
物
と
す
る
こ
と
、
太

陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
を

設
け
る
こ
と
（
30 

kW
程
度
）
な

ど
も
定
め
た
。

積
約
２
８
８
０
㎡
。
建
物
は
Ｗ

造
で
、
４
棟
の
建
設
を
計
画
し

て
い
る
。
藤
森
氏
に
よ
れ
ば
、

回
廊
で
つ
な
い
で
分
棟
化
し
た

施
設
が
１
つ
の
ま
と
ま
り
を
持

つ
よ
う
に
配
置
。
中
庭
は
、
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
や
地
域
住

民
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
。

　
南
棟
に
は
店
舗
や
観
光
情
報

案
内
ス
ペ
ー
ス
、
フ
ー
ド
ホ
ー

ル
な
ど
、
西
棟
に
は
観
光
物
産

販
売
所
と
農
産
物
直
売
所
を
整

備
。
東
棟
は
多
目
的
・
カ
フ
ェ

ス
ペ
ー
ス
や
道
路
情
報
・
無
料

休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
北
棟

に
は
未
就
学
児
を
主
な
対
象
と

　
常
陸
太
田
市
は
、
常
陸
太
田

地
区
へ
太
田
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
整
備
を
計
画
し
て
い

る
。
現
在
は
新
築
に
向
け
て
㈱

柴
建
築
設
計
事
務
所
が
設
計
を

進
め
て
お
り
、
２
０
２
６
年
度

を
め
ど
に
建
築
工
事
に
着
手
し

た
い
考
え
だ
。

　
常
陸
太
田
地
区
に
は
太
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
中
城

町
１
４
４

－

４
）
が
立
地
し
て

い
る
が
、
活
動
場
所
と
し
て
規

模
が
十
分
で
な
い
と
の
こ
と
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
活

動
場
所
と
し
て
、
新
た
に
太
田

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す

オ
ー
プ
ン
。
同
施
設
の
敷
地
面

積
は
５
万
２
２
１
５
・
８
７

㎡
。
管
理
棟
や
東
屋
、
ケ
ビ

ン
、
ふ
れ
あ
い
体
験
交
流
館

「
山
ゆ
り
」、
陶
芸
工
房
、
パ

タ
ー
ゴ
ル
フ
場
、
運
動
広
場
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
な
ど
を
有

す
る
。

　
同
事
業
は
自
然
環
境
を
活
用

し
た
施
設
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
行
い
、
さ
ら
な
る
魅
力
向

上
を
図
る
。

　
交
流
館
と
科
学
館
は
劣
化
箇

棟
は
新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
る
た
め
、
解
体
せ
ず
に
長
寿

命
化
改
修
工
事
を
実
施
し
、
新

校
舎
と
一
体
的
な
整
備
を
進
め

て
い
く
。
新
校
舎
お
よ
び
屋
内

運
動
場
は
、
既
存
校
舎
が
位
置

す
る
敷
地
西
側
へ
の
配
置
を
原

則
と
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

る
。

　
校
庭
は
多
賀
中
学
校
と
の
共

　
那
珂
市
は
、
那
珂
Ｉ
Ｃ
周
辺

地
域
に
お
け
る
複
合
型
交
流
拠

点
施
設
「
道
の
駅
」
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
。
２
０
２
５
年

３
月
に
は
基
本
設
計
を
公
表
。

世
界
の
建
築
及
び
建
築
史
に

造
詣
が
深
い
建
築
家
の
藤
森
照

信
氏
を
起
用
し
、
㈱
エ
イ
プ
ラ

ス
・
デ
ザ
イ
ン
と
共
同
で
実
施

し
た
。
26
年
度
に
造
成
工
事
、

27
年
度
に
本
体
工
事
へ
の
着
手

を
目
標
に
事
業
を
進
め
て
い

く
。

　
那
珂
Ｉ
Ｃ
は
供
用
開
始
か
ら

約
40
年
が
経
過
。
こ
れ
ま
で
に

民
間
事
業
者
や
行
政
に
よ
っ
て

周
辺
地
域
の
開
発
構
想
が
幾
度

て
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
26
年
度
に
基
本
計
画

に
着
手
し
て
建
設
位
置
や
事
業

費
な
ど
に
つ
い
て
決
定
す
る
。

そ
の
後
設
計
に
取
り
組
み
、
30

年
度
を
目
標
に
新
本
庁
舎
の
建

設
着
手
を
見
込
ん
で
い
る
。

か
、
障
害
の
重
度
化
や
医
療
的

ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

の
受
入
れ
等
に
伴
う
課
題
も
生

じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
に
向
け
、
施
設
の
改
修
と
一

部
増
改
築
を
視
野
に
入
れ
て
再

整
備
を
実
施
す
る
。

　
建
物
は
１
９
７
５
年
築
の
Ｒ

Ｃ
造
２
階
建
て
。
延
べ
床
面
積

３
８
５
４
㎡
、
敷
地
面
積
は
１

万
４
０
８
７
㎡
。

　
施
設
規
模
は
、
校
舎
８
１
０

０
㎡
程
度
（
西
側
既
存
校
舎
を

含
む
）、
体
育
施
設
８
０
０
㎡

（
体
育
館
・
屋
外
体
育
倉
庫
）、

プ
ー
ル
付
帯
施
設
１
５
０
㎡
程

度
（
水
面
積
１
０
０
㎡
程
度
）、

児
童
保
育
施
設
１
５
０
㎡
程
度

（
複
合
施
設
）、
備
蓄
倉
庫
50
㎡

程
度
（
福
祉
避
難
所
用
）
で
、

計
９
２
５
０
㎡
を
想
定
。

　
校
舎
・
屋
内
運
動
場
の
構
造

は
Ｒ
Ｃ
造
を
基
本
と
し
て
お

り
、
上
下
移
動
負
担
の
軽
減
の

た
め
３
階
建
て
以
下
と
す
る
。

西
側
の
既
存
校
舎
で
あ
る
19
号

０
０
㎡
か
ら
２
万
４
０
０
０
㎡

を
目
安
と
し
て
お
り
、
公
共
施

設
の
集
約
・
複
合
化
や
多
機
能

化
す
る
場
合
に
は
規
模
が
大
き

く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

新
本
庁
舎
の
建
設
位
置
や
建
物

性
能
、
事
業
費
な
ど
に
つ
い
て

は
、
基
本
計
画
の
段
階
に
お
い

　
想
定
事
業
費
は
38
億
円
程
度

（
既
存
建
物
の
解
体
工
事
費
、

外
構
工
事
費
、
仮
設
校
舎
賃
貸

借
等
を
除
く
）
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
、
校
舎
等
の
改
築
・
解
体
工

事
を
２
０
２
６
年
度
か
ら
28
年

度
の
３
カ
年
、
外
構
工
事
を
29

年
度
で
実
施
す
る
と
の
こ
と
。

し
た
全
天
候
型
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン

を
整
備
し
て
屋
内
型
の
子
育
て

支
援
施
設
と
し
て
利
用
価
値
の

向
上
を
図
る
。

　
ま
た
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

敷
地
の
北
側
と
南
側
へ
駐
車
場

（
一
般
）、
北
東
側
へ
駐
車
場

（
大
型
）、
東
側
へ
バ
イ
ク
駐
車

場
な
ど
の
整
備
を
計
画
し
て
い

る
。

　
概
算
事
業
費
は
29
・
３
億
円

を
想
定
。
内
訳
は
、
建
築
工
事

19
・
１
億
円
、
外
構
工
事
６
・

４
億
円
、
造
成
工
事
３
・
８
億

円
と
し
て
い
る
。
28
年
秋
ご
ろ

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
整
備

を
進
め
て
い
く
。

る
。

　
市
立
太
田
小
学
校
（
中
城
町

１
５
１
）
の
プ
ー
ル
を
解
体

し
、
そ
の
跡
地
周
辺
へ
の
建
設

を
計
画
し
て
い
る
。
設
計
業
務

特
記
仕
様
書
に
よ
る
と
、
敷
地

面
積
は
約
４
９
５
０
㎡
、
Ｗ
造

平
屋
建
て
で
延
べ
床
面
積
５
０

０
㎡
程
度
を
想
定
。
予
定
工
事

費
は
約
２
億
円
（
税
込
み
、
建

物
本
体
の
み
）
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
な
お
本
年
度
は
市
立
太
田
小

学
校
プ
ー
ル
解
体
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
㈱
山
田
建
商
が
工
事

を
担
当
し
た
。

所
の
修
繕
工
事
を
実
施
。
交
流

館
に
つ
い
て
は
個
室
を
整
備
す

る
な
ど
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
利

用
し
や
す
い
よ
う
な
改
修
を
行

う
。
科
学
館
は
１
階
を
会
議
室

と
し
て
利
活
用
で
き
る
よ
う
整

備
し
、
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
行
え
る
よ
う
な
改
修
を

実
施
す
る
と
の
こ
と
。

　
ま
た
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場

に
ド
ッ
グ
ラ
ン
や
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
遊
具
な
ど
の
整
備
も
見

込
ん
で
い
る
。

　
実
施
設
計
は
㈱
匠
建
築
研
究

室
が
担
当
。
26
年
度
か
ら
２
カ

年
か
け
て
の
整
備
を
目
標
と
し

て
い
る
。

用
を
踏
ま
え
、
新
校
舎
建
設

後
も
現
在
の
位
置
の
ま
ま
と
す

る
。
ま
た
、
校
舎
間
、
校
舎
と

校
庭
間
に
中
庭
や
遊
具
広
場
な

ど
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

等
乗
降
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は

雨
天
時
で
も
安
全
に
乗
降
可
能

と
な
る
よ
う
大
庇
等
を
設
置
し

た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

も
立
て
ら
れ
た
が
、
現
在
ま
で

実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
一

方
で
、
国
道
１
１
８
号
の
４
車

線
化
や
県
植
物
園
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
な
ど
に
よ
り
、
発
展
の
可

能
性
を
大
い
に
秘
め
た
地
域
と

な
っ
て
い
る
。

　
整
備
候
補
地
は
飯
田
押
敷
交

差
点
北
西
側
で
、
前
面
道
路

は
菅
谷
・
飯
田
線
、
県
道
65
号

那
珂
イ
ン
タ
ー
線
と
な
っ
て
い

る
。
施
設
概
要
は
敷
地
面
積
約

４
万
５
０
０
０
㎡
、
延
べ
床
面

　
常
陸
大
宮
市
は
、
パ
ー
ク
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
（
山
方
５
８
５
８

－

13
）
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
推

進
事
業
を
進
め
て
い
る
。
事
業

の
一
環
と
し
て
ふ
れ
あ
い
体
験

交
流
館
「
山
ゆ
り
」
と
森
林
科

学
館
の
改
修
工
事
や
ド
ッ
グ
ラ

ン
な
ど
の
整
備
を
計
画
し
て
お

り
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
の
着

工
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
パ
ー
ク
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
は
、

都
市
交
流
の
推
進
と
観
光
振
興

を
目
的
と
し
て
１
９
８
８
年
に

特
支
校
舎
等
改
築
事
業

26
年
度
の
着
工
目
指
す

日立市

新校舎
（３階建）
新校舎
（３階建）

既存校舎
（２階建）
既存校舎
（２階建）

校庭
（特別支援学校）

校庭
（特別支援学校）

職員駐車場職員駐車場

正門正門

スクールバス等乗降スペーススクールバス等乗降スペース

大庇（雨天時等の乗降対応）大庇（雨天時等の乗降対応）

26
年
度
で
基
本
計
画
着
手

新
庁
舎
建
設
を
検
討

ひたちなか市

交
流
拠
点
施
設
道
の
駅
整
備

魅
力
向
上
目
指
し
施
設
改
修

造
成
工
事
着
手
見
込
み

着
工
は
26
年
度
を
想
定

那珂市

常陸大宮市

太田地区交流セン
ター新築工事

26年度めどで着工

常陸太田市
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２
０
２
６
年

主
要
事
業

県
南
地
域

県
南
地
域

　
基
本
計
画
に
よ
る
と
陸
上
競

技
場
の
導
入
機
能
は
、
陸
上
競

　
石
岡
市
は
老
朽
化
が
進
む
府

中
小
学
校
の
建
て
替
え
に
向
け

て
２
０
２
６
年
９
月
か
ら
基
本

設
計
に
、
27
年
６
月
か
ら
実
施

設
計
に
取
り
掛
か
る
。
28
年
９

～
11
月
に
工
事
を
発
注
。
３
期

に
分
け
て
段
階
的
に
施
工
し
て

技
場
本
体
が
走
路
（
４
０
０
ｍ

ト
ラ
ッ
ク
１
面
、
全
天
候
型
舗

装
８
レ
ー
ン
、

直
線
の
み
９

レ
ー
ン
）、
障

害
物
競
走
設

備
、
跳
躍
場
、

投
て
き
場
、
イ

ン
フ
ィ
ー
ル

ド （
天
然
芝
、

サ
ッ
カ
ー
等
の

多
目
的
な
球
技

の
利
用
を
想

定
）。

　

観
客
席
は

メ
イ
ン
ス
タ

ン
ド
６
０
０

席
、
バ
ッ
ク
ス

タ
ン
ド
３
０
０

席
、
芝
生
ス

い
く
考
え
だ
。

　
建
設
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

は
、
常
陸
国
分
尼
寺
跡
の
歴
史

を
知
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
、
校
舎
か
ら
の
常
陸
国
分
尼

寺
跡
の
眺
望
が
児
童
の
日
常
風

景
と
な
る
よ
う
計
画
。
多
様
な

　
土
浦
市
は
上
大
津
小
学
校
の

建
設
に
向
け
て
実
施
設
計
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。
工
事
の
発

注
は
新
年
度
の
早
期
と
な
る
見

通
し
で
、
６
月
議
会
へ
の
工
事

契
約
議
案
提
出
を
目
指
す
。
校

舎
お
よ
び
体
育
館
の
規
模
は
合

計
で
約
７
２
０
０
㎡
を
想
定
す

る
。

　
上
大
津
小
学
校
は
、
児
童
数

減
少
に
よ
る
課
題
解
消
の
た

め
、
上
大
津
東
小
学
校
と
菅
谷

小
学
校
を
統
合
す
る
も
の
。
新

校
舎
は
上
大
津
東
小
学
校
の

北
側
敷
地
を
拡
張
し
て
整
備
す

る
計
画
。
設
計
業
務
は
楠
山
設

工
事
費
と
し
て
33
億
６
０
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
物

価
上
昇
の
影
響
で
事
業
費
は
増

額
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

２
０
２
６
年
度
か
ら
着
工
す
る

予
定
だ
。

　
松
前
台
小
校
舎
は
１
９
８
９

年
築
。
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
３
階

建
て
延
べ
床
４
７
３
３
・
２
２

㎡
。
経
年
劣
化
や
機
能
低
下
が

著
し
い
た
め
、
計
画
的
な
学
校

　
取
手
市
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
取
手
グ

リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
野
々
井
１
２
９
９
）
の
屋
内

プ
ー
ル
観
覧
席
に
空
調
設
備
を

設
置
す
る
。
本
年
度
は
実
施
設

計
を
策
定
し
、
工
事
は
新
年
度

以
降
に
実
施
す
る
考
え
だ
。
設

計
は
㈱
海
老
原
設
計
事
務
所
。

　
建
設
地
は
阿
見
中
敷
地
内
で

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
南
側
。
部
活

な
ど
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
建
物
な
ど
は
建
っ
て
い
な

い
。
駐
車
場
と
し
て
活
用
す
る

エ
リ
ア
は
保
育
所
跡
地
の
未
利

用
地
。
ま
た
、
部
室
棟
が
計
画

地
に
か
か
る
た
め
移
設
す
る
予

型
農
業
」
を
強
力
に
推
進
し
て

い
く
も
の
。

　
建
設
場
所
は
福
岡
２
２
４
６

－

６
ほ
か
８
筆
で
敷
地
面
積
は

５
２
４
１
㎡
。
用
途
地
域
等
は

市
街
化
調
整
区
域
。

　
建
物
は
Ｓ
造
一
部
２
階
建
て

　
牛
久
市
は
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
女
化
町
８
５
９

－

３
）

の
改
修
工
事
を
計
画
し
て
い

る
。
設
計
は
㈱
相
澤
建
築
設
計

事
務
所
が
７
０
８
万
円
（
税
抜

き
）
で
落
札
。
工
事
は
予
算
が

い
る
。
た
だ
し
、
メ
イ
ン
ス
タ

ン
ド
の
機
能
や
分
棟
、
駐
車
場

の
配
置
な
ど
が
変
更
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

　
周
辺
道
路
に
つ
い
て
は
西
側

に
付
け
替
え
道
路
を
整
備
し

北
側
へ
通
行
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
付
け
替
え
道
路
の
幅
員
は

７
ｍ
程
度
を
見
込
む
。
付
け
替

え
道
路
の
設
置
と
併
せ
て
、
既

存
道
路
も
６
ｍ
程
度
に
拡
幅
す

る
予
定
。

　
道
路
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
未
定

だ
が
、
陸
上
競
技
場
の
完
成
ま

で
に
は
整
備
を
終
え
た
い
考
え

事
監
理
費
が
約
１
・
５
～
２
億

円
、
プ
ー
ル
工
事
費
が
約
15
～

17
億
円
、
外
構
工
事
費
が
約
１

～
２
億
円
、
備
品
費
が
約
０
・

５
～
１
億
円
。

　
諸
室
面
積
の
内
訳
は
プ
ー
ル

が
４
０
０
～
４
２
０
㎡
、
プ
ー

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
は
米
流
通

拠
点
の
整
備
を
計
画
し
て
お

り
、
３
月
ま
で
に
工
事
を
発
注

し
、
２
０
２
６
年
４
月
か
ら
工

事
に
着
手
す
る
予
定
。
工
事
費

と
し
て
11
億
６
６
７
３
万
５
０

０
０
円
を
計
上
し
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
な
構
造
と
す
る
。
２

階
に
は
中
高
学
年
の
教
室
や
子

タ
ン
ド
２
０
０
０
席
。
管
理
棟

（
本
棟
）
は
管
理
事
務
所
、
ト

イ
レ
、
カ
ー
ム
ダ
ウ
ン
・
ク
ー

ル
ダ
ウ
ン
ル
ー
ム
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
配
備
。
管
理
棟
（
分

棟
）
は
本
部
室
、
放
送
室
、
記

録
室
、
医
務
室
、
更
衣
室
、

シ
ャ
ワ
ー
室
、
多
目
的
集
会

所
・
会
議
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
設
け
る
こ
と
と
し
て

　
阿
見
町
は
温
水
プ
ー
ル
の
整

備
に
向
け
、
㈱
横
須
賀
満
夫
建

築
設
計
事
務
所
が
基
本
設
計
を

策
定
中
。
２
０
２
６
年
度
に
実

施
設
計
を
ま
と
め
、
27
年
７
月

の
着
工
を
目
指
す
。
規
模
は
２

０
０
０
㎡
以
内
、
総
事
業
費
は

18
～
22
億
円
を
試
算
す
る
。
整

備
候
補
地
は
阿
見
中
学
校
の
敷

地
で
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
南
側
。

　
事
業
費
の
内
訳
は
設
計
・
工

教
育
形
態
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
間
仕
切
り
計
画
や
、
一
人
ひ

と
り
の
学
び
方
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
開
放
的
な
「
階
段
と

し
ょ
か
ん
」
の
配
備
も
検
討
。

　
普
通
教
室
は
１
学
年
２
室
の

計
12
室
が
基
本
。
学
習
空
間
を

教
室
外
の
廊
下
に
も
広
げ
、
多

様
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
廊
下

を
広
く
設
け
る
。
特
別
支
援
教

室
は
８
室
程
度
と
す
る
。

計
・
須
藤
設
計
Ｊ
Ｖ
が
担
当
し

て
い
る
。

　
市
が
基
本
設
計
検
討
委
員
会

で
説
明
し
た
基
本
設
計
の
内
容

に
よ
る
と
、
建
物
は
校
舎
の
コ

ア
と
な
る
中
央
棟
の
み
Ｒ
Ｃ
造

で
そ
の
ほ
か
は
Ｗ
造
。
教
室
棟

や
中
央
棟
、
体
育
館
が
２
階
建

て
で
特
別
教
室
棟
が
平
屋
建

て
。
木
を
活
か
し
た
構
造
計
画

と
す
る
。

　
ま
た
、
建
物
の
１
階
に
は
低

学
年
教
室
や
特
別
支
援
教
室
、

本
の
広
場
、
職
員
室
、
保
健
室

な
ど
配
置
。
特
別
教
室
は
活
動

の
よ
う
す
が
内
外
か
ら
み
え
る

施
設
の
長
寿
命
化
の
一
環
と
し

て
改
修
工
事
を
行
う
。
ま
た
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
（
Ｓ
造
３
階

建
て
１
０
０
㎡
程
度
）
の
増
築

も
行
う
。
工
事
は
２
０
２
６
年

９
月
か
ら
28
年
３
月
ま
で
の
期

間
で
行
う
予
定
だ
。

　
工
事
内
容
は
内
装
改
修
工

事
、
屋
根
・
屋
上
防
水
・
バ
ル

コ
ニ
ー
・
外
壁
改
修
工
事
、
内

装
・
建
具
・
家
具
改
修
工
事
、

外
構
改
修
工
事
、
建
築
改
修
工

事
に
伴
う
電
気
・
機
械
設
備
改

修
工
事
、
屋
外
埋
設
給
排
水
管

改
修
工
事
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
・

受
水
槽
・
ポ
ン
プ
改
修
工
事
。

　
屋
内
プ
ー
ル
は
同
施
設
の
中

で
も
利
用
者
が
多
く
、
観
覧
席

の
利
用
率
も
高
い
が
空
調
は
未

設
置
の
状
態
。
ガ
ラ
ス
張
り
で

西
日
が
差
し
込
み
室
温
が
上
が

り
や
す
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
環
境
改
善
の
た
め
空
調
機

器
を
設
置
す
る
。

定
。

　
ま
た
プ
ー
ル
整
備
と
合
わ
せ

て
公
園
整
備
も
行
う
予
定
。
既

存
プ
ー
ル
の
跡
地
や
学
校
区
児

童
館
跡
地
な
ど
を
公
園
と
し
て

整
備
す
る
計
画
。
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
も
配
置
の
変
更
な
ど
を
行
う

予
定
だ
。

２
０
０
０
㎡
。
米
保
管
量
は
最

大
９
６
０
ｔ
程
度
、
生
産
能
力

は
年
間
２
４
０
０
ｔ
程
度
。

　
１
階
は
精
米
機
械
室
（
精
米

機
２
台
・
無
洗
米
加
工
機
・
生

産
ラ
イ
ン
２
レ
ー
ン
）・
備
蓄

庫
・
ト
ラ
ッ
ク
バ
ー
ス
・
事
務

室
・
直
売
所
・
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
・
ト
イ
レ
等
を
整
備
。

２
階
に
は
会
議
室
・
ト
イ
レ
等

を
設
け
る
。

　
な
お
設
計
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
㈱
が
策
定
し
た
。

付
け
ば
新
年
度
か
ら
着
手
す

る
。
複
数
年
を
か
け
て
工
事
を

行
う
可
能
性
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
同
施
設
は
１
９
９
２
年
度
の

竣
工
。
Ｒ
Ｃ
造
平
屋
建
て
で

建
築
面
積
は
３
４
８
６
・
６
６

㎡
、
延
べ
床
面
積
は
３
３
３
１

㎡
。
12
条
点
検
の
結
果
指
摘
が

あ
っ
た
箇
所
の
改
修
を
行
い
、

施
設
環
境
の
改
善
を
図
る
。

だ
。

　
基
本
計
画
の
中
で
は
概
算
工

事
費
に
41
億
４
１
０
０
万
円
を

試
算
。
こ
の
う
ち
施
設
の
建
設

　
守
谷
市
は
松
前
台
小
学
校

（
松
前
台
２

－

16
）
校
舎
の
長

寿
命
化
改
修
工
事
と
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
棟
の
増
築
を
計
画
し
て
い

る
。
現
在
は
工
事
に
向
け
た
実

施
設
計
業
務
を
㈱
桜
設
計
事
務

所
に
委
託
し
て
進
め
て
い
る
。

ル
サ
イ
ド
が
３
６
０
～
３
８
０

㎡
、
更
衣
室
・
温
浴
施
設
が
３

９
０
～
４
８
０
㎡
、
着
衣
エ
リ

ア
が
３
２
０
～
４
５
０
㎡
。
そ

の
ほ
か
、
機
械
室
・
倉
庫
が
２

０
０
㎡
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
を
想

定
す
る
。

　
米
流
通
拠
点
整
備
事
業
は
米

の
保
管
や
精
米
、
配
送
等
を

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
え
る
米
流
通
拠
点

と
し
て
計
画
。
同
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
で
地
域
農
業
と
市
場

を
効
果
的
に
つ
な
ぎ
「
み
ら
い

ど
も
ラ
ウ
ン
ジ
を
配
備
す
る
計

画
と
し
て
い
る
。

　
つ
く
ば
市
は
上
郷
高
校
跡
地
（
上
郷
２
４
９
４

－

３
）

へ
陸
上
競
技
場
を
整
備
す
る
た
め
、
既
存
施
設
の
解
体
工

事
を
進
め
て
い
る
。
本
体
工
事
の
発
注
は
２
０
２
６
年
秋

ご
ろ
を
見
込
む
。
設
計
は
㈱
あ
い
造
園
設
計
事
務
所
・
㈱

増
山
栄
建
築
設
計
事
務
所
・
㈱
申
建
築
設
計
事
務
所
Ｊ
Ｖ

が
策
定
中
。
履
行
期
間
は
26
年
１
月
30
日
ま
で
。

上
郷
高
跡
へ
陸
上
競
技
場阿

見
中
敷
地
へ
温
水
プ
ー
ル

米
流
通
拠
点
整
備
に
11
億

秋
ご
ろ
本
体
工
事
着
手新

年
度
は
実
施
設
計

３
月
ま
で
に
工
事
発
注
へ

つくば市

阿見町

つくばみらい市

阿見中学校グラウンド阿見中学校グラウンド

公園公園

公園公園

駐車場駐車場

テニス
コート
テニス
コート

プール
温浴施設等
プール
温浴施設等

府
中
小
学
校
を
建
て
替
え

新
年
度
か
ら
基
本
設
計

石岡市

上大津小の建設工事
新年度早期に発注

土浦市

松
前
台
小
の
長
寿
命
化

桜
で
実
施
設
計
進
む

守谷市

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

屋
内
プ
ー
ル
に
空
調

取手市

福
祉
セ
ン
タ
ー
を

新
年
度
か
ら
改
修

牛
久
市
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あなたのためのニーズに応える

グループ

２
０
２
６
年

主
要
事
業

県
西
地
域

県
西
地
域

　
協
和
中
の
所
在
地
は
門
井
１

８
０
３

－

７
。
敷
地
面
積
は
約

　
八
千
代
町
は
、
中
央
公
民
館

と
保
健
セ
ン
タ
ー
を
複
合
化
す

る
（
仮
称
）
保
健
子
育
て
複
合

文
化
施
設
の
整
備
を
進
め
る
。

基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
基
本

設
計
は
㈱
三
橋
設
計
が
担
当
。

２
０
２
６
年
９
月
30
日
ま
で
を

目
途
に
ま
と
め
て
い
く
。
順
調

な
ら
ば
、
26
年
度
内
に
も
実
施

設
計
に
着
手
し
た
い
考
え
。

　
保
健
子
育
て
複
合
文
化
施
設

は
、
公
民
館
と
保
健
セ
ン
タ
ー

を
複
合
化
し
、
子
育
て
支
援
の

機
能
を
加
え
る
。

　
整
備
予
定
地
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
で
検
討
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
は
築
40
年
ほ
ど

が
経
過
し
て
お
り
、
解
体
す
る

方
針
だ
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
中

央
公
民
館
の
西
側
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
南
側
に
あ
る
。

　
中
央
公
民
館
は
築
50
年
が
経

過
。
各
所
に
亀
裂
や
欠
損
、
錆

等
が
見
ら
れ
、
全
体
的
な
老
朽

５
万
７
０
７
７
㎡
。
北
側
の
一

部
敷
地
を
拡
張
す
る
予
定
。
既

化
が
進
む
。
こ
れ
ま
で
大
規
模

改
修
工
事
は
実
施
し
て
い
な

い
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は
築
年
数

37
年
ほ
ど
。
フ
ェ
ン
ス
の
傾
斜

イ
ン
な
ど
の
導
入
も
想
定
。

　
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
対

し
て
も
十
分
な
安
全
性
を
確

保
し
、
災
害
に
強
い
施
設
と
す

る
。
ま
た
、
安
全
な
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
動
線
や
乗
降
場
を
計
画

し
て
い
く
。

　
協
和
中
学
校
区
で
は
、
小
学

６
年
３
月
末
ま
で
に
ま
と
め
、

順
調
な
ら
ば
27
年
度
の
着
工
を

目
指
す
。
さ
し
ま
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
、

屋
内
遊
戯
室
、
会
議
室
、
市
民

交
流
ス
ペ
ー
ス
、
授
乳
室
な
ど

を
備
え
る
施
設
（
面
積
１
０
０

０
～
１
５
０
０
㎡
）
の
整
備
を

想
定
し
て
い
る
。

　
建
設
予
定
地
は
山
２
７
３
０

ほ
か
。
旧
猿
島
庁
舎
お
よ
び
旧

給
食
セ
ン
タ
ー
を
解
体
し
た
跡

地
で
の
整
備
を
予
定
。
旧
猿
島

庁
舎
等
の
解
体
は
㈱
安
田
建
設

が
担
当
し
た
。

　
大
屋
根
や
人
工
芝
広
場
等
の

機
能
を
備
え
た
全
天
候
型
広
場

い
く
予
定
だ
。

　
工
事
内
容
と
し
て
は
、
旧
保

育
所
の
教
室
内
に
あ
る
間
仕
切

り
撤
去
な
ど
を
予
定
。
ト
イ
レ

は
幼
児
用
し
か
無
い
状
態
で
あ

る
た
め
、
こ
れ
を
解
消
し
、
ま

た
男
女
別
で
使
え
る
よ
う
改
修

す
る
。

　
屋
外
に
あ
る
滑
り
台
や
砂
場

な
ど
、
遊
具
の
撤
去
も
行
う
も

よ
う
。

　
供
用
開
始
日
は
、
現
時
点
で

は
未
定
と
の
こ
と
。
学
童
ク
ラ

ブ
と
し
て
利
用
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
く
。

　
結
城
市
は
、
山
川
不
動
尊

（
山
川
新
宿
２
６
３

－

１
）
あ

や
め
園
整
備
を
進
め
て
い
る
。

管
理
棟
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

新
年
度
以
降
に
進
め
て
い
き
た

い
考
え
。
本
年
度
は
ト
イ
レ
や

四
阿
、
木
道
を
設
置
す
る
第
２

期
工
事
に
、
小
貫
建
設
㈱
が
着

手
。
来
年
３
月
26
日
ま
で
を
目

途
に
進
め
る
。

確
保
し
、
採
光
や
通
風
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
な
ど
に
配
慮
す

る
。
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
も
設
置

し
、
多
様
な
学
習
形
態
へ
の
対

応
を
目
指
す
。
特
別
支
援
教
室

は
、
他
の
学
級
や
保
健
室
、
職

員
室
等
の
位
置
関
係
に
配
慮
し

た
配
置
と
す
る
。

　
特
別
教
室
は
十
分
な
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
既

存
校
舎
の
特
別
教
室
と
の
共
有

化
も
検
討
。
既
存
校
舎
の
改
修

を
含
め
、
全
体
の
配
置
を
検
討

し
、
対
話
的
な
学
び
や
多
様
な

調
べ
学
習
を
支
援
す
る
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
。

　
屋
内
運
動
場
は
、
災
害
時
の

指
定
避
難
所
の
機
能
と
し
て
、

空
調
設
備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
対
応
し

た
に
可
燃
ご
み
中
継
施
設
を
建

設
す
る
計
画
だ
。
中
継
施
設
の

周
辺
道
路
も
、
搬
出
車
両
の

種
別
や
搬
出
入
量
等
が
計
画
さ

れ
た
段
階
で
、
改
め
て
検
討
を

進
め
る
。
古
河
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
廃
止
し
、
解
体
す
る
方

針
。
解
体
後
の
施
設
整
備
は
別

途
検
討
す
る
。

　
可
燃
ご
み
中
継
施
設
の
建
設

地
は
、
古
河
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
周
辺
を
第
一
候
補
地
と
す

る
。
処
理
能
力
は
、
現
在
同
地

区
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み

を
全
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
前

提
と
す
る
。

　
資
源
ご
み
処
理
施
設
は
同
地

区
に
既
存
施
設
が
あ
る
た
め
、

将
来
計
画
に
つ
い
て
組
合
と
協

議
す
る
。

存
施
設
は
校
舎
（
南
、
北
）、

屋
内
運
動
場
、
武
道
場
、
卓
球

場
、
屋
内
プ
ー
ル
な
ど
が
あ

る
。

　
新
設
校
舎
は
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建

て
、
延
べ
面
積
は
約
４
８
０
０

㎡
、
屋
内
運
動
場
は
Ｓ
造
、
延

べ
面
積
は
約
１
０
０
０
㎡
を
想

定
。
既
存
校
舎
と
新
校
舎
が
連

結
す
る
こ
と
で
、
施
設
一
体
型

と
す
る
。

　
普
通
教
室
は
十
分
な
広
さ
を

　
古
河
市
は
、
古
河
地
区
ご
み

処
理
施
設
の
一
元
化
に
つ
い

て
、
さ
し
ま
環
境
管
理
事
務
組

合
へ
加
入
す
る
方
針
を
示
し

た
。
収
集
運
搬
費
用
が
少
な
く

な
る
よ
う
、
古
河
地
区
に
は
新

校
３
校
の
う
ち
２
校
が
適
正
規

模
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
ま
た

建
物
は
築
年
数
が
約
60
年
に
な

る
も
の
も
あ
り
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
将
来
に
わ
た

り
安
定
し
て
適
正
規
模
を
維
持

で
き
る
環
境
整
備
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

（
面
積
約
１
５
０
０
㎡
）、
公

園
・
緑
地
広
場
（
面
積
約
８
０

０
０
㎡
）、
駐
車
場
、
駐
輪
場

（
面
積
約
６
０
０
０
㎡
）
な
ど

を
整
備
し
た
い
考
え
。

　
整
備
方
針
と
し
て
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
配

慮
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の

役
割
、
建
設
費
用
や
維
持
管
理

費
用
の
抑
制
に
向
け
た
機
能

性
、
建
物
の
耐
震
性
と
防
火

性
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
な
ど
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
周
辺
エ
リ
ア
は
猿
島

地
域
の
公
共
機
能
の
拠
点
で
あ

り
、
坂
東
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地

へ
の
近
接
性
、
県
施
行
の
工
業

団
地
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク

坂
東
」
等
を
見
据
え
、
猿
島
地

域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ

う
、
エ
リ
ア
全
体
の
土
地
利
用

計
画
も
検
討
す
る
。

　
公
園
の
整
備
地
は
山
川
不
動

尊
の
東
側
。
面
積
は
約
２
・
３

５ 

ha
。

　
２
０
２
３
年
度
に
着
手
し
た

土
木
造
園
工
事
は
小
貫
建
設

㈱
、
工
事
の
基
本
・
実
施
設
計

は
㈱
オ
オ
バ
茨
城
営
業
所
（
水

戸
市
）
が
担
当
し
た
。

　
四
阿
、
ト
イ
レ
は
敷
地
中
央

部
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
で
整

備
予
定
。
木
道
は
一
部
整
備
が

完
了
し
て
い
る
。

　
第
２
期
工
事
で
は
、
四
阿
や

ト
イ
レ
、
木
道
設
置
な
ど
の

ほ
か
、
浄
化
槽
設
置
工
、
汚
水

排
水
設
備
工
な
ど
を
進
め
て
い

く
。

　
公
園
の
テ
ー
マ
は
「
自
然
豊

か
な
田
園
環
境
と
周
辺
地
区
の

文
化
資
源
の
保
全
」。
子
ど
も

た
ち
が
希
少
生
物
の
観
察
な
ど

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
教
育
環

境
の
充
実
、
高
齢
者
の
健
康
増

進
な
ど
の
た
め
、
地
域
の
人
々

が
育
て
守
っ
て
い
け
る
公
園
を

目
指
す
。

た
通
信
環
境
の
整
備
を
計
画
。

屋
外
運
動
場
は
災
害
時
の
安
全

性
、
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を

考
慮
す
る
。

　
内
装
材
は
木
質
化
等
に
よ

り
、
温
か
み
と
潤
い
の
あ
る
教

育
空
間
を
目
指
す
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

　
坂
東
市
は
、
地
域
複
合
施
設

の
建
設
に
向
け
、
基
本
設
計
に

着
手
す
る
。
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
結
果
、
受
注
予
定
者
は

㈱
楠
山
設
計
に
決
定
。
２
０
２

　
常
総
市
は
、
三
妻
学
童
ク
ラ

ブ
の
移
転
改
修
工
事
を
実
施
す

る
。
本
年
度
は
㈱
ａ
ｎ
ｄ
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ｄ
建
築
設
計
事
務
所
が
実
施

設
計
を
進
め
、
年
度
内
を
目
途

に
ま
と
め
て
い
く
。
順
調
な
ら

ば
、
２
０
２
６
年
度
に
も
着
工

し
た
い
考
え
だ
。

　
既
存
の
三
妻
学
童
ク
ラ
ブ
の

所
在
地
は
、
中
妻
町
２
６
４
１

－

２
。
東
側
に
は
、
心
身
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
隣
接
し
て

い
る
。
学
童
ク
ラ
ブ
の
機
能

を
、
現
在
は
利
用
し
て
い
な
い

旧
第
二
保
育
所
へ
と
移
転
し
て

　
古
河
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
組
合
加
入
後
す
み

や
か
に
廃
止
し
、
交
付
金
対
象

期
間
内
の
解
体
を
目
指
す
。
管

理
棟
、
工
場
棟
、
車
庫
棟
で
構

成
す
る
が
、
解
体
を
行
う
範
囲

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い

く
。

　
旧
渡
良
瀬
処
理
場
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る

と
の
こ
と
。

　
20
年
間
の
一
般
廃
棄
物
処

理
事
業
費
の
試
算
（
現
時
点
）

は
、
可
燃
ご
み
中
継
施
設
等
の

施
設
整
備
費
20
億
６
０
０
０
万

円
、
古
河
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

等
の
解
体
費
７
億
７
０
０
０
万

円
、
組
合
負
担
金
３
８
９
億
５

０
０
０
万
円
な
ど
計
約
５
３
３

億
円
。

　
筑
西
市
は
、
協
和
地
区
義
務
教
育
学
校
整
備
事
業
を
進

め
る
。
整
備
予
定
地
は
、
現
在
の
協
和
中
学
校
の
敷
地
。

一
部
拡
張
し
、
既
存
の
校
舎
等
と
一
体
的
な
利
用
が
可
能

な
校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動
場
を
建
設
す
る
計
画
。
設
計
は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
結
果
、
㈱
桂
設
計
が
優
先
交
渉
権
者
に

な
っ
た
。
順
調
な
ら
ば
、
２
０
２
７
年
度
に
も
本
工
事
に

着
手
し
た
い
考
え
。
30
年
度
の
開
校
を
目
指
し
て
い
く
。

筑 西 市

協
和
で
義
務
教
育
学
校

順
調
な
ら
ば
27
年
度
着
工

敷地拡張予定地

協和中学校協和中学校

26
年
度
に
実
施
設
計
め
ど

公
民
館
等
の
複
合
化

八千代町

▲既存の中央公民館の老朽化も進んでいる

基
本
設
計
は
楠
山
が
受
注

本
年
度
は
四
阿
等
設
置

地
域
複
合
施
設
を
整
備

公
園
管
理
棟
な
ど
整
備

坂東市

結城市

古 河 市

ご
み
処
理
施
設
一
元
化
へ

中
継
施
設
を
新
た
に
整
備

新年度の着工目指す
児童クラブを移転改修

常総市

や
損
傷
な
ど
、
特
に
外
構
、
付

帯
施
設
の
劣
化
が
見
ら
れ
る
。

　
な
お
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
解

体
に
伴
い
、
プ
ー
ル
施
設
の
機

能
は
７
～
８
年
後
を
目
途
に
別

の
場
所
で
建
設
す
る
予
定
。
築

年
数
45
年
の
総
合
体
育
館
に
つ

い
て
も
、
近
年
中
の
建
て
替
え

を
予
定
し
て
い
る
。
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行
方
市
は
地
域
振
興
施
設

（
道
の
駅
）
の
整
備
に
向
け
て
、

現
在
は
建
設
予
定
地
の
測
量
業

務
を
㈱
ミ
カ
ミ
に
委
託
し
て
進

　
神
栖
市
は
公
共
下
水
道
施
設

に
お
い
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
民

容
量
を
調
査
し
、
受
変
電
設
備

の
改
修
、
又
は
更
新
の
必
要
が

あ
る
場
合
は
対
応
を
行
う
。
ま

た
災
害
時
、
電
力
会
社
か
ら
の

電
気
供
給
が
さ
れ
な
い
場
合
、

外
部
電
力
か
ら
の
電
気
供
給
が

可
能
と
な
る
よ
う
対
応
す
る
。

　
空
調
機
器
の
選
定
に
お
い
て

は
、
各
施
設
に
お
け
る
現
状
の

断
熱
性
能
を
確
認
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
高
い
機
器
を
比
較

検
討
の
上
選
定
す
る
。

ス
ト
ア
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、

付
帯
施
設
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

等
。

年
度
に
工
事
に
着
手
す
る
。

　
三
笠
山
団
地
３
号
棟
は
１
９

９
７
年
の
竣
工
。
規
模
は
Ｒ
Ｃ

造
（
一
部
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
）
７
階
建

て
延
べ
床
３
０
３
１
㎡
。
戸
数

は
35
戸
。

　
潮
来
市
は
津
知
小
学
校
の
利

活
用
に
向
け
イ
ン
フ
ラ
の
切
り

回
し
工
事
を
新
年
度
以
降
に
実

施
す
る
計
画
だ
。
本
年
度
は
設

計
を
中
央
技
術
㈱
に
委
託
し
て

進
め
る
。
設
計
業
務
の
履
行
期

間
は
２
０
２
６
年
３
月
19
日
ま

で
。

　
津
知
小
は
本
年
度
末
で
潮
来

の
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
新
た
な
学
校
給
食
共
同
調

理
場
を
移
転
新
築
す
る
。

　
建
設
地
は
神
栖
市
息
栖
４
０

０
５

－

25
外
２
筆
で
敷
地
面
積

は
約
８
５
７
９
㎡
。
相
手
方
と

地
上
権
設
定
（
44
年
間
）
契
約

を
締
結
済
み
。
敷
地
の
造
成
工

事
は
単
独
で
は
発
注
せ
ず
、
建

築
工
事
に
含
め
て
行
う
予
定
。

　
建
物
は
Ｓ
造
平
屋
建
て
３
２

２
２
・
１
２
㎡
。
高
さ
は
10
・

９
５
ｍ
。
２
階
建
て
で
な
く
平

屋
と
す
る
こ
と
で
階
段
室
や
昇

降
設
備
等
の
設
置
を
不
要
と
し

コ
ス
ト
低
減
を
図
る
。

　
調
理
機
能
は
現
施
設
と
同
等

の
４
０
０
０
食
分
を
有
し
、
炊

飯
機
能
は
８
０
０
０
食
分
の
提

供
が
可
能
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

が
付
け
ば
新
年
度
の
早
期
に
工

事
を
発
注
し
た
い
考
え
だ
。

　
鉾
田
南
小
、
鉾
田
北
小
、
大

洋
小
の
屋
内
運
動
場
に
は
空
調

設
備
が
未
設
置
。
児
童
の
学
習

環
境
向
上
や
避
難
所
と
し
て
の

し
や
す
い
施
設
づ
く
り
を
目
指

す
。

　
市
で
は
東
関
東
自
動
車
道
の

市
内
開
通
と
市
内
へ
の
Ｉ
Ｃ
お

よ
び
Ｐ
Ａ
の
整
備
が
事
業
化
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
交
流
人
口

の
増
加
な
ど
大
き
な
地
域
活
性

化
を
期
待
し
て
Ｐ
Ａ
に
隣
接
し

た
地
域
振
興
施
設
（
道
の
駅
）

を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。
場

所
は
青
沼
地
内
で
敷
地
面
積
は

約
３ 

ha
。
傾
斜
地
を
除
い
た

敷
地
面
積
は
約
２ 

ha
。
現
況

は
宅
地
、
山
林
、
農
地
な
ど
。

新
設
さ
れ
る
行
方
Ｐ
Ａ
と
隣
接

さ
れ
る
敷
地
で
あ
り
、
Ｐ
Ａ
か

ら
徒
歩
で
移
動
可
能
。
一
般
道

と
高
速
道
路
の
双
方
か
ら
の
利

用
に
よ
り
地
域
振
興
お
よ
び
観

光
の
拠
点
と
す
る
。

　
屋
内
施
設
の
規
模
は
約
２
３

０
０
㎡
、
屋
外
の
面
積
は
約
１

万
２
４
５
０
㎡
で
想
定
。
ト
イ

レ
や
飲
食
施
設
、
直
売
所
な
ど

の
機
能
を
設
け
る
。

　
導
入
機
能
と
し
て
は
休
憩
機

能
（
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
ベ

ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）、
情
報

　
現
在
の
第
一
学
校
給
食
共
同

調
理
場
は
建
設
後
30
年
以
上
が

経
過
し
て
お
り
施
設
・
設
備
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
近
年

は
安
心
安
全
な
食
材
や
衛
生
管

理
に
対
す
る
保
護
者
等
の
意
識

も
高
ま
っ
て
お
り
、
新
た
な
衛

生
管
理
基
準
や
ア
レ
ル
ギ
ー
へ

　
鉾
田
市
は
鉾
田
南
小
学
校
、

鉾
田
北
小
学
校
、
大
洋
小
学
校

の
３
校
で
体
育
館
へ
の
空
調
設

置
工
事
を
計
画
し
て
い
る
。
本

年
度
は
実
施
設
計
を
㈱
岡
野
建

築
設
計
事
務
所
に
委
託
。
予
算

め
て
い
る
。

　
同
施
設
は
道
の
駅
機
能
（
休

憩
機
能
・
情
報
発
信
機
能
・
地

域
連
携
機
能
）
と
地
域
交
流
機

能
（
飲
食
、
物

販
機
能
を
含

む
）
を
持
つ
複

合
施
設
で
行
方

Ｐ
Ａ
（
仮
称
）

の
西
側
に
整
備

す
る
。
事
業
手

法
は
運
営
管

理
者
を
先
行
し

て
決
定
す
る
Ｅ

Ｏ
Ｉ
方
式
が
有

力
。

　
Ｅ
Ｏ
Ｉ
方
式

は
、
運
営
管
理

者
を
先
行
し
て

決
定
し
、
設
計

や
建
設
に
運
営

管
理
者
が
関
与

す
る
手
法
。
運

営
管
理
者
の
意

向
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
で
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
を
適
正
化

間
事
業
者
か
ら
意
見
や
ニ
ー
ズ

を
広
く
把
握
す
る
た
め
、
第
２

回
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。
計
画
で

は
２
０
２
６
年
度
末
の
公
募
開

始
、
27
年
度
の
事
業
者
選
定
、

28
年
度
の
事
業
開
始
を
目
指
し

て
い
く
。

　
市
で
は
、
布
設
後
50
年
が
経

過
し
老
朽
化
し
た
下
水
道
管

き
ょ
が
急
増
し
て
い
る
。
老
朽

化
の
進
行
に
適
切
な
対
応
を
取

ら
な
い
場
合
、
道
路
陥
没
等
の

事
故
が
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
。

　
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
下
水
道
施

設
に
つ
い
て
は
現
在
、
供
用
開

始
後
か
ら
50
年
を
経
過
し
た
施

設
は
な
い
が
、
今
後
施
設
の
老

朽
化
が
急
増
す
る
。
適
切
な
対

応
を
取
ら
な
い
場
合
、
下
水
道

機
能
が
停
止
す
る
危
険
性
が
あ

る
。

　
一
方
、
将
来
的
な
人
口
減
少

に
伴
う
接
続
数
の
減
少
に
よ
り

水
需
要
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら

下
水
道
使
用
料
収
入
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
。
今
後
、
未
普
及

対
策
費
だ
け
で
な
く
、
老
朽
化

対
策
費
も
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
下
水
道
事
業
に
係
る
職
員

の
人
材
不
足
も
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
官
民
連
携
事
業
の
導
入

を
検
討
す
る
。

　
主
な
工
事
内
容
は
屋
根
や
外

壁
の
改
修
、
共
用
ス
ペ
ー
ス
の

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
給
排
水
設

備
の
配
管
の
更
新
な
ど
。
こ
れ

ら
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
施

設
環
境
改
善
を
図
る
考
え
。

　
ま
た
、
同
計
画
に
よ
る
と
三

笠
山
団
地
１
号
棟
と
２
号
棟
は

今
後
、
居
住
性
向
上
型
の
個
別

改
善
を
行
う
予
定
。

小
学
校
と
統
合
し
、
廃
校
と
な

る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
は
保

健
所
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る

予
定
だ
が
、
校
舎
は
利
活
用
の

方
針
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。
敷

地
の
給
排
水
や
電
気
な
ど
、
イ

ン
フ
ラ
の
切
り
回
し
工
事
を
実

施
し
、
今
後
の
利
活
用
に
備
え

る
。

の
た
め
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
調
理

室
を
新
設
。
レ
ベ
ル
３
の
除
去

食
に
対
応
す
る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
26
年
２
月
に
実
施
設
計
を

完
了
さ
せ
て
26
年
度
早
期
の
発

注
を
目
指
す
。
一
括
で
発
注
す

る
か
分
離
発
注
と
な
る
か
は
検

討
中
。
議
会
議
決
案
件
と
な
る

見
込
み
だ
が
、
６
月
議
会
に
提

出
が
間
に
合
う
か
ど
う
か
は
微

妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
と
の
こ
と
。

調
理
設
備
を
含
め
た
総
事
業
費

に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
未
定

だ
が
、
基
本
計
画
で
定
め
た
概

算
事
業
費
の
38
億
６
１
０
０
万

円
以
内
に
可
能
な
限
り
収
め
た

い
考
え
だ
。

　
工
事
は
26
～
28
年
度
で
行

い
、
28
年
９
月
の
供
用
開
始
を

目
指
す
。

利
用
環
境
改
善
を
図
る
た
め
空

調
機
器
を
整
備
す
る
。
建
物
の

断
熱
改
修
工
事
は
実
施
し
な

い
。

　
空
調
機
器
の
動
力
源
は
電
気

と
す
る
。
既
存
受
変
電
設
備
の

　
鹿
嶋
市
は
公
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
、
三
笠
山

団
地
３
号
棟
の
外
装
等
改
修
を

計
画
す
る
。
本
年
度
は
ア
ト
リ

エ
10
一
級
建
築
士
事
務
所
に
実

施
設
計
を
委
託
。
順
調
な
ら
新

発
信
機
能
（
総
合
案
内
所
、
情

報
発
信
コ
ー
ナ
ー
）、
地
域
連

携
機
能
（
飲
食
施
設
、
直
売

所
・
物
販
施
設
な
ど
）、
防
災

機
能
（
防
災
備
蓄
倉
庫
、
蓄
電

設
備
、
非
常
用
発
電
設
備
な

ど
）
な
ど
想
定
。
ま
た
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
資
す
る
機
能

と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

を
検
討
。

　
こ
の
う
ち
屋
内
に
設
置
す
る

機
能
は
ト
イ
レ
、
ベ
ビ
ー
コ
ー

ナ
ー
、
そ
の
他
休
憩
施
設
、
総

合
案
内
所
・
情
報
発
信
コ
ー

ナ
ー
、
飲
食
施
設
、
直
売
所
・

物
販
施
設
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

２
０
２
６
年

主
要
事
業

鹿
行
地
域

鹿
行
地
域

　
神
栖
市
は
市
立
第
一
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
建
築
工
事
に
新
年
度
か
ら
着
手
す
る
。
現

状
は
基
本
設
計
が
お
お
む
ね
完
了
し
、
実
施
設
計
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
設
計
業

務
は
㈱
パ
ル
綜
合
設
計
（
水
戸
市
）
が
担
当
。
施
設
規
模
は
Ｓ
造
平
屋
建
て
約
３
２
２
２
・

１
２
㎡
で
概
算
工
事
費
は
31
億
９
７
０
０
万
円
（
調
理
設
備
除
く
）。
２
０
２
６
年
度
早
期

の
発
注
を
目
指
し
て
い
く
。
発
注
形
式
は
未
定
だ
が
Ｊ
Ｖ
も
視
野
に
入
れ
る
。

規
模
は
Ｓ
造
平
屋
3222
㎡

概
算
工
事
費
は
31
・
９
億
円

神栖市

第一給食調理場の建築

岡
野
建
築
が
実
施
設
計

３
小
体
育
館
へ
空
調

鉾田市

ウォーターＰＰＰ導入
26年度末公募へ調査

神栖市

現時点でのイメージパース現時点でのイメージパース

地域振興施設の整備事業
運営管理者を先行決定

行方市

三
笠
山
団
地
３
号
棟
の
外
装

津
知
小
跡
地
利
活
用
へ

新
年
度
に
も
改
修
工
事

イ
ン
フ
ラ
の
切
り
回
し

鹿嶋市

潮来市
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－

土
木
技
術
者
女
性
の
会
の

活
動
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

　
１
９
８
２
年
、
全
国
の
女
性

技
術
者
が
つ
な
が
り
、
支
え

合
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。
当
時
は
30
人
く
ら
い
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
今
で

は
サ
ポ
ー
タ
ー
を
含
め
約
５
０

０
人
に
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
先
輩
方
が
頑
張
っ
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
す
。

　
東
日
本
支
部
で
は
現
場
見
学

会
や
交
流
会
、
キ
ャ
リ
ア
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ

育
成
に
関
わ
る
第
２
メ
ン
タ
ー

制
度
、
市
町
村
や
公
社
な
ど
で

働
く
女
性
技
術
者
を
支
援
す
る

取
組
で
す
。
女
性
の
視
点
を
活

か
し
た
提
案
が
、
結
果
的
に
男

性
職
員
に
も
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
入
庁
し
た
て
の
こ
ろ
は
女
性

の
技
術
職
が
本
当
に
珍
し
く
、

他
の
部
署
か
ら
ま
る
で
パ
ン
ダ

の
よ
う
に
見
に
来
る
人
も
い

ま
し
た
。「
女
性
の
仕
事
は
信

用
で
き
な
い
」
と
面
と
向
か
っ

て
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　
25
年
度
時
点
で
、
土
木
職
５

７
４
人
の
う
ち
、
女
性
職
員
は

46
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
15
年

度
か
ら
は
土
木
職
の
女
性
職
員

が
毎
年
途
切
れ
ず
に
入
庁
し
て

い
ま
す
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
や
フ
レ
ッ
ク

ス
、
時
差
出
勤
な
ど
様
々
な
制

度
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
上
司
や
同
僚
の
理
解
も
進

み
、
家
庭
や
育
児
と
両
立
し
な

が
ら
働
く
女
性
が
増
え
て
い
ま

す
。

　
現
場
で
も
女
性
専
用
設
備
が

整
い
、
快
適
ト
イ
レ
の
導
入
や

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
、
週

休
二
日
制
な
ど
、
女
性
で
も
働

き
や
す
い
制
度
が
広
が
っ
て
い

て
、
確
実
に
働
き
や
す
い
環
境

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま

す
。

　

－

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス

で
注
意
し
て
い
る
こ
と
は

　
私
自
身
、
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
に
は
悩
ん
だ
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。
現
場
の
事
情
で
思
う

よ
う
に
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た

り
、
子
ど
も
の
行
事
と
重
な
っ

た
り
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
上
司
や
同
僚
の
理

解
が
あ
り
、
同
じ
立
場
の
仲
間

の
存
在
に
も
助
け
ら
れ
、
今
ま

で
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
で
は
「
家
庭
が
あ
る
か
ら

無
理
」
で
は
な
く
、「
工
夫
す

み
！
ド
ボ
ジ
ョ
と
橋
を
み
て
み

よ
う
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
る
の
で
す
が
、
24
年

公
益
社
団
法
人
土
木
学
会
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
総
合
委
員

会
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
部
会
主

催
の
第
４
回
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
チ
ャ

レ
ン
ジ
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
賞

を
い
た
だ
け
た
こ
と
を
光
栄
に

思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
県
内

で
何
か
新
し
い
取
組
が
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

日
本
大
学
さ
ん
に
良
い
キ
ッ
ト

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ

を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
始
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
最
初
の
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
オ

ン
ラ
イ
ン
、
次
の
年
は
台
風
、

３
回
目
で
よ
う
や
く
初
顔
合
わ

せ
と
い
う
波
乱
万
丈
の
ス
タ
ー

ト
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
が
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
っ
て
橋
を
点
検
し
、

「
橋
の
点
検
が
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
た
時
は
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
の
１
つ
と
し
て
今
後

も
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

－

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い

て

か
、
次
世
代
育
成
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
し
て
建
設
業
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
ゼ
ネ
コ
ン
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
行
政
、
大
学
な
ど

様
々
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
業
界

の
方
が
い
る
の
で
、
お
互
い
に

刺
激
を
受
け
な
が
ら
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

－

昨
年
度
は
土
木
学
会
の
賞

を
受
賞
し
ま
し
た

　
２
０
２
１
年
か
ら
県
建
設
業

協
会
建
女
ひ
ば
り
会
さ
ん
、
石

岡
市
さ
ん
と
共
催
し
、「
夏
休

れ
ば
続
け
ら
れ
る
」
と
思
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育

て
中
の
職
員
が
無
理
な
く
働
け

る
環
境
は
、
結
果
的
に
す
べ
て

の
職
員
の
働
き
や
す
さ
に
も
つ

な
が
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
民
間
も
同
じ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
建
設
業
界
が
、
誰

も
が
安
心
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
築

く
こ
と
の
で
き
る
業
界
に
な
れ

ば
、
入
職
を
志
す
若
い
人
も
増

え
る
で
し
ょ
う
。

　

－

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　
ま
ず
、
土
木
の
仕
事
は
「
楽

し
い
！
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

道
路
が
開
通
し
た
時
の
達
成
感

も
そ
う
で
す
が
、
自
分
の
仕
事

が
目
に
見
え
て
分
か
り
、
地
図

に
も
残
る
と
て
も
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
地
域
の
人

が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
土
木
で

解
決
で
き
る
こ
と
が
す
ご
く
嬉

し
い
で
す
。

　
橋
や
道
路
、
川
の
堤
防
な

ど
、
身
近
な
イ
ン
フ
ラ
は
す
べ

て
人
の
手
で
つ
く
ら
れ
、
守
ら

れ
て
い
ま
す
。
普
段
は
気
づ
か

な
く
て
も
、
た
く
さ
ん
の
努
力

と
技
術
が
こ
も
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。
な
の
で
、「
ど
う
し

て
こ
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
小
さ
な
疑
問
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

れ
が
未
来
を
つ
く
る
第
一
歩
に

な
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

－

若
い
技
術
者
に
エ
ー
ル
を

　
現
場
で
思
い
通
り
に
い
か

ず
、
悩
む
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
ど
ん
な
経
験
も

後
で
必
ず
自
分
の
力
に
な
り
ま

す
。
焦
ら
ず
に
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
土
木
の
世
界

は
、
努
力
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
着

実
に
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事

だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
時
も

ひ
と
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
周
り

の
仲
間
や
上
司
、
先
輩
を
頼
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

　
建
設
業
で
働
く
女
性
技
術
者

は
増
え
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ

ま
だ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
す
。
女

性
技
術
者
が
“
自
分
ら
し
く
”

長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
。
家
庭
と
仕
事
の
両
立
で
悩

む
人
も
多
い
で
す
が
、
お
互
い

の
経
験
を
共
有
し
て
、
支
え
合

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い

け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　
そ
の
た
め
に
も
“
安
心
し
て

話
せ
る
場
”
づ
く
り
を
心
掛
け

て
い
き
ま
す
。
仕
事
の
悩
み
や

キ
ャ
リ
ア
の
迷
い
な
ど
を
率
直

に
話
し
合
え
る
、
そ
ん
な
温
か

い
雰
囲
気
を
大
切
に
し
た
い
で

す
。

　
26
年
は
、“
つ
な
が
り
”
と

“
支
え
合
い
”
を
テ
ー
マ
に
活

動
し
て
い
き
た
い
で
す
。
世
代

や
組
織
を
越
え
て
お
互
い
に
励

ま
し
合
い
な
が
ら
、
誰
も
が
安

心
し
て
働
け
る
業
界
を
目
指
し

ま
す
。『
女
性
が
働
き
や
す
い

職
場
は
男
性
に
と
っ
て
も
働

き
や
す
い
』、
そ
の
実
感
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
。
そ
し

て
、
若
い
人
た
ち
が
こ
の
仕

事
っ
て
い
い
な
、
と
思
え
る
よ

う
な
未
来
を
、
仲
間
と
と
も
に

つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
建
女
ひ
ば
り
会
さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
各
団
体
と
も
協
力
・

連
携
を
深
め
、
土
木
を
志
す
人

た
ち
に
と
っ
て
励
み
に
な
る
よ

う
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

－

県
庁
内
の
取
組
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か

　
土
木
部
で
は
昨
年
４
月
に

「
イ
バ
ラ
キ
な
で
し
こ
活
動

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
女
性
土
木

技
術
職
員
が
中
心
と
な
り
、
職

場
環
境
の
改
善
提
案
や
後
輩
の

　
県
土
木
部
道
路
建
設
課
の
沼
田
直
子
課
長
補
佐
は
昨
年
、
土
木
技
術
者
女
性
の
会
東
日
本

支
部
の
支
部
長
に
就
任
。
同
支
部
は
県
建
設
業
協
会
建
女
ひ
ば
り
会
、
石
岡
市
と
と
も
に
、

小
中
学
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
「
夏
休
み
！
ド
ボ
ジ
ョ
と
橋
を
み
て
み
よ
う
」
を
２
０
１
９
年

に
初
め
て
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
の
未
来
を
担
う
若
い
世
代
へ
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
や
維
持

管
理
の
大
切
さ
を
伝
え
る
取
組
を
続
け
て
い
る
。
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進

に
関
す
る
法
律
（
女
性
活
躍
推
進
法
）
が
２
０
１
６
年
４
月
１
日
に
全
面
施
行
さ
れ
、
10
年

が
経
過
し
た
。
建
設
現
場
で
女
性
が
活
躍
す
る
姿
は
、
今
で
こ
そ
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
そ
の
数
は
必
ず
し
も
多
い
と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

沼
田
支
部
長
に
今
後
の
事
業
展
開
や
女
性
活
躍
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

沼田直子（ぬまた　なおこ）　1975年5月18日生まれ。栃木県宇都宮市
出身。茨城大学工学部都市システム工学科卒業後、 98年4月に県庁へ入
庁。初配属は公園街路課。趣味はリコーダーの演奏。プロの指導を受け、
バッハやテレマンなどバロック時代の曲を主に演奏する。つくば霞ヶ浦
りんりんロードの整備に関わったのをきっかけに、ロードバイクに乗る
ようになったそうで、仲間と寄り道しながらサイクリングを楽しむ。

◆プロフィール◆

▲橋梁の点検に挑戦する子どもたち

▲土木学会のシンポジウムでチャレンジ賞を受賞した

誰もが働きやすい職場へ沼田 直子 東日本支部長
土木技術者女性の会
新春インタビュー
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〒300－0331
茨城県稲敷郡阿見町阿見 4666－3084
TEL 029－887－4834
FAX 029－888－2857

代表取締役　杉　原　栄　司

株式会社 杉原建設
特定建設業

代表取締役　廣　瀬　　　太

〒300－0835　茨城県土浦市大岩田534番地
　　　　　　　　T E L　029－821－3708
　　　　　　　　F A X　029－823－0669
　　　　　　　　E-mail　info@dai1zouen.jp

第一造園土木株式会社

〒319－2256　茨城県常陸大宮市田子内町 3200－1
TEL 0295－52－1242
FAX 0295－52－3011

代表取締役　髙野　裕

civil engineering
architecture

& development

shin-ei

特定建設業
株式会社

代表取締役専務

代表取締役　砂押一成

茨城県ひたちなか市高野48番地
contact@sunaoshi-engei.co.jp
https://sunaoshi-engei.co.jp/

緑を創造する。

株式
会社砂押園芸

代表取締役　河　野　　　武

〒319－1117　茨城県那珂郡東海村東海 2－1－19
TEL 029－282－1333
FAX 029－283－1363

総 合 建 設 業
株式
会社 

代表取締役 栗　山　秀　樹

〒300－0427　茨城県稲敷郡美浦村布佐 1049
TEL 029－885－0477
FAX 029－885－0835

「次世代に引き継がれる最高のものづくりを提供していく」 株式
会社

代表取締役　雲　井　万貴子

〒311－1111　茨城県水戸市小泉町 267－1
TEL 029－269－4497　FAX 029－269－4492

公式ウェブサイト

代表取締役　櫻　井　俊　一

〒301－0011　茨城県龍ケ崎市横町 4235－11
TEL 0297－62－0128
FAX 0297－62－0151

櫻井建設工業株式会社

明治 大正 昭和 平成 令和
創業121年

〒319－0123　小美玉市羽鳥2607－２　TEL 0299－46－0006

代表取締役 久保田　敏　夫

代表取締役　斉　藤　　　実

〒300－0805　茨城県土浦市宍塚 1677－1
TEL 029－821－2891
FAX 029－821－2882

代表取締役　�　原　清　寿
本　社　〒310－0851　水戸市千波町369番地１

TEL　029－241－6722㈹
FAX　029－241－4428

営業所　常陸太田市・かすみがうら市・那珂市・笠間市

おかげさまで創立 66 年

建設コンサルタント／補償コンサルタント／測量業登録

共同測量株式会社

【 本社 】
〒310－0804  水戸市白梅 1‒3‒23 興和ビル
TEL 029－225－6187 ㈹
FAX 029－224－0203

【 常陸太田営業所 】
〒313－0222  常陸太田市松平町 230‒2
TEL 0294－70－5180
FAX 0294－70－5181

代表取締役　平　根　成　浩

造園土木・一般土木・とび土工・法面処理・設計施工管理

〒306-0044 茨城県古河市新久田211-5
TEL: 0280-48-5888 (代表)　 FAX:0280-48-6088
E - m a i l :  w a t a r a s e @ c r o n o s . o c n . n e . j p

茨城県水戸市中丸町 276－3
ＴＥＬ  029－252－3841
ＦＡＸ  029－253－0103
ＵＲＬ：https://www.ovaltec.jp

〒311－4146

代表取締役 奥　津　弘　士

鉄を通して社会に貢献する

株式会社 オーバル・テック
鉄骨建設業
国土交通大臣認定Ｍグレード工場

代表取締役　大　貫　淳　司

〒311‒3107
茨城県東茨城郡茨城町小鶴 115‒1
TEL 029‒292‒3927　FAX 029‒292‒3469
https://www.oonuki.info

大貫測量設計株式
会社

建設コンサルタント・補償コンサルタント・測量

謹んで新春の
お慶びを申し上げます

会　長　菊　池　忠　行　［ ㈱菊池工業 ］
副会長　中　村　友　裕　［ ㈲中村建材 ］ 　副会長　矢　吹　香　介　［ 矢吹工業㈱ ］ 　副会長　阿久津　雅　彦　［ ㈲鈴雅工業 ］

一般社団法人 古河市建設業協会
「未来を建設・地域貢献の道を拓く!」

あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

（順不同）

㈱ 平 建 設
㈲ 大 信 建 設
㈲ 筑 西 建 設
㈲ 並 木 建 設 工 業
㈲ 日 生 産 業
㈲ 張 替 工 業
森 田 建 設 工 業 ㈱

㈱ 安 田 建 設
㈲ 吉 葉 工 務 店
吉 原 興 業 ㈲
㈱ 川 上 造 園 土 木
㈲ 鈴 木 鋼 業

イ ー エ ム 建 設 ㈲
㈲ 岩 田 工 業
宇 都 木 建 設 ㈱
大 高 工 業 ㈱
㈱ 幸 土
㈱ 幸 大
斉 藤 工 事 ㈱

㈱ 三 幸
サ ン ワ 設 計 ㈱
㈲ 城 北 工 業
㈲ 諏 訪 建 産 業
㈲ 総 和 解 体 工 業
㈱タカノ重機土木
㈱ 高 橋 芝 園 土 木

㈱ 丸 健 工 業
山 中 建 設 工 業 ㈱
㈱ ヤ マ シ ン
和幸不動産建設㈲
㈱ 内 田 組
㈱ エ イ ケ ン
㈱ 岡 本 工 務 店

㈱ 田 中 工 業
㈱ チ ヒ ロ 建 興
生 井 工 業 ㈱
㈲ 新 良 建 設
坂 東 工 業 ㈱
㈱ ヒ カ リ 建 設
㈲ 丸 勝 建 設

㈱ 小 沢 道 路
草 間 総 合 建 設 ㈱
三 協 ㈱
㈱サンコー緑地建設
大 近 建 設 ㈱
㈲ ワ ー ク ス
㈱イワセ運輸機工

㈱ 鬼 山 工 業
㈲ 大 谷 組
開 発 産 業 ㈱
㈱ ゴ ヨ ー
㈲ 小 森 谷 建 設
㈲ 関 建 設
㈱ 高 崎 建 設
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髙  野   弘  康代表取締役

代表取締役　佐　藤　敬　治

本　　　社　〒305‒0023　茨城県つくば市上ノ室 2053‒2
工事事務所　〒305‒0064　茨城県つくば市梶内 577‒4
　　　　　　TEL 029‒836‒5772　FAX 029‒836‒5773

筑南総合建設株式会社
特定建設業

特定建設業　 茨城県知事許可　第32975号

●鹿嶋本社　 　 　 　 　 〒 3 1 4 ‒ 0 0 1 2
 茨 城 県 鹿 嶋 市 平 井 1 0 6 0 － 1
　 TEL/0299‒82‒8077 FAX/0299‒94‒5010
●神栖本店　 　 　 　 　 〒 3 1 4 ‒ 0 1 4 8
 茨 城 県 神 栖 市 深 芝 1 4 － 1
　 TEL/0299‒77‒8035 FAX/0299‒77‒8036
●東京営業所　 　 　 　 〒 1 1 1 ‒ 0 0 2 4
 東 京 都 台 東 区 今 戸 1 － 2 － 1 3
　 TEL/03‒6794‒2524 FAX/03‒6794‒2524

代表取締役　田　口　誠　壽

2026年

謹賀新年

代表取締役　田　口　恵一郎

〒310－0803　茨城県水戸市城南 3－12－6
TEL 029－221－9047　FAX 029－227－5238

E-mail office@taguchi-kenko.jp

総合建設業
ISO9001:2015認証取得

㈱ ア イ ア ー ル イ ー
㈱秋山工務店つくば営業所
㈱ 飯 田 興 業
㈱ 飯 塚 工 務 店
池 田 林 業 ㈱
市 村 建 設 工 業 ㈱
㈱ 市 村 工 務 店
茨 建 工 業 ㈱

茨城県県南造園土木協業組合
㈱ 大 島 工 務 店
㈱ 大 関 組
㈱オカベつくば営業所
㈱オリエンタル技建工業
㈱ 折 本 工 業
㈱鹿島テクノス土浦支店
㈱ 霞 工 業

佐 藤 土 木 ㈱
常 総 開 発 工 業 ㈱
昭和建設㈱つくば支店
㈱ 新 日 興 産
鈴縫工業㈱つくば営業所
㈱ 千 和
第 一 造 園 土 木 ㈱
㈱ 大 鶴

株木建設㈱茨城本店つくば支店
来 栖 建 設 ㈱
郡 司 建 設 ㈱
㈱ 斉 藤 建 設
斎 藤 商 事 ㈱
㈱ 坂 田 園 芸
桜 橋 建 設 ㈱
佐 々 木 建 設 ㈱

㈱ 瀧 田 興 業
㈱ 巽 興 業
㈲千代田エンジニアリング
塚 本 商 事 ㈲
土 浦 造 園 ㈱
土 浦 木 工 ㈱
㈱ 土 屋 工 務 店
豊 藤 建 設 ㈱

中川ヒューム管工業㈱
中 川 理 水 建 設 ㈱
㈱ 中 島 組
㈲ 並 木 建 設
日瀝道路㈱つくば営業所
日 和 建 設 ㈱
日東エンジニアリング㈱
北 都 建 設 工 業 ㈱

㈱ 穂 高 建 設
丸 一 土 木 ㈲
㈱ ム ラ マ ツ
ヤ シ マ 建 設 ㈱
㈱ 山 本 工 務 店
㈱ 山 六 工 務 店
㈲ 渡 辺 工 業 所

茨城県建設業協会土浦支部 土浦分会
会長  斉藤　　実（㈱斉藤建設）

副会長  吉田　雅幸（ヤシマ建設㈱）　　　副会長  鈴木　　亮（北都建設工業㈱）

　この危機に対し、牛久市は第三セクターの設立を
決意。20 年 1月に牛久市等が出資した牛久シャトー
㈱が誕生。飲食部門を同社から引き継ぎ、運営を担っ
てきた。
　牛久シャトーの苦境は続く。折悪しく、設立直後
に新型コロナウイルス感染症が流行。来場者の減少
や飲食部門の休業などに見舞われた。また、設立
時に市と定めた管理費用の負担が売上に比して大き
いことなどにより現在まで赤字が続き、債務超過の
状態にある。

未来に残すために

　市は牛久シャトーを次代へ継承し愛される存在と
して維持していくためには、安定的な運営体制を構
築することが不可欠と判断。持続可能な運営体制整
備を図るため、事業再生計画を策定した。今後、牛
久シャトーは市が設置する文化観光公園として観光
及び市民の憩いの場となることを目指す。さらに牛久
シャトーの公設化、指定管理者制度の導入も見据え、
民間活力活用による賑わい創出を目指す。
　牛久シャトーは牛久市が誇る観光施設として人気
が高く、年間約 20万人が訪れる。竣工から現在に
至るまで、100 年以上ワイナリーとして稼働を続けて
いる歴史的価値は高い。また、明治時代の雰囲気
を色濃く残す建物の価値も何物にも代えられないも
のだろう。牛久市の、茨城県の宝である牛久シャトー。
100 年先、200 年先も残すことはわれわれ県民の使
命かもしれない。

　ぶどう園通りを歩いていると、レンガ造りのモダンな建物が目
に入る。牛久市が、そして茨城県が誇る日本初の本格的なワイン
醸造場「牛久シャトー」は国の重要文化財に指定され、日本遺産
にも認定される歴史ある建築物だ。現在も6万㎡の敷地の一角にブドウ
畑があり、ブドウの生産からワインの醸造・販売までを行っている。この
牛久シャトーが建設されたのは、創業者である神谷傳兵衛（かみやでん
べえ）の国産ワインに対する熱い情熱があったからに他ならない。本稿
では傳兵衛の足跡をたどりながら、牛久シャトーの歴史と今、そしてこ
れからについてまとめた。� （写真提供：ワイン文化日本遺産協議会）

傳兵衛が抱いたワインの夢

　傳兵衛は1856（安政 3）年、神谷兵助の六男とし
て三河国幡豆郡松木島村（現・愛知県西尾市一色町）
に生まれた。幼くして働きに出た傳兵衛は 8歳の時
に酒を商いすることに興味を持った。傳兵衛の姉の
嫁ぎ先である尾張国知多地方（現・愛知県知多郡阿
久比町）は古来から銘酒の産地として知られており、
酒造家はみな裕福で豊かな生活をしていた。これを
見た傳兵衛は、酒造家となることを夢見て、商売見
習いや行商などに勤しんだ。
　そんな傳兵衛が運命的な出会いを果たしたのは
1873（明治 6）年のこと。当時 17 歳の傳兵衛は、
横浜の外国人居留地でフランス人が経営するフレッ
レ商会という洋酒醸造所で働いていた。
　ある日傳兵衛は原因不明の激しい腹痛に襲われ、
衰弱の一途をたどった。これを知ったフレッレ商会
の経営者は傳兵衛を見舞い、持参したブドウ酒を飲
ませた。それを飲んだ傳兵衛は病苦が和らいだとい
う。その後も毎日少しずつ飲用するとやがて病気は
すっかり治ってしまった。傳兵衛はこの時、ブドウ酒
が持つ滋養効果を知ったのだった。
　当時のブドウ酒は極めて高価で、一般的に日本人
には飲用されていなかった。傳兵衛は日本人の誰も
が飲めるようなブドウ酒の国内醸造ができないかと
考え、それを将来の本業にしたいと大望を抱いた。
　傳兵衛は 24 歳で独立。1880（明治13）年、浅
草に「みかはや銘酒店」というにごり酒の一杯売り
を開業した。国内での洋酒の需要が高くなってきた
のに目をつけ、輸入ブドウ酒を再製した日本人の口
に合う甘いブドウ酒を製造した。本格ワインは日本

人の食生活になじみがなかったため、傳兵衛は樽詰
めの輸入ワインにハチミツや漢方薬を加えて、甘味ブ
ドウ酒に改良。これが大成功をおさめ、1886（明治
19）年「蜂印香竄葡萄酒（はちじるしこうざんぶどう
しゅ）」として世に知られることとなった。
　しかし、傳兵衛はこの成功に満足しなかった。や
がてはブドウ栽培からワイン醸造までを一貫して行
える一大事業を起こしたいと考えていたのだ。

念願のシャトーが完成

　「みかはや銘酒店」を開業して12 年。ようやくブ
ドウ園を開設する見通しが立った。当時不可能に近
いと考えられていたフランス種のブドウを栽培するた
め、娘婿の小林傳蔵をフランスのボルドーに派遣。
3 年後、傳蔵は身体と頭に技術と知識を詰め込み、
多数の醸造用具や土壌サンプルなどを持ち帰った。
　傳蔵の帰国後、傳兵衛は早速土地を探し始めた。
最適な土地に選ばれたのが茨城県稲敷郡岡田村の
原野、女化原。現在の牛久市だった。
　傳兵衛は女化原の 23 町歩を開墾し、苗木 6000
本を移植。「神谷葡萄園」と名づけられたこのブド
ウ園は見事成功を収めた。時は1898（明治 31）年、
傳兵衛は42 歳だった。
　3 年後の1901（明治 34）年 3月、傳兵衛は本格
的なワイン醸造場の建築に着手した。建設にあたっ
ては、ボルドー地区の最新様式を採り入れ、それに
傳蔵の実地経験により改良が加えられた。
　2 年半後の1903（明治 36）年 9月、総工費 3万
円余（現在の価値で 2～3 億円程度）をかけたワイ
ン醸造場「牛久醸造場（現・牛久シャトー）」が完成。
牛久醸造場のワインは最新の外国製機械の導入と

傳蔵の技術指導により、国内外から高い評価を受け、
数々の名誉ある賞を受賞。傳兵衛は見事に自らの夢
を果たしたのだった。
　現在の牛久シャトーは明治中期の本格的な煉瓦造
ワイン醸造所の主要部がほぼ完存しており、高い歴
史的価値がある。とりわけ醗酵室は、各階ごとに配
された設備構成等から当時のワイン醸造工程を窺う
ことが可能であり、産業技術史上も重要だ。建物は
事務室が煉瓦造 2階（一部 1階）建て、建築面積
308.52㎡。醗酵室は煉瓦造地上 2階地下 1階建て
建築面積436.75㎡。貯蔵庫は煉瓦造 1階建て建築
面積404.58㎡。設計は岡田時太郎が策定した。
　事務室はシャトーを名乗るに相応しい意匠を有し、
明治中期の煉瓦造建築の意匠水準を計るうえでも価
値が高い。
　2007年 11月には経済産業省より「近代化産業遺
産」に認定。08 年 6月には国の重要文化財に指定
された。そして20 年 6月に「日本遺産」に認定され
た。

紆余曲折の歴史

　傳兵衛の情熱に支えられつくられた牛久シャトー。
現在もワイナリーとして活動している同施設だが、そ
の道のりは紆余曲折であった。1924 年、傳兵衛が
設立した神谷酒造が経営難に陥ったことから、他の
酒造会社と合併。合同酒精㈱（現在のオエノンホー
ルディングス）が誕生した。
　戦後、農地改革により農地が縮小。また、牛久市
がベッドタウンとして発展していくのに伴い宅地化が
進み、ブドウの生産量は減少を余儀なくされた。一
時期は他県で取れたブドウを買い付けて対応してい
たこともあるという。
　一方で、敷地内にワインの販売所やレストラン、ビー
ル工場などが建設され、フードサービス事業がスター
トした。
　しかし2018 年、牛久シャトーを所有するオエノン
ホールディングスがワイン・ビールなどの製造及びレ
ストラン等の営業からの撤退を表明。フードサービ
ス事業の撤退は、牛久シャトーの観光施設としての
魅力に大いに影響する危機だった。

建設
神谷傳兵衛と牛久シャトー

～偉人と建設～

ろまんばなし

浪浪 漫漫 譚譚

現在の牛久シャトー現在の牛久シャトー

建設中のようす建設中のようす

建築当初（明治36～38年頃）のシャトーカミヤ旧醸造場施設建築当初（明治36～38年頃）のシャトーカミヤ旧醸造場施設
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代表取締役　羽　生　義　隆

〒311－1705　茨城県行方市内宿 1033 番地 1
TEL 0291－35－3148 ㈹　FAX 0291－35－3628

E-mail hanyu－kk@beige.plala.or.jp

株式会社

本社：〒317－0073　茨城県日立市幸町2－18－5
電話：0294－22－2121　FAX：0294－23－3775
支店：水戸　営業所：東海・北茨城・いわき・ひたちなか

代表取締役社長　須　田　要　介

日立土木株式会社
豊かで夢のある空間創りをめざして

総合建設業　ISO9001認証

〒310－0903　茨城県水戸市堀町 1917－2
TEL 029（253）2511
FAX 029（251）1123

代表取締役　野  溝  年  成

野溝金属有限会社

〒317－0072　茨城県日立市弁天町2丁目2番3号
TEL 0294－22－1515（代表）　FAX 0294－22－0702
〒310－0851　茨城県水戸市千波町1853番地－1－201
TEL・FAX 029－303－5001

本　店　

水戸本社

代表取締役　佐　藤　雅　彦

地球環境の未来を考える

エコアクション21認証

常陸太田市国安町1284-1
常 陸 大 宮 市 ・ 結 城 市

創業77周年

代表取締役 根　本　和　明

日高見建設工業株式会社

〒300－0513　茨城県稲敷市桑山 403 番地
TEL 029－892－0707
FAX 029－892－6788CM038QR0018

代表取締役社長　中　楯　伸　一

〒302－0038　茨城県取手市下高井 1020
TEL：0297－78－1111
FAX： 0297－78－2681

代表取締役　秋　葉　文　博

〒300－1158　茨城県稲敷郡阿見町住吉 2 丁目 3 番地 19
TEL 029－842－8134
FAX 029－841－4581

樋口土木株式会社
特定建設業

千　葉　和　男
茨城県ひたちなか市平磯町1576－1
電　話　0 2 9（ 2 6 2）2 5 0 5
F A X 　0 2 9（ 2 6 3 ）7 8 1 0
E-mail：tosui001@fancy.ocn.ne.jp

代表取締役　中　庭　大　輔

〒311－0103　茨城県那珂市横堀660
TEL　029－298－3291
FAX　029－295－8250

造園設計施工
土木工事一式・緑地メンテナンス

株式会社 中庭造園土木

代表取締役　髙　橋　　　智

本　社　〒309－1717　茨城県笠間市旭町647－1
TEL　0296－77－6787㈹
FAX　0296－77－6783　　

代表取締役  仲　川　　　孝
専務取締役  仲　川　将　大

〒308－0101　茨城県筑西市井上1356
TEL 0296－37－3753
FAX 0296－37－6886

株式会社　仲川建設
特定建設業

代表取締役　木　村　幸　子

〒300－0513　茨城県稲敷市桑山 733－1
TEL 029－892－9888
FAX 029－892－9898

天海建設株式会社
特定建設業

〒310－0841　茨城県水戸市酒門町 3218－1
TEL 029－248－0081
FAX 029－246－2388

代表取締役 庄　司　憲　生

造園設計施工管理

常磐造園株式会社

鶴 田 組株式会社

代表取締役　鶴　田　哲　男

茨城県那珂市菅谷4 4 5 8－ 7 3
T E L 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 3 5
F A X 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 5 3

代表取締役会長 尾　曽　正　人
代表取締役社長 尾　曽　賢　和

〒310－0055 茨城県水戸市袴塚 1 丁目 4 番 17 号
TEL 029－225－1231
FAX 029－227－5695

総 合 建 設 業

東洋工業株式会社

代表取締役

㈱ ア レ ス コ
㈲ イ イ ム ラ
市 村 土 建 ㈱
㈱ 大 場 工 務 店
㈱ 岡 崎 土 建
㈱ 小 貫 工 業

㈱ 木 村 工 務 店
㈱ キ ン ダ イ
九 島 産 業 ㈱
㈱ 兼 祐
興 民 建 設 ㈱
小 桜 建 設 ㈱

㈱ 鈴 木 工 務 店
㈲ 竹 林 組
千 代 田 建 設 ㈱
㈲ 塚 田 埋 設 工 事
東 亜 興 業 ㈱
中 沢 機 工 ㈱

㈱ 紺 野 工 務 店
堺 建 設 ㈱
㈱ 三 企 工 業
篠 﨑 建 設 ㈱
㈲ シ ン ケ ン
㈱ 進 貢

白 田 組 土 木 ㈱
白 田 建 設 ㈲
㈱ 長 谷 川 工 務 店
㈱ 日 高 建 材
㈱ 広 伝
福 井 建 設 ㈱

双 葉 建 装 ㈱
平 成 建 設 ㈱
㈱ 松 永 工 務 店
㈲ 路 川 工 務 店
㈱ 菱 伸 工 営

茨城県建設業協会土浦支部 石岡分会
分会長  松永　英信（㈱松永工務店）

理事  長谷川敏久（㈱長谷川工務店）
監事  大場　俊之（㈱大場工務店）

理事  白田　二朗（白田組土木㈱）
監事  篠﨑　正和（篠﨑建設㈱）

理事  路川　雅博（㈲路川工務店）
顧問  飯村　一夫（㈲イイムラ）

副分会長  岡﨑　二朗（㈱岡崎土建）　　　副分会長  大和田久進（東亜興業㈱）
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代表取締役　石　井　　　登

〒311－4153　茨城県水戸市河和田町3891
TEL　029－309－7266
FAX　029－309－7267

本 社
〒302-0110 茨城県守谷市百合ヶ丘1-2391-1
TEL 0297(48)0431㈹FAX 0297(48)6004

代表取締役　安　　　雅　人
〒319－2144　茨城県常陸大宮市泉 243

TEL  0295－52－0593
FAX  0295－53－5773

E-mail：yasukura@maple.ocn.ne.jp

株式会社 やすくら工務店

代表取締役　永　井　剛　人

本　　社　〒310－0004　茨城県水戸市青柳町3657－421
　　　　　TEL（029）302－4770　FAX（029）302－4771
　　　　　E-mail　ryokuchi@lapis.plala.or.jp
常陸太田　〒313－0135　茨城県常陸太田市小島町1738
営 業 所　TEL（0294）76－2824　FAX（0294）76－2848

造園・土木・景観舗装・設計・施工・管理

三国屋建設株式会社

Ⓡ

みっくにー

100隻の作業船と海の職人集団

茨城県神栖市奥野谷8083-1
TEL:0299-96-5068
FAX:0299-96-5098

代表取締役　清　水　愼　一
〒311－3116　茨城県東茨城郡茨城町長岡1798

TEL　029－292－0325
FAX　029－292－1616

六美建設株式会社

〒300－0066
茨城県土浦市虫掛 3491
TEL 029－824－2772 ㈹
FAX 029－824－2774　

代表取締役　鈴　木　　　亮

総 合 建 設 業
北都建設工業株式会社

ISO9001:2015 認証取得
ISO14001:2015 認証取得

BCP認定企業
2025年度

豊かで安全な地域社会創りをめざして

本　社　石岡市府中3－11－24
　　　　電話 0299（22）3248（代）  FAX 0299（56）3115
　　　　http://www.yaruyo.com
　　　　E-mail matsunagakoumu10@yaruyo.com

特定建設業
株式会社  松永工務店
一級設計事務所マツナガ

代表取締役　 松　永　英　信

関東

代表取締役社長　上石健太郎
〒300-4513　茨城県筑西市中根870-2
TEL:0296-52-5277　FAX:0296-52-5258

地域と共に

代表取締役　松　﨑　里　志

松崎建設株式会社

本　　社　茨 城 県 潮 来 市 牛 堀 1 7 1 － 1
〒311－2436　TEL 0299（64）2918㈹　FAX 0299（64）2937
東京支店　東京都江東区南砂5‒22‒11 ハーベストハイツ3‒304
〒136－0076　TEL 03（6666）3518　FAX 03（6666）3519

代表取締役　小松﨑　裕　敏
本　　社　〒311‒2117　茨城県鉾田市大蔵 233 番地 5
　　　　　TEL 0291‒39‒6088　FAX 0291‒39‒6531
鹿嶋支店　〒314‒0031　茨城県鹿嶋市宮中 930 番地 12
　　　　　TEL 0299‒83‒8311　FAX 0299‒83‒7455

ミドリヤ株式会社　

総合建設業
土木・建築・造園設計施工管理・舗装・管・水道施設

地域の皆様が安心して生活できる環境づくり

代表取締役　藤　枝　洋　二
専務取締役　藤　枝　賢　一

〒311－2116　茨城県鉾田市札 670 番地の 4
　　　　　 TEL 0291－39－3270
　　　　　 FAX 0291－39－6840

FUJIEDA KENSETSU
藤枝建設株式会社

特 定 建 設 業

� 田  康 廣副理事長玉 造  　茂副理事長

白田  唯雄理 事 長

渡 辺 建 設 ㈱
渡 辺 工 業 ㈱
㈲ 渡 辺 信 也 石 材

足 立 建 設 ㈱
㈲ 雨 谷 工 業
㈱ ア ー ル エ ス
㈱ 阿 波 屋
飯 田 建 設 ㈱
㈱ 石 川 設 備
市 村 建 設 ㈱
㈲ 市 村 工 務 店
市 村 土 建

伊 藤 設 備 工 事
㈲ 稲 葉 建 設
㈲ 茨 城 銘 石
榎 戸 工 務 店 ㈱
㈱ 大 塚 材 木 店
㈱ 大 橋 工 業
金 沢 工 務 店 ㈲
酒 寄 造 園 ㈱
酒 寄 鉄 工 所

㈲ ダ イ ワ 建 設
㈱ 田 口 建 設
㈱ た ば や し
玉 造 建 設 ㈱
塚 田 造 園 建 設 ㈱
つ か は ら 設 備 工 業
㈱ に の み や 工 務 店
㈱ 仁 平 工 務 店
野 口 木 工 所

櫻 川 造 園 土 木
㈲ 島 田 造 園 土 木
㈲ 下 条 工 務 店
㈱ 下 條 土 建
鈴 木 建 材 ㈱
㈱  鈴 木 工 業
㈲ 鈴 木 工 務 店
㈲ 鈴 木 製 材 所
大 洋 建 設 ㈲

㈱ 萩 原 工 業
白 田 工 建 ㈱
㈱ ハ グ ロ
㈱ 平 井 商 店
㈲ 平 石 緑 化 土 木
㈱ 平 田 建 設
㈱ ヒ ロ サ ワ
㈲ 広 沢 工 務 店
㈲ 廣 瀬 産 業

㈲ 藤 田 土 建
㈱ 堀 石 材 工 業
増 渕 木 材 店
㈱ マ ル ニ 工 業
丸 和 建 設 ㈱
宮 本 造 園
㈲ 谷 中 工 務 店
柳 田 工 業 ㈱
大 和 土 建 ㈱

2026年

謹んで新春の

お慶びを申し上げます
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